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神様は僕を溺愛しすぎる







　その学園は山の中腹にあった。


　木々に囲まれた三階建ての建物はＬ字型をしており、正面には、卍まんじに蔦つたが絡まったような模様が嵌はめこまれている。学園案内のパンフレットにもあった、ここ「惇じゅん聖せい学がく園えん」のシンボルマークだ。


「……なんか、学校って感じがしないな」


　高原のホテルのような校舎を見上げながら、芹せり川かわ陽はる樹きは呟つぶやいた。


　前を歩いていた碓うす氷い圭けいが振り返る。転入してきたばかりの陽樹を、寮まで案内してくれているのだ。グレーのブレザーに、ネクタイとスラックスは紺という制服を着ている。一方の陽樹は、以前の学校の制服のままだが、寮に着けば碓氷と同じものが揃そろっているはずだ。


「新校舎になってまだ三年ぐらいだからね。前の校舎だったら、もう少し学校っぽかったかも。ここよりも下のほうにあったんだけど」


　今は更地になっている広場を指し、碓氷が言った。


　彼は陽樹と同じ二学年の十六歳だ。背丈は百七十センチを少し超えたぐらいで、陽樹とそう変わらない。優しげな笑顔が中性的で、成長途中の幼さが見える。陽樹もどちらかというと幼い容貌をしていて、同級生や年の離れた兄からお人形さん扱いされていたこともあり、碓氷に親近感を持った。


　今は骨格もだいぶしっかりしてきたので、女の子と間違われることはなくなったが、小学生の高学年ぐらいまでは頻繁に間違われた。クリっとした大きな目に、その他のパーツがこぢんまりとしていて、そのバランスがそんな風に見えたらしい。


「大学部と一緒だったから、校舎も大きかったんだって。今は高等部と分離されている。あっちの建物ね。旧校舎の跡地には、いずれ別の建物が建つはずだよ」


　碓氷の説明を聞きながら、陽樹は周りの景色を見回した。標高千メートルに満たないなだらかな山の上。敷地のすべて使ったような広大な学園の姿が、目の前に広がっている。


　校舎の他にも聖堂のような建物や、神社のようなものもある。今陽樹が歩いている道の先には、雑誌に出てくるような瀟しょう洒しゃな洋館があり、そこが生徒たちの寮だった。


　ゴールデンウイーク明けの今日は天気が良く、新緑が目に眩まぶしい。陽は射しているが、山の空気は冷たかった。だけど陽樹が住んでいた土地よりも南に位置するここは、それでもずっと暖かい。


「いいところだな。見晴らしもいいし」


　肩に乗っている生き物に陽樹が話し掛けると、それが伸びをするようにして辺りを眺めた。


「ああ。なかなかよい眺めじゃ」


　碓氷が再び振り返る。陽樹の肩の上にいるそれを見て僅わずかに首を傾かしげ、「イタチ？」と聞いてきた。


「ああ、うん。いや、オコジョ。イタチ科ではあるけどね」


　まん丸のつぶらな瞳に丸い耳、尾の先だけが黒く、他は真っ白な毛色をしている。本来なら五月の今は、夏毛の茶に変わっているはずだが、陽樹の肩にいるオコジョの毛は真っ白なままだ。胴が長く前足が極端に短い体形で、二本足で立つ姿はオコジョの特徴的なポーズだ。


　陽樹の説明に碓氷は「ふうん」と頷うなずき、目を細めた。小動物の形をしたそれがしゃべったことに驚きもせず、「可か愛わいいね」と言って笑っている。


「……挨拶しようよ。可愛いってさ」


　陽樹が促すが、オコジョは陽樹の肩の上で横を向いたまま返事もしない。


「ごめん。今機嫌が悪いんだ。試験がさ、あんまり上う手まくいかなかったもんで」


　編入するにあたり、能力を量る試験が行われた。その結果でクラスが決まるのだと言われ、張り切って挑んだのだが、満足するような結果が出せなかったのだ。


「そんなに落ち込むなって。編入を取り消しにされたわけじゃないんだし」


「私は不ふ甲が斐いないのだ……」


　陽樹の肩の上でオコジョが項うな垂だれた。短い前足を揃え、丁寧にお辞儀をしているように見える。


「これから頑張ればいいだろ？　そういうのを教えてもらうために、ここに来たんだからさ。な。元気だそうよ、シロ」


　そう言ってオコジョを慰めている陽樹に、碓氷が驚いたように目を見開いた。


「シロ……？　芹川君、式神に名前を付けてるの？」


　どうしてそんなことに驚くのかと、陽樹のほうも目を丸くする。


「だって名前ないと不便じゃない？　ほら、話す時とか。っていうか、え、碓氷君の式神は名前ないの？」


　陽樹にとってはそっちのほうが驚きだ。


「僕、転入してきたばかりでよく知らないんだけどさ。そもそも『式神』っていうこと自体、あんまり分かってないんだ。でも式神って、こんな風にずっと一緒にいるものなんでしょう？　なのに名前付けないの？」


　陽樹とシロとの交流は最近始まったことだが、この学園の生徒も、目の前にいる碓氷も、もっとずっと長い期間、シロのような式神と一緒に行動しているはずだった。


「碓氷君もこのシロみたいな、その、『式神』っていうのを飼ってるんだよね？」


「陽樹、私はぬしに飼われているわけではないぞ」


　陽樹の不用意な言葉に反応したシロが陽樹の肩をタン、と後ろ足で叩たたいた。


　見た目はオコジョだが、シロはなかなかに気位が高く、人間の陽樹よりも礼儀に厳しい。


「ごめん、ごめん。そうだよね」


　陽樹とシロとのやり取りを眺め、碓氷が不思議そうに首を傾げている。


「ああ、ごめん。それで、話を戻すけど、碓氷君にも式神がいるんでしょ？」


　今度は言葉を選びそう言うと、碓氷がやはり不思議そうに「……視みえてない？」と言う。


「あ、もしかしてここにいる？　ごめん、全然視えないや」


　陽樹の肩にシロが乗っているように、碓氷にも式神が憑ついているのだろう。だけど陽樹には何ど処こにそれがいるのか、輪郭さえ見えない。


「僕、本当、全然素人でさ。そりゃいるよね、ここの生徒なんだから」


　そうでなければこんな特殊な学校に通っているわけがないのだ。ここは、式神を持つ人間が、それの操り方を習うための学校なのだから。


「それで、その碓氷君の側そばにいる式神には、名前はないの？」


「僕たちは式神に名前なんか付けないよ。だいたい、そんな風に言葉を交わしたりなんかしないもの」


「そうなんだ」


「僕たち使役は式神を操る者であり、式神はそれに従うだけだ。親しく会話なんか交わさないよ」


　碓氷が静かに、だがきっぱりとした声で言った。


「中途編入してくる生徒なんて初めてだったから、驚いたんだけど、本当に何も知らずにここに来たんだね」


　碓氷の声音は、決して陽樹の無知を馬鹿にしているのではなく、心底驚いているというものだ。


「そうなんだよ。ひょんなことからこの子、シロの面倒を見ることになってさ。僕、それまでそういうことに全然関わり合いのない生活をしてたから。それで、知り合いに紹介してもらって、ここに来たんだ」


　このオコジョのシロに出会うまでは、式神なんて映画か漫画の中だけでの存在だった。ある人の紹介で、ここ惇聖学園に転入できたことは幸運だったが、それまでは学園の名前はもちろん、そんな学校があることさえ知らなかったのだ。


　陽樹はここでいろいろなことを覚えなければならない。そしてシロもだ。


「だから、いろいろ教えてほしい。本当、僕、なんにも知らなくてさ。よろしく頼むよ」


　陽樹の素直な懇願に、碓氷は未いまだ不思議そうな表情をしていたが、それでも「うん。こちらこそよろしく」と、笑顔を返してくれた。


「そういうこともあるんだなって、驚いたんだ。ここに上がってくる生徒は、ほぼ全員、麓ふもとの中学出身だからね」


　全国から人が集まり、麓の中学で、惇聖学園へ進学するための準備をするのだという。


「地方から直接入学してくる生徒も少しはいるけど、そういうのは、麓の中学に入るまでもなく、ちゃんと環境が整っている人なんだ」


　大寺院や大社の家に生まれた子など、いわゆる由緒正しい血筋ということで、いろいろと優遇されているらしい。


「でも家柄だけでここに来られるわけじゃないけどね。式神を操る才がないと、最初からここに入る資格がない」


「そうだろうね」


「うん。全員ここに入るための準備がなされている。それこそ幼児の頃からずっとね。それでもここへ来るまでに振り落とされていく。だいぶ、……ほとんどと言っていい。この学園に入学してくるのは、ほんの一握りなんだよ」


　中学に入る前にも、プレ惇聖学園と呼ばれる施設が地方のあちこちにあり、その中でも優秀な人間が選ばれ、惇聖学園へと進学できるのだ。


「……へえ。凄すごいな」


　感心しながら相あい槌づちを打つ陽樹に、碓氷は「うん」と頷く。眩まぶしそうな笑顔には、自分がその一握りの中にいるという、自負が窺うかがえた。


「だからね、何も知らないという君が編入してきたことが不思議だったんだよ。だけどきっと、凄い能力を持っているんだろうね。そのシロも」


　笑顔のまま碓氷が言い、陽樹の肩にいるシロに視線を移す。


　碓氷に見つめられたシロが誇らしげに胸を反らした。とはいっても、二本足立ちしたオコジョのポーズで、威厳は微み塵じんもないのだが。そして陽樹のほうは、そんな凄いところだったのかと、少々気後れがした。クラス分けのための試験が、惨さん憺たんたる有様だったからだ。


「……まあ、頑張るしかないもんね」


　今できないものは仕方がない。それを学ぶためにここへやってきたのだから。


「ところで、その編入試験なんだけど、芹川君はどのクラスになったの？」


　惇聖学園は学年ごとにＡ、Ｂ、Ｃと三つのクラスに分かれており、陽樹も試験後にクラスを言い渡されていた。


「ああ、二年のＣクラス」


　陽樹の返答に「同じだ」と言って、碓氷の表情が緩んだ。


「そうなんだ。よかった」


　中途編入してきた上、生徒たちはほとんどが中学から一緒だという集団だ。そんな中、初めて顔見知りになった碓氷が同じクラスだというのは心強い。


「改めてよろしくね、碓氷君」


「こちらこそ。大変だとは思うけど、僕もなるべく協力するから」


　親しみやすいと思った印象は間違っていなかったようで、陽樹の言葉に、碓氷は柔らかな笑顔で頷き、そう言ってくれた。








　寮の部屋に案内され、碓氷は「夕食の時間になったら呼びにくるから」と言って、去っていった。ドアが閉まり、シロと陽樹の二人だけになる。


　二階にある部屋は六畳ほどの一人部屋で、トイレと小さな洗面所があった。その他にはベッドと机、クローゼットが備え付けでついている。自宅から送った荷物がすでに運ばれていて、段ボール箱が五つ、床に置いてあった。


　陽樹はベッドに落ちるように腰掛け、大きな溜ため息いきを吐ついた。新しい環境の中、試験もあり、流石さすがに疲れがドッときた。


「……あー、荷物整理しないと」


　そう言いながら、ベッドに仰向けに倒れ込む。陽樹の肩に乗っていたシロも、枕の横に飛び移った。


「シロもご苦労さま。大変だったな。疲れただろう？」


　試験は緊張したが、実際力を使ったのはシロだ。式神としてのシロの力量を量るため様々なことをやらされ、陽樹は試験官の質問に答えるだけだった。


　陽樹の労ねぎらいの言葉にもシロは返事をせず、ベッドから窓に移動し、じっと外の景色を眺めている。


「試験はまあ……あれだったけど、僕も質問に全然答えられなかったし」


　何ができるのか、どのような分類の式神か、今までにどんな修業を積んできたのか。


　そんなことを聞かれても、はっきりと答えられるはずもない。なにしろシロと出会ったのは、ほんの一ヶ月ほど前のことなのだから。


「あれは私に対する試験だったのだ。あの試験官という者、蔑さげすむような目を寄越しおって」


「まあまあ」


　落ち込んでいるシロを呑のん気きな声で慰める。


「あの碓氷って子、いい人そうだったよね。明日から学校も始まるし、他の生徒にもいろいろ聞いてさ、のんびりと行こうよ」


「私はあのような不甲斐ない結果しか出せず……」


「だから仕方ないってば、ね？」


「私はもっと！　凄いことができるはずなのだっ！」


　大きな声で叫び、二本足で立っている片方をタシタシと激しく打ちつけ、地団駄を踏んでいる。


「何もできなかった……っ！　何もっ！　ああ！」


　両腕を上げ、頭を抱えようとするのだが、腕が短いので頭まで届かない。無理やり身体からだを屈かがめるが、それでも目の下までしか届かず、頬を押さえながらグネグネと身体をくねらせる仕し草ぐさが可愛らしくて、陽樹は思わず笑ってしまう。本人は悔しさで身み悶もだえしているらしいのだが、踊っているようにしか見えないのだ。


「何もってことはなかっただろう？　今までやったこともないことまでやれていたじゃないか。僕は見てて感心したよ？」


　機嫌がいい時には、シロは草木を蘇よみがえらせることができるのは知っていた。初めて山で出会った時に、シロは足下に花を咲かせたのだ。


　今日、試験官にそのことを言ったら期待された。そしてやってみろと言われ……失敗したのだった。


　花を咲かせようとして、何な故ぜか試験場に飾られていた花瓶が倒れた。再度挑戦したのだが、今度は試験場のドアが二センチほど開いた。


「試験官は風のせいだと言っていた……！」


「シロがやったんだよ。僕、見てたし。風なんか吹いてなかったよ。お前、けっこういろんなことができるんだな」


「試験官は半笑いしていたではないか」


「まあ……、そうだけどさ」


「あの者め、陽樹のことまで馬鹿にするような目で見たのだぞ」


「いいんだって、僕は」


「よくはない。私は口惜しい」


　黒々とした目をまん丸に見開き、シロが陽樹を見上げる。


　高潔なオコジョは、自分の不甲斐なさに加え、陽樹まで蔑まれる羽目になったことに責任を感じ、憤っているらしかった。


「使役の力量っていう点では僕、全然だし。仕方がないよ。僕もシロも、なんにも分かってないんだから」


　他には何かできることはないかと問われ、口ごもる陽樹に、試験官が溜息を吐いた。「どうして君のような子が……」と呟くのを聞いて、編入を断られるかと一瞬焦った陽樹だが、幸いそうはならなかった。


「入学取り消しなんかにならなくてよかったと思おうよ。な、これから、これから」


　陽樹とシロを紹介してくれた人の顔を立て、一応入学は許可された。「これから頑張ります」と大きな声で宣言し、頭を下げた陽樹に試験官は「はいはい」という態度だったのが少々悔しいが、結果を出せていないのだから仕方がない。


「今がスタートだろ？　できる限りのことはしたんだから」


　無理に自分を大きく見せようとは思わない。できないことはできないと、己の能力をきちんと把握できていることが重要だと思うのだ。今日試験を受けてみて、シロがいろいろなことができると知ったのだから、それを収穫だと思えばいい。


「これから滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ頑張って、今日の試験官をギャフンと言わせたらいいじゃないか」


　踊るように身悶えしているシロに、そう言って檄げきを飛ばす。


「明日から楽しみだな」


　これからどんなことが起こるのか。シロがいったいどんな力を身につけるのか。そして自分がどんな風に変わっていくのか。


　まったく知らない世界は怖いけど、普通の人には絶対に見られない光景を、どういうわけか自分は見ることができるようになったのだ。


　今は不安や恐怖よりも、未知の世界にやってきたというワクワク感でいっぱいだ。


「いろんなことを覚えてさ、頑張っていけば、シロが言うように、凄いことができるようになるよ、きっと。そのうちに、お前の記憶も戻るかもしれないし。そしたらこれが得意だって、自分で分かるだろ？」


　シロは陽樹と出会う前の記憶を持っていない。自分が何者なのか、何処から来たのか、何故こうしているのか。何も分からないままの状態で陽樹と出会い、拾われたのだった。


「なんにしろ、ここに来たからには頑張るしかないんだ。そうだろ？　シロ」


　肩を叩いてやる代わりに指の先でシロの頭をツン、と撫なで、先だけ真っ黒な尻しっ尾ぽを摘つまみ、ピコピコと動かしたら「これ、遊ぶでない」と怒られた。







　　　　　※※※







　春休みも終わりに近づいたその日、陽樹は久し振りに山に登っていた。


　天気も良く、もうすぐ新学期が始まるということもあり、陽樹は一人で山へ遊びに行くことにしたのだ。登山といっても、中腹よりももっと下の辺りまでで、ハイキングに近い。


　幼少の頃から家族と共に幾度となく登った山だ。両親は地元出身の幼なじみ同士で、今は祖父の代から続く工務店を引き継いでいた。十歳上の兄も、父の工務店を手伝っている。忙しい両親に代わり、幼稚園の送り迎え、授業参観などはこの兄が参加してくれ、陽樹に何かあればすっ飛んでくるという、近所でも有名な溺でき愛あい振りだ。


　今日も山に登るという陽樹に、兄も一緒に行きたがったが、仕事があるので同行できず、随分残念がっていた。来週の休みの日にしないかと執しつ拗ように粘られ、その時にはまた行くからと約束をして、やっと納得してもらっての今日の登山だった。


　いつまでも子ども扱いの兄の態度に苦笑が漏れるが、可愛がってくれているというのも分かるので、面倒だとも思わない。陽樹の物もの怖おじしない、のんびりとした性格は、過保護な兄に守られ、甘やかされたせいでもある。


　山登りの装備をし、リュックを背負った陽樹は、雪解けしたばかりのぬかるみ道を、しっかりとした足取りで登っていった。緑はまだ薄いが、そこここで山野草が小さな花をつけている。


　友だちや家族とキャンプを張り、川釣りやバーベキューをするのはもちろん楽しいが、こうして一人で山歩きをするのも陽樹は好きだった。自分のペースで登り、野草を眺めたり石渡りをしたりと、山は陽樹にとって自然の遊園地だ。


　この冬の積雪はそれほど多くなく、だけど何故か雷がよく落ちていた。雪があるので山火事が起こることはなかったが、頻繁に聞こえてくる落雷の音に、地元民も首を傾げていた。ここ最近は世界中で異常気象が続き、ゲリラ豪雨や亜熱帯化など、気候も年々変化している。冬の落雷もそんな中の一つなのかもしれない。


　途中休憩を取りながら、目指していた沢に辿たどり着いた。そこも雪はほとんど残っておらず、雪解けで水量の増した小川が、サラサラと耳に心地好よい音を立てていた。


「今日は釣りに来てる人もいないのか」


　辺りを見回し、陽樹は適当な岩を見つけて腰を下ろした。


　リュックの中に手を入れ、自作の弁当を取り出す。母親に頼み、朝多めに炊いてもらった米を塩昆布と一緒にラップで丸めたお握り、それからこれも朝食の残りのキュウリの浅漬けと、魚肉ソーセージという献立だ。


　汗をかいた身体には、塩味の効いたご飯は美お味いしく、キュウリもパリパリと歯ごたえがよかった。二つ持ってきた大きな飯の塊が瞬く間に胃に収まる。


「さて」


　腹が落ち着いてから、取って置きのおかずを手に取る。魚肉ソーセージは陽樹の好物で、いつもこれを最後の楽しみとしているのだ。


　固く縛ってあるビニールの端を歯で千切り、三分の一ほどを一口で入れた。弾力のある魚肉をゆっくりと噛かみ砕き、もう一口と大きく口を開けた瞬間、ふと、白い物体が見え、陽樹はそのまま動きを止めた。


　陽樹の目の前にある岩の上に、真っ白な動物がいるのだ。


「ん？　……オコジョ？」


　真っ黒な目に丸い耳、前足を揃えたまま後ろ足だけで立っている。一瞬イタチかと思ったが、それよりも丸顔で尾の先が黒いから、これはオコジョだ。


　陽樹に見つめられても、オコジョは逃げる様子もなく、陽樹をじっと見ている。いや、陽樹というよりも、手に持っているソーセージに釘くぎ付づけのようだ。


「こんな場所に出てくるなんて、珍しいこともあるもんだ」


　オコジョは警戒心が強く、だいたい生息地はもっと山頂に近いはずで、こんな低い場所で出会える動物ではないのだ。岩の上にチョコンと立っている姿が愛らしい。


「餌を求めて下りてきたのか？　可愛いけど、野生動物に人間の食べ物を与えちゃ駄目だよね……」


　陽樹の握っている魚肉ソーセージを見つめているオコジョに、「ごめんね」と謝った。可か哀わい想そうだが安易に餌を得る方法を覚えてしまうのは、このオコジョにとっていいことではない。


「これはあげられないよ。川には魚もいるし、自分の力で餌を獲とりな。それに、人里近くは危ないよ。上にお帰り」


　まったく動く様子のないオコジョに、諭すようにそう言った。


「そなた、私の姿が見えるのか？」


「え……？」


　小川を流れる水音に混じって人の声が聞こえ、陽樹は辺りを見回した。釣り人でもやってきたのかと思ったのだが、誰の姿もない。


「私の姿が見えるのかと申しておる」


　声のするほうに目を向けるが、岩の上に立ったオコジョしかいない。


「この辺りを通る者に懸命に語り掛けていたのだが、反応したのはぬしが初めてじゃ」


「……やだなあ、疲れてるのかな。オコジョが喋しゃべるわけないじゃんねえ？」


　目の前の現象を信じることができなくて、自分の不調を疑うしかない。


「答えてくれ。私の姿が見えるのだろう？　……ぬしのような者をずっと待っていたのだ。どうか手を貸してほしい」


　混乱している陽樹の前で、オコジョが尚なおも喋り続ける。短い前足を身体の前で結び、オコジョが拝むような仕草をし、そう語り掛けてくるのだ。


「……オコジョだよね？」


「姿はそうだが、私はオコジョではない。これはおそらく仮の姿だ」


「そうなの？　じゃあ、本当はなんなの？」


　白昼夢なのか、幻覚なのか、なんだか分からないが、必死な様子のオコジョに、つい返事をしてしまう。


「本当は、なんなのだろう……？」


　クリクリとした目を陽樹に向けながら、オコジョが首を傾げる。小さな手を胸の前で結んだまま、小首を傾げる仕草が物凄く可愛くて、こんな異常な状況なのに、陽樹はつい笑ってしまった。


「なんなのだろうって……。オコジョじゃないんだろ？」


「そうなのだが、しかし分からないのだ。気が付けば私はこのようになっていて、誰の目にも入らず、誰の耳にも声が届かないようになっておったのじゃ」


「記憶がないってこと？」


　陽樹の声に、オコジョがコクンと頷いた。


「何か、重大な役割があって、私はそこに向かっていたような気がするのだ」


「重大な役割か。なんだろうね？」


「それが分からず往生している」


　オコジョの声は子どもよりは低く、大人よりは少し高い。小さな身体に似合わず落ち着いた声音で、丁寧な言葉遣いは、なんというか古めかしい。


「ここ最近、人がよくこの辺りに来るようになり、これは助かったと思ったのだが、誰も目に留めてくれず、それならば人里に下ろうと思ったのだが、それも叶かなわぬ。どれだけ歩いて遠ざかろうとしても、どういうわけか気が付くとこの沢に舞い戻ってしまうのだ」


　記憶もなく、遠くへも行けず、オコジョはずっとここに佇たたずむしかなく、困っているようだ。


「じゃあ、この冬じゅうずっとここにいたのか。……それは大変だったね」


　項垂れるオコジョは心底参っているようで、可哀想になる。食べかけのソーセージを半分割り、「食べなよ」オコジョに差し出した。正体は分からないが、野生動物でないなら、陽樹の食料を分けてあげても構わないだろう。


　ソーセージを受け取ったオコジョが、それを口に持っていく。一口噛んで、「うむ、よきかな」と言った。


「魚肉だからオコジョでもいけるよね。塩分あるけど」


「私はオコジョではないと言っているだろう」


　陽樹に抗議をしながら、モグモグと美味しそうにソーセージを咀そ嚼しゃくしている。


「じゃあ今まで、何食べて生きてたの？　あ、生きてないのかもしれないけど」


「何も。空腹は感じなかった」


　空腹は感じなくても食べるのは好きなようで、オコジョは小さな手でソーセージを持ち、実に美味しそうにそれを食べた。あんまり美味しそうに食べるので、陽樹はリュックのポケットを探り、キャラメルを取り出し、それもあげた。


　白い包みを開けてやり、オコジョの前に差し出すと、受け取ったオコジョが素直にそれを口に入れた。


「……ぉ」


　驚きの声なのか、小さく叫んだオコジョがそのまま固まる。


「あれ？　甘過ぎた？」


　固まったオコジョはブルブルと身体を震わせ、両手を頬に当てている。


「これは……っ」


　そのまま絶句し、オコジョがグネグネと身体をくねらせた。


「大丈夫？　キャラメルは刺激が強過ぎたかな」


　苦しんでいるようには見えないが、実は苦しんでいるのかもしれないと、陽樹が慌てて近づくと、オコジョの立っている岩から突然、ポン、と花が飛び出した。


「え？　花？　なんだそれ」


　オコジョの立っている場所は岩の上で、小川の水にさらされるためか土はなく、苔こけさえも生えていない。根の生える場所のまったくない岩の上に、いきなりピンクの花が咲いたのだ。


　驚いている陽樹を前に、オコジョはまだ身体をくねらせて踊っている。その足下もとに、二輪、三輪と花が咲いていく。


　喋るオコジョ。キャラメルを食べて踊るオコジョ。そして足下に花を咲かせるオコジョ。


　やっぱりこのオコジョはこの世のものじゃないと、陽樹は改めて納得した。


　だけどそう理解しても、恐怖はまったく感じなかった。


　だって、目の前にいる白い小動物は、全然おどろおどろしくもなく、「甘い、よきかな」と言いながら、頬に短い両手を当てて、くねくねと踊っているのだ。


「美味しかった？　まだあるよ」


　リュックのポケットを探る陽樹の側まで近づき、オコジョが一緒にその中を覗のぞいた。


「チョコとか持ってくればよかったな。今日は足慣らしのつもりだったから。キャラメルしかないや」


「チョコ。ほう。それもこのように甘い味がするというのか。それは是非食してみたい」


「分かった。この次来る時に、もっといろいろ持ってくるよ」


「この次……？」


「ああ、兄ちゃんと約束してるから。キャラメルとチョコと、他にも持ってきてあげる。甘いのがいいんだろ？」


　空腹は感じないと言っていたから、あとは嗜好の問題なのだろう。陽樹はオコジョが好きそうなお菓子を持ってくると約束した。


「来るのは早くても来週になるけど」


「来週か……」


　途方に暮れたような声を出すオコジョに同情心を誘われ、陽樹はキャラメルを箱ごとオコジョに渡した。


「全部あげる。来週まで大事に食べたらいいよ」


「のう、おぬし……」


「あ、僕、陽樹っていうんだ。芹川陽樹」


「そうか。陽樹よ。一つ頼みがあるのだ」


「うん。僕にできることなら、いいよ。できないことは無理だけど」


　喋るオコジョに仰天したのも束の間、陽樹は異常なこの状況にすっかり慣れてしまい、軽軽しくそんな返事をする。


「試しに私を連れて、この山を下りてみてはくれぬか」


　キャラメルの箱を大事そうに抱えたオコジョが、決意したように言った。


「ぬしには私の姿が見える。こうして会話もできる。私が出会った中で、唯一それが果たされた人間じゃ。私はぬしに我が身を託そうと思うのだ」


　キャラメルを抱え、つぶらな瞳を陽樹に向けたオコジョが、切実な声で言った。


「どうか私をここから連れ出してくれ」








　来た時と同じ道を、軽快な足取りで下りていく。


　山道は登りよりも下りのほうに用心が必要で、リズムよく足を運ばないと膝に負担が掛かり、怪け我がに繋つながるのだ。


「おお、随分と速い足取りじゃ。それほど急がずともよいのだぞ」


「うん。急いでるわけじゃなくて、これくらいの下りだと、この速度がいいんだ」


　山道を駆け下りる陽樹の肩には、オコジョが乗っていた。


「おお、……おお……！」


　どんどんと下っていく陽樹の肩の上で、オコジョが興奮した声を上げた。


「陽樹よ。抜けられたぞ！　おお！　沢から抜けられた」


　オコジョの歓喜の声に、「え？」と、驚いてしまう。


　ここから出られないと、あれほど沈痛な面持ちで訴えていたのに、あまりにも呆あっ気けなく抜け出せたことに、納得のいかない陽樹だ。


「今まで出られなかったって、本当なの？」


「嘘うそではない。そのような嘘を吐いて私になんの利益がある。私の姿が見える陽樹と共にいるから、脱出が叶ったのだろうな」


「そうなのかな」


「新しい景色だ。嬉うれしいぞ、陽樹。礼を言う」


　肩の上のオコジョは心底嬉しそうで、それならまあよかったと、陽樹も納得した。


「……ようやく出られた。これで私は自由に行動できる。目的の場所にも行けるのだな」


「ああ、なんか重大な役割があるんだっけ。うん。行けるよ、きっと。よかったじゃないか」


「問題は、それが何か、私は何処へ行くべきなのか、見当もつかないということだ」


「そのうち思い出すんじゃない？　今日もあの場所から抜け出せたことだし」


　そうだといいが、と考え深げな声を出すオコジョに、大丈夫だよ、と陽樹は明るく答える。


「陽樹、このまま里に行くのだろ？」


「うん。もう麓近くまで下りているよ」


「陽樹の住まいは近いのか？　そこへ行くのだろう？」


「僕の家か……」


　そういえば、同情心から連れ出したはいいが、その後のことをまったく考えていなかった。


　オコジョなんか連れて帰ったら、「またそんなものを拾ってきて」と家族に叱られるのは容易に想像できる。子どもの頃から犬や猫、果ては怪我をした子ガラスを拾ってきては、叱られていた陽樹だ。


　拾ってきた場所に戻してこいと言われても、可哀想だからと言って聞かず、ちゃんと面倒を見るからと頼み込んだ。そうやって陽樹が飼った動物は数知れない。


　宣言通り陽樹は愛情込めてそれらの世話をし、犬は天寿を全うしたし、猫は世代交代し、今は祖父の家で飼われている。カラスは怪我が治ってから外に放したが、小学生の頃まではしょっちゅう遊びにきていたものだ。


「でも、オコジョって天然記念物じゃなかったっけ？　飼えるのかな」


「陽樹、私はオコジョではない。飼うなどと失礼な物言いをするでない」


「だって見た目がオコジョじゃないか。そんなのを連れて帰ったりしたら、すぐさま山へ返せって言われるよ。怪我もしていないのに」


「案ずるな。私はおぬし以外の者には見えないのだから」


　自信を持ってそう言われるが、陽樹には見えるのだから、それも信じがたいのだ。


「私はぬしにこの身を託すと言った。ぬしはそれを負う責務があるのだぞ？」


「そんな……」


「だから私をぬしの住まいに連れて行き、チョコというものを与えるがよい。どのような味なのだろうな。楽しみだ」


　肩の上に乗っかったまま、オコジョが意気揚々とそう言った。


「おお、そうだ。山から出られなかった時のために大事にとっておいたこのキャラメルは、もう食べてしまってもかまわないな。陽樹の住まいに行けば、チョコがあるのだから」


　もしかして、山から出られたのは陽樹のお蔭かげというわけではなく、オコジョの食い意地のせいなのではないかと、陽樹は考えた。








　下っていくうちに山道はなだらかになり、やがて陽樹の住む住宅地の側までやってきた。オコジョは陽樹の肩の上に乗ったまま、大きく伸びをして、辺りを珍しそうに見回している。


「……周りの人、全然お前に気が付かないな」


　平日の昼過ぎの往来は、田舎町であってもそこそこ人がいた。だけどすれ違う誰も、陽樹の肩に乗っているオコジョに視線を向けないのだ。


「やっぱり僕にしか見えないのかな」


「ああ、そのようだ。だからそう言っておるだろう？」


　リュックを背負っているので、オコジョの重みもよく分からない。なんとなく何かが肩に留まっているような気もするし、リュック以外の感触しかないような気もする。だけど陽樹の肩には真っ白なオコジョがいて、妙に威厳のある物言いで話し掛けてくるのだ。


　他の人に見えないのなら家族も同じかと考え、それならオコジョを家に連れて帰っても騒ぎになることもないだろうと、陽樹も考え直した。まあ、たとえ見えたとしても、きっと連れて帰っていただろうと思う。乗り掛かった船には最後まで付き合うのが陽樹の信条だ。


「よう、陽樹。また山に登ってきたのか」


　家の近くにある商店街までやってきたところで、同級生に会った。手を上げながら近づいてくる。小さな町は学校の数も多くなく、彼とは幼稚園からの幼なじみだ。


「うん。天気が良かったからね。春休みもそろそろ終わるし」


「相変わらず山が好きだな」


　笑っている同級生は陽樹の顔から視線を移すことはなく、彼にもオコジョの姿は見えないらしい。


「これからカラオケ行くんだけど、陽樹も来ない？　五人なんだけどさ、近こん藤どうから誘われて」


　近藤は隣のクラスの女子で、彼女も陽樹とは幼稚園からの知り合いだ。


「男子二人、女子三人だから、丁ちょう度どいいし」


「ああ、うーん。止やめておく。家に帰らなくちゃいけないから」


　気安い仲なので、誘うのも断るのも気軽なものだ。


「そう？　お前が顔出したら喜ぶと思うんだけどな。特に近藤なんか隣のクラスだし、な」


　意味深な笑顔で顔を覗き込まれるが、意味がよく分からない。


「ほら、お前って遊ぶのは男ばっかりの時だろう？　女が交ざってる時はたいがい来ないし」


「そんなことないよ。女子がいたって行く時は行くよ？　前だって肝試しとか参加したじゃないか。あの時女子だっていただろ？　近藤さんも確かいたし」


「いつの話だよ。小学校の時じゃねえか。お前と遊びたいって女子、いっぱいいるんだぞ？」


「だから遊ぶ時は遊ぶって。あ、来週兄ちゃんとまた山に行くけど、一緒に行く？　……あー、でも近藤さんはきついか。山は個人の登るペースがあるから」


　陽樹の返事に同級生は「そういう遊びじゃねえし」と小さく溜息を吐く。


「お前、自分がモテてるって自覚ある？」


「えー……？」


　思い掛けない言葉に陽樹が首を傾げると、同級生が外国人のような仕草で肩を竦すくめ、首を左右に振っている。


「僕、モテたことなんかないよ？」


　彼女がいたこともなければ、告白されたこともない。小さい頃は女に間違われるような容貌をしていてよく女子に囲まれたが、それはモテていたというのとは違う。


「まったく、箱入りはこれだから」


「なんだよそれ、箱入りって」


「お前の兄ちゃん、おっかねえしな」


　陽樹の兄の過保護振りは、幼なじみもよく知っているところだ。心配性でうるさいのは確かだが、怖いなんてことはない。だけど同級生はニヤニヤしながら「怖い怖い」と言って肩を竦める。


「ま、いつか網の目くぐって、遊びに行こうぜ」


「うん。また誘って」


　会った時と同じように手を上げ、同級生が去っていった。


「ぬしの友人か」


　同級生と話していた間、黙っていたオコジョが話し掛けてきた。


「うん、そう。学校のクラスメイト。近所の幼なじみなんだ」


「学校とは、人間が学業を積むために集まる場所だな」


「そうだよ。お前は……ああ、会話しにくいな。なんか名前付けようか」


「名、か」


「うん。お前とか、オコジョとか、言いにくいし」


「そうか。それもそうだな。よいぞ。名付けるがいい」


「じゃあ、白いからシロで」


「随分簡単に名付けるのだな。まあよいか、それで」


　陽樹の明朗な名付けを、オコジョもおおらかに了承する。


「それで、シロは学校って行ったことある？」


「うむ。覚えがない。それよりも陽樹、早くぬしの住まいに戻ろう」


　後ろ足でタン、と陽樹の肩を叩いてくる。よほどチョコが楽しみらしい。


　痛くはないが、衝撃がきたので、ああ、ちゃんと存在があるんだと、妙に納得し、シロに促されるまま家に帰ろうとして、ふと気付くことがあり、陽樹は足を止めた。


「どうしたのだ？　陽樹」


「ああ、うん。ちょっと思いついてさ。うちの近所にお寺さんがあるんだけど」


　さっき同級生と肝試しの話をして、場所を貸してくれたのが、その寺だったことを思い出したのだ。


「けっこう大きい寺でさ、いろんな教室もやってて。書道とか、あと、しつけ教室みたいな……？　僕はただ遊びに行ってただけだから、よく分かんないんだけど」


　惇じゅん妙みょう寺じというそこは歴史のある寺らしく、修行僧や、この辺の地域ではない子どもなど、たくさんの人が出入りしていた。小学生だった陽樹よりももっと小さい子どもが、本堂の縁側で並んで正座している姿や、経を読み、滝行をしている姿などをよく見かけたものだ。


「あの寺に行って、和尚にシロのことを相談してみたらどうだろう」


「寺……か」


「幽霊とか妖怪とか、そういうのに詳しいんじゃないかな。だって寺だし」


　少なくとも陽樹よりはずっと頼りになるはずで、上手くすればシロの記憶を取り戻す方法を知っているかもしれない。


「すぐ近くだし、駄目もとでもいいじゃないか。な、行ってみよ？」


「しかし……そうなると」


　考え込んでいる顔を覗き込むと、難しい顔をしたシロが、「チョコを食するのが遅くなるではないか」と、真剣な声で言うのだった。








　惇妙寺は、商店街とは反対側に位置する寺町の奥にある。綺き麗れいに掃き清められた参道を真っ直すぐに進み、陽樹は躊ちゅう躇ちょなく本堂へと入っていった。


　寺町には大小さまざまな寺があるが、惇妙寺の敷地が一番広い。住職は修行の厳しさで有名らしく、階級とか宗派とか、よくは分からないが、なんでも権威ある人のようだ。子どもの頃から慣れ親しんでいる陽樹にとっては、ちょっと怖いけど、気のいい和尚さんだ。


「……清すが々すがしい空気だ。ここはよい場所じゃ」


　陽樹の肩にいるシロが気持ちよさそうに目を閉じ、深呼吸をしている。


「霊験あらたかとか、そんな感じ？」


　シロは見えるが、その他の霊力など微塵も持たない陽樹には、春の午後の陽ひ射ざしの暖かさぐらいしか感じられない。


「シロのことを知ってたらいいな。ついでに記憶が戻ったりして」


「そう簡単に事は済まないだろう。陽樹は春しゅん風ぷう駘たい蕩とうだのう」


「しゅんぷうたいとう？」


「のどかで鷹おう揚よう。つまりは楽観的ということじゃ」


　オコジョに四文字熟語を教えてもらった。


「ふうん。うん。よく言われる。でも悲観的よりはいいだろ？」


「ああ。よいことだ。それより、アイスというものを買う約束を忘れるでないぞ」


「分かってるよ。食いしん坊だなあ、シロは」


　陽樹に寺に行こうと提案され、チョコを食べたいがために渋ったシロだが、帰りにアイスも買ってやると言ったら、二つ返事で承諾した。


　本堂の奥に向かって「和尚！」と叫ぶと、ほどなくして痩せた老人がやってきた。平日の今日は法事などのお勤めはないらしく、作さ務む衣えを着ている。真っ白でボサボサの眉毛は昔からだが、肌は艶つやよく張りがあり、陽樹が小さい時から年を取っているように見えないのが不思議だ。


「おお、芹川さんのところの次男坊か。久し振りじゃないか」


　目尻に皺しわが寄り、人のよさそうな笑みを浮かべた住職は、陽樹の肩に視線を移した途端、その表情を変えた。


「陽樹、お前、肩に何を乗せている」


「あ、やっぱり見えるんだ。よかった」


　誰の目にも留まらず、陽樹にしか見えなかったシロの姿がこの住職には見えるらしく、陽樹は味方を得たような安あん堵どを覚えた。


「貴様、なんの目的があってこの青年に憑いている」


　陽樹の前まで急ぎ足でやってきた住職が、シロを睨にらむ。今にもシロを陽樹の肩から払い落としそうな厳しい声と勢いに、陽樹は慌てて説明を始めた。


「この子、今日山で出会ったんです。凄く困ってたから、僕がここに連れてきたんですよ。和尚なら何か分かるかと思って」


「連れてきた……？」


　住職のフサフサの眉が動き、陽樹を見る。


「そう。沢で動けなくなっていて。それで、連れ出してくれって頼まれて……」


　シロと出会った経緯から、この寺を思い出し連れてくるまでのことを順序よく話す。陽樹が説明をしている間、住職は陽樹の顔とシロとを交互に見つめていた。


「和尚ならシロがなんなのか分かるかと思って来たんですよ。この子、記憶がないっていうし。シロが何者かっていうのだけでも分かればって思って」


　陽樹の声に、住職は「うーん」と考え込んだ。難しい顔は崩さないままだが、さっきの殺気だったような空気は消えている。


「だって可哀想でしょう？　ずっとあの山で動けないでいたんですよ。誰にも見えなくて、呼んでも聞こえなかったって」


「それを陽樹、お前には視え、聞こえたというのか」


「はい。僕にもどうしてなのか分かんないですけど」


「それはまた……お前がなあ。どうしたわけか」


　住職がまた唸うなるような声を出す。


「死んだオコジョの霊だったりしますか？」


「その場から動けないとなれば、地縛霊ということになるが、しかしそれとは違うな。霊魂ではない」


　断言する住職の顔を見て、陽樹は住職がシロの正体を知っているのだと確信した。


「じゃあ、和尚はシロがなんなのか分かるんですね。よかった」


　ホッとする陽樹の前で、住職は「いや、しかし、うーむ」と煮え切らない。


　住職の答えを待っている陽樹の肩の上では、シロが辺りを見回している。


「それにしても、清々しい空気じゃ。その者の起こす風じゃの」


「え？　どういうこと？　確かにここは涼しいけど、和尚が風を起こしてるってこと？」


　意味が分からず陽樹が聞くと、シロは「いいや」と言い、「そこの者じゃ」と、何もない空間に指をさす。


「とても良い気を持っておる。そなたの式神は」


　シロの言葉に、住職が弾かれたように顔を上げた。


「シロと申したか。お前はわしのこれが式神と分かるのか」


「ああ、分かるぞ。式神は、人と神とを繋ぐために遣わした者じゃ」


　住職の目が大きく見開かれた。


「お前は式神か？」


　和尚が問う。


「分からぬ」


　シロが答えた。


「式神だとすれば、使役がいるはずだが、その者は何処にいる？」


「それも分からぬ」


「お前はわしの式神の風の気を読んだ。式神の気を理解するのか」


「ああ、それは理解する。私に近しいものを感ずる」


「お前も気を使うのか？　それはどのような？」


「それも、ようは……分からぬ」


「和尚、『気』っていうのはよく分かんないですけど、シロは何もないところに花を咲かせられますよ。ね、シロ」


　住職とシロとの問答に陽樹が口を挟むと、和尚は「なんと……」と驚いた声を上げ、まじまじとシロを見つめた。


「式神……。和尚、シロは式神っていうものなんですか？」


　陽樹の問いに、住職は難しい顔をしたままシロを見つめ続けている。


「……そう考えるのが妥当だが」


　半分肯定しながら、住職は尚も認められないというように首を横に振っている。


「そうですって。シロも今、近しい感じがするって言ったもん、な」


「うむ、そうであると断言できる材料はないが、とても近しいと感ずる」


　シロの答えに「やっぱり」と、陽樹も頷いた。


「シロは式神なんだ。記憶がないんだから、自分が式神だってことを忘れているんだよ、きっと」


　とにかく手掛かりが掴つかめたと喜ぶ陽樹に、住職は未だ困惑顔だ。


「しかし式神は、必ずそれを使う使役と対になっておる。だから、それが山に一体でいて、しかも、お前に憑くなどということは、あり得ないことなのだ。さて、どういうわけだ？」


　解せないという顔で和尚にそう問われるが、陽樹にだって分からない。


「……でも、実際連れてきちゃってるし。ああ、じゃあ、何処かではぐれちゃったとか？　野良みたいな」


　陽樹の思いつきに、和尚は苦笑を浮かべ、「あり得ん」と否定する。


「とにかく陽樹、それを憑けているのは、お前にとって良いことではない」


　住職の表情が再び引き締まる。それはシロを一目見た時のあの殺気立ったものとは違い、陽樹を諭すような厳かなものだ。


「お前は一般の人間で、霊力もなければ、わしらのように僧としての修行を何も積んでおらん。そんなど素人が式神に取り憑かれれば、大変危険なことになる」


「え？　僕、シロに取り憑かれてるんですか？」


　思ってもみなかった事態に、肩に乗っているシロに目をやる。シロはつぶらな瞳を陽樹に向け、「そのようなつもりはないのだが……」と歯切れの悪い返事をする。


「陽樹よ、沢から抜け出せたのはよかったのだが、今度はおぬしの側から離れられないようなのだ……」


「えっ」


　驚いている陽樹に、住職が気の毒そうに「お前は今、その式神に取り憑かれている」と断言した。


「元来式神は使役を選び、使役に憑く。普通の人間に扱えるようなものではないからだ。それがどういうわけかお前に憑いた。その状態が長く続けば生気を奪われ、命に係かかわるぞ」


「僕、死んじゃうってこと？」


「今すぐどうというわけではないが、とにかく良いことはない。なに、心配するな、わしが直ちに祓はらってやるから」


「祓う……。成仏させるってこと？」


「ああ、まあ、そうだ」


　陽樹の問いに、住職は曖あい昧まいに頷き、「時間をくれ」と言った。


「儀式のための準備がいるからな。少し掛かるが、ここで待っていろ」


　厳粛な顔から一転、陽樹の知っている柔和な笑顔に戻った住職がそう言い、本堂の奥へと消えていった。


「シロ……お祓いだって。ちょっと大変なことになっちゃった」


　住職の背中を見送りながら、急激な事の運びに陽樹は動揺した。式神に取り憑かれているなんて言われて戸惑ったが、だからといって今すぐ消し去るというのも、乱暴な話だ。


　待っていろと言われた本堂の縁側に腰掛けた陽樹の横に、シロがちょん、と跳び移った。


「シロが僕のために無理やり祓われるのは、……嫌だな」


「だが陽樹よ、私がぬしの側にいるのは、ぬしにとって良いことではないのだろ？」


「うん。でもさ……」


　陽樹だって生気を吸われたり、弱って具合が悪くなったりするのは嫌だ。だけどこうして半日近く一緒にいて、身体にそんな変化はない。それに、陽樹を頼り、陽樹の協力でやっと山から出られたのに、陽樹が危ないから消えてくれというのは、あまりにも理不尽だ。


「僕、もう少し時間をくれって和尚に頼んでみる」


　そうしよう？　とシロのほうを見ると、シロも陽樹を見上げてきた。


「和尚もすぐにどうこうじゃないって言ってたし。ちょっとぐらい平気だよ」


　陽樹が言うと、シロは「しかし」と言って俯うつむいた。


「大丈夫だって。身体だって全然なんともないもの。もっといい方法が見つかるよ、きっと。なんなら今のうちに逃げちゃおうか」


　陽樹の提案に、シロは「それはいけない」と言って、首を横に振るのだ。


「恩あるぬしに、災いを招くようなことを、私はしたくない。ぬしより離れる方法がそれしかないというのであれば、私は和尚の手によって、祓われようと思うのだ」


「シロ、ちょっと待って。そんな簡単に……」


「ぬしに出会い、この寺に導かれたのは、定めと思う。だから私は、あの和尚に祓われ、成仏しよう」


　再び陽樹を見上げたシロが、「感謝する」と静かな声で言った。


「ぬしに出会わなければ、私は今もあの沢で一人、動くこともできずに佇んだままだった。それがこうして人里に下り、美味なる菓子まで堪能することができた。本望というものだ」


「……なんだよ、シロ。そんなこと言うなよ」


　陽樹が慌てて説得しているところに、住職が戻ってきた。先ほどの作務衣から別の衣装に着替えている。法事などで法衣を着ている姿は見たことがあったが、今日の出いで立ちはいつもとは違い、山で修行をする修験者のようだ。上下とも真っ白な装束で、手には大きな数珠を持っていて、顔つきもなんだかいつもと違う。


「待たせたな、陽樹。ではこちらへ」


　決心がつかないまま、本堂裏の広場へと連れて行かれた。何もない砂利の広場の四隅に、柱が立っている。四本の柱には縄が張られ、四角く囲ってある中へと誘導された。


「この縄は結界の役割を果たしている。さあ、じっとしておれ」


　縄の張られた真ん中に立たされ、和尚が「これより剥はがしの儀式を行う」と朗々とした声で言い放ち、数珠を手にした。


「あの、和尚」


「ん？　なんだ」


「お祓いは止めます。今日はしないってことで、取りあえず時間をください」


　陽樹の言葉に、住職が難しい表情を作る。


「使役のない式神は、この世にあってはならない。その者は速やかに消えるべきだ」


「そんな酷ひどいことを言わないでください、和尚。じゃあ、僕がシロの使役になります」


「陽樹、それは無理だ」


「だって、可哀想じゃないですか。せっかくあそこから離れられて、自由になったのに、なんにも分かんないまま消されるなんて。それに、シロはやることがあるんです。それをやり遂げるまで、成仏なんかできないはずだし、させたくない」


「お前にその式神は扱えないのだよ」


「分からないじゃないですか。僕がシロを見つけて、連れてきた。シロも僕を選んでついてきたんです。だから……」


「分かれ、陽樹」


「絶対嫌です！」


「陽樹、まったくお前は……。普段は聞き分けがいいのに、妙なところで強情だ」


　住職が苦笑し、「だが、こればかりは融通することはできん」と、険しい声を出した。


「お前がどう抵抗しようが、わしはその者をお前から剥がさなければならない。知り合いの子どもを見殺しにするわけにはいかないんだよ」


「だから……っ、シロはそんなんじゃないですって！」


　陽樹も強情なら、住職も強硬だ。無言の睨み合いが続き、埒らちが明かないと思った陽樹は、説得を諦め、シロを連れて帰ろうとした。


「和尚、わざわざ時間を割いてもらってごめんなさい。それから、僕のことを心配してくれてありがとうございます。取りあえず今日はこれで、帰ります」


　行こう、とシロを促し、縄の張られたエリアから出ようとした時、住職が突然念仏を唱え始めた。ピンポン玉ほどの大きな数珠をジャラジャラと鳴らし、大声を張り上げる。


「和尚、いいですってば。シロ、ほら、僕の肩に乗って」


　急いでここから出て行こうとシロに声を掛けるが、シロは地面に降りたまま動かず、苦しそうに身悶えしていた。


「シロ……？」


　陽樹の訴えを聞くことなく、住職は勝手に「剥がし」という儀式を始めてしまったらしかった。シロは呪縛されたようにそこから動けず、身体をくねらせながら荒い呼吸をしている。辺りの空気は重く、陽樹の周りでも風が渦を巻いているような感覚がする。住職は手を合わせ、指の形を忙しく変えながら、呪じゅ詛その言葉を繰り返していた。


「やめて、和尚。シロが苦しそうだ」


　このままではシロが消されてしまうと、苦しんでいるシロに被かぶさるようにして庇かばった。


「シロ、大丈夫か？　和尚、止めてください」


　シロを持ち上げようとするが、ビクとも動かない。


「重っ……、シロ、動けないか？　なんとか頑張れ」


　住職は成仏させると言ったが、これは完全に違うと思う。悪霊でもなんでもないのに、こんな乱暴なやり方で消されるなんて、絶対に嫌だ。


「和尚！　止めてっ！　お願い。……止めろって！　シロ、シロ！」


　住職の声に負けないほどの大声を張り上げ、懸命にシロを守ろうと頑張る。


「陽樹、あの者はかなりの力のある呪術者のようだ。このまま私は、消されてしまうやもしれん」


「シロ……、駄目だ。頑張れって！」


「これが定めというものなのだ」


　呪縛され、動けない身体のまま、シロが諦めたような声を出す。


「そんな……。シロ、もうちょっと頑張ろうよ。こんなの駄目だって。納得できない」


「もうよい。私は定めに従い、この世から消滅しよう。最後にそなたのような者に出会え、私は幸運だった。キャラメルは美味だったぞ。感謝する陽樹、……さらばだ」


　重かった空気が風になり、陽樹にも分かるぐらいに吹き荒れ始めた。


「駄目だってば！　だって重大な役割があるんだろ。それをしないまま行っちゃうの？」


　シロの上に覆い被さり、必死の声で説得した。舞い上がった風が砂さ塵じんを起こして陽樹を打ち、目も開けていられない。


「シロ、消えるな。こんなの嫌だから」


「陽樹。私のためにそれほどまでして……」


　砂が目に入って痛かった。涙が流れるのもかまわず、剥がされまいとシロを抱きしめ、消えるな、頑張れと叫び続ける。


「頑張れ、シロ！　家帰ってチョコ食べるんだろ！」


「チョコ……」


「貰もらい物の高級チョコだって言ってた。甘いよ、凄く」


　住職の声が高まり、ますます風が強くなった。


「それに、アイスは？　食べないで消えるの？」


「……アイス」


「メッチャ甘いぞ。口に入れたら溶けるんだ」


「本当か？」


　横殴りの風が渦を巻き始める。旋回しながら渦がだんだん大きくなり、縄の張られたエリア全体を覆っていく。風の向こうにいる住職は、大きな動作で腕を振り、怒号のような声を上げていた。


「アイスか。それは是非とも食してみたいものだ」


「食べよう、一緒に。すんごい美う味まいんだって！　頬っぺた落ちるから」


「そんなにか？」


　風が縄を揺らし、ギシギシと音が鳴った。結界の中の嵐は外へ向けて膨張し続ける。


「うん。バニラでも抹茶でも、なんでも買ってあげる」


　不思議なのは、竜巻のような風は陽樹たちの周りを激しく回っているが、二人のいる中心は静かなのだ。さっきまで目も開けていられなかった風の向きが変わっている。


「なに？　アイスとは一種類の味ではないのか？」


「ああ。何種類もある。チョコ味もキャラメル味も、他にもある。種類は無限大だ」


「なんと……っ！」


　パン、という破裂音がして、突然嵐が止んだ。


　シロは消えないまま、陽樹の腕の中にいた。ブルブルと震えながら、「それほどたくさんの種類が。おお……」と、呻うめいている。


「……なんということだ」


　声が聞こえ、振り向くと、驚きょう愕がくの表情をした住職が立ちすくんでいた。


「わしの術が効かないだと？　こんなことは初めてだ。そのシロという者はいったい……」


　住職が唖あ然ぜんとした声を出す。シロを消滅させるために相当な力を使ったのだろう。肩で息をしながら、「信じられない」と何度も呟き、千切れて落ちた縄の残骸を見つめている。


「陽樹、お前はいったいあの山から、……何を連れてきたのだ」


　辺りは嘘のように静かになっていた。ふと足下を見ると、そこにはさっきまでなかった草が生えている。


　何もない砂利の広場の中、陽樹とシロの周りには、色とりどりの花が咲いていた。








　気が付くと、陽樹は見たことのない景色の中にいた。


　寺の本堂のような広い板間に、柱が何本も立っている。照明器具はなく、奥まで陽が射しているわけでもないのにとても明るい。壁や天井には、絵や彫刻の飾りが施され、物凄く豪華だ。


　寺というより、和風の宮殿のようだと陽樹は思った。


「あれ？　僕、どうしてこんなところにいるんだろう」


　歩いてきた記憶はないし、第一ここが何処だか分からない。こうなる前に自分はどうしていたっけと考え、ああ、これは夢だと、何故か自然に理解した。


　シロを連れて寺から自分の家に帰り、チョコとアイスを二人で食べた。家族にはシロの姿はやはり見えず、陽樹はシロを肩に乗せたまま家の中を案内して回った。


　親の目を盗んで夕食のおかずを分け与え、風呂も一緒に入り洗ってやったりもした。風呂上がりにシロがまたアイスを所望し、一つのカップアイスを分け合って食べた。それから今後のことを相談している途中で、陽樹は眠ってしまったらしい。


　夢だと自覚しながら夢を見ていることが不思議だが、そんなこともあるんだろうと簡単に思った。不思議な現象はシロとの出会いで経験済みだし、だいたいが、物事をあまり深刻に考えない性格なのだ。


「それにしても凄い。……綺麗だな。夢のようだ。っていうか、夢なんだろうけど」


　知らない場所にいるのに恐怖心も湧かないのだから、やっぱり夢なんだな、なんて思いながら、陽樹は遠慮なく広い屋敷を見て回った。低い段を降りると、そこも板続きの廊下になっていて、欄干の向こうに広大な庭が広がっていた。


「……わあ」


　宮殿の中も豪華だが、外の景色も息を呑のむほどの美しさだ。大きな池があり、池の中ほどには朱色の橋が架かっている。


　池の手前には苔むした岩が置かれ、それは綺麗な半円の形をしていた。向こう岸には、薄桃色の花が池の縁を囲むようにして咲いている。


「チューリップかな。よく見えないや」


　目を凝らすが、霧が掛かっていて、よく分からない。そうそうと水の流れる音が聞こえてきた。花と緑の、甘い匂いが漂ってくる。


「……桃源郷って、こういう景色のことをいうんだろうな。凄い」


　廊下から庭に下り、陽樹は池の側まで行った。裸足はだしだったが足裏に地面の感触がなかった。パジャマを着て寝ていたはずなのに、陽樹は服を着ていた。気に入ってしょっちゅう着ているジーンズにパーカだ。


　鯉こいでも泳いでいないかと水面を覗くが、何も見つからなかった。それから池に架かる橋を渡ってみようかと、そっちへ向かう。対岸にある花をもっと近くで見ようと思ったのだ。


　薄い霧の中、橋の朱色だけが浮かぶように鮮やかだった。側まで歩いていってふと、橋のたもとに人影があるのを見つけた。


　着物を着た男の人が、じっと池の中を見つめている。


　男性の衣装は、教科書で見たことのある平安時代の貴族のようだ。真っ白な袍ほうの下に、紫の袴はかまが見える。烏え帽ぼ子しはなく、真っ黒な長い髪を一つに結っている。


　年は陽樹より十歳以上は上に見えるが、着物のせいでそう見えるのかもしれない。透き通った肌がみずみずしい。


　一心に池を見つめる横顔の麗しさに、陽樹は思わず見み惚とれた。


　陽樹の気配にその人が顔を上げ、こちらを向く。切れ長の目が不思議そうに眇すがめられ、僅かに首を傾げる仕草がとても優雅だ。


　吊り上がり気味の目にきつさはなく、光が柔らかい。鼻び梁りょうが高く、眉も整っていて、すっきりとした印象の中に上品な華やかさがあった。厚めの唇がほんのりと緩んでいる。男の人にこんな感想を持ったことはないが、凄くセクシーな唇だと思った。


　今までこんなに綺麗な顔をした男性を見たことがない。


　真っ直ぐに見つめられ、言葉が出てこない。吸い込まれるような瞳って本当にあるんだな、なんて、そんなことをぼんやりと考えながら、陽樹は目の前の男の人をただ眺めていた。


「……名はなんという？」


　ふくよかな唇が動き、耳をくすぐるような低音に、ぞわりと背中が震えた。


「そなたの名は、なんだ？」


　もう一度聞かれ、「……陽樹」と、辛うじて答えた。はるき、とその人が陽樹の名を呼ぶ。それだけで心臓が壊れるんじゃないかと不安になるほど、胸の中で暴れ始める。


　名前だけを告げ、そのまま何も言えないでいる陽樹を見つめていた目がフッと和み、視線が外れた。呪縛が解けたような解放感と同時に、寂しさを覚える。自分に向けられていたものが逸それただけなのに、とても寂しい。


「あの、……あなたは？」


「私は煌こう玲れいという」


「煌……玲」


　煌玲はさっきと同じように池を見つめている。真剣な横顔が悲しそうに見え、なんだか放っておけない気分になる。


「……どうしたんですか？」


　煌玲が見つめている池を、陽樹も覗いた。透明な水の上に煌玲が映っていて、その顔にじっと見入る。


「失なくしものを探しておる」


「ここに落としちゃったんですか？」


「とても大事なものを失くしてしまった」


「そうなんですか。……僕、池に入って探しましょうか」


　陽樹のお節介な提案に、煌玲が再び陽樹の顔を見る。心臓がまたドキンと跳ねるが、さっきみたいに死にそうにはならなかった。どうしてと問うような表情が、やっぱり見惚れるほど綺麗だ。


「きっと見つけてみせますよ。何を落としたんです？」


　上等そうな着物を汚してしまうのは勿もっ体たいないと、陽樹は気軽に請け負った。池に入る気満満で、ジーンズの裾をたくし上げている陽樹を煌玲が引き留める。


「よい。そのようなことをしなくても」


「でも、大事なものなんでしょう？」


「そう。だが、違うのだ。落としたのではない」


　煌玲はそう言って、再び池に目を落とす。


「失くしものがなんだったのか、忘れてしもうた。とても大事なものだったのだが……」


　途方に暮れたような声で、煌玲が言った。


「それを思い出そうと思うてな、こうして池を眺めておったのじゃ」


「そうなんですか……」


　既視感のある会話に、陽樹は思いつくものがあった。


「あの、それって、……生き物じゃないですか？　煌玲が飼っていた動物とか」


　煌玲が再び目を上げ、陽樹を見た。


「白い、これくらいの……オコジョ。違う？」


　住職は式神と使役とは対の関係だと言っていた。シロは煌玲の式神で、はぐれたか、逃げたかしてしまったのではないか。それなら陽樹がこんな夢を見ていることにも合点がいく。煌玲はシロの行方を探していて、陽樹の夢の中に出てきたのかもしれない。


「真っ白でよくしゃべる子なんだけど。甘いものが大好きで」


　手で形を示し説明する陽樹に、煌玲は小さく首を傾げたまま「いいや。違う」と言った。


「失くしものはそれではない。違うということだけは分かる」


「そうですか。じゃあ、なんでしょうね」


「なんだろうのう……」


　煌玲が溜息を吐く。陽樹も一緒に池を覗き込みながら、二人で悩んだ。煌玲の背は陽樹よりも大分高い。隣に並んだ陽樹の頭は、煌玲の肩ぐらいにしか届かなかった。


「色とか形とか、何に使ってたかとか、ちょっとでも思い出せませんか？」


　池に映った煌玲の眉が僅かに寄り、「……何も」と残念そうに言った。


「そう。……でも、きっと見つかりますよ」


　池に映る煌玲に向かって陽樹が言うと、煌玲が水みな面も越しに笑顔を返してくれた。口端が僅かに上がり、零こぼれ見えた歯がキラキラと水面に反射する。柔和な表情はやはり美しく、ずっと見ていたい。


「陽樹は、何処からやってきたのだ？」


　煌玲の隣に並び、飽きずに池を見つめている陽樹に、煌玲が聞いた。


「何処から……。よく分からないですけど、自分の部屋のベッドから、……かな？　寝ていたはずだから」


「そうか、それならここは、ぬしの夢殿か。私は陽樹に招かれて、ここにやってきたようだ」


「僕があなたをここに招待したってこと？」


「ああ」


「招くって、どうやって……？」


　陽樹の問いに煌玲は何も言わず、僅かに首を傾げた。煌玲にも分からないらしい。


　招けば来てくれるのなら、また会いたい。どうやったらそれができるのだろう。強く望んだら叶うのだろうか。


　真剣に考えている陽樹を、煌玲が池越しに見つめている。目が合うと笑顔を返してくれ、陽樹も笑った。


　池のほとりに二人して佇む。初めて会った人なのに、そんな気がしなかった。懐かしいような、心地好いような、とにかくずっとこうしていたい。


　花の甘い匂いが漂っている。夢心地のまま、そういえば池の向こうにあるあの花を見に行こうとして、この橋に近づいたんだっけと思い出し、陽樹は顔を上げた。


　対岸を見ている陽樹に、煌玲が「行ってみるか？」と、手を差し出してきた。


　何も考えずにその手を握り、二人で朱色の橋を渡っていく。


　煌玲の手はひんやりと冷たかった。きっと陽樹の体温が上がり過ぎているからそう感じるのだと分かり、少し恥ずかしかった。


　煌玲に連れられて、花の咲く向こう岸へと歩いていく。酷く幸せな気分で、頭がぼうっとしてくる。


「ほら、もうすぐだ。あの花は……」


　橋が終わる手前で煌玲が言い、向こう岸に向かって指をさす。煌玲の言葉の続きを待ちながら、橋を渡りきる直前……。


　……目が覚めてしまった。


「ああ、勿体ない」


　自分の部屋の天井が目に入り、陽樹はがっかりした声を上げた。


「なんでここで目が覚めちゃうかなあ。もう！　酷いよ」


　誰に対する文句でもないが、誰でもいいから八つ当たりしたい気分だ。


「どうしたのだ、陽樹。寝起きでえらい剣幕だな」


　天井に向かって悪態を吐いている陽樹の上から、まん丸の白い顔が覗いてきた。仰向けに寝ている陽樹のすぐ横に、シロが立っている。


　一晩経たっても喋るオコジョは実在していて、こっちのほうがよほど現実味がないなと、可お笑かしくなった。


「ああ、それがね、夢で……」


　言い掛けて、言葉を止める。


「夢か。どんな夢を見たのだ？」


「うん、……忘れた」


　最初はシロの使役なのかと思ったが、煌玲は違うと言った。使役でなくても、もしかしたらシロと関わりがあるかもと考え、そのことを聞く前に夢から覚めてしまったのだ。


　もっとも、煌玲といるうちに、すっかりシロのことなど忘れていた。


　もしかしたらお前に関係する人かもなんて、なんの確証もないままシロに伝え、徒いたずらに期待させるのもよくないだろう。


　次にもし会えたら、もう一度シロのことを知らないかと聞いてみようか。


「……次に会えるかな」


　煌玲は陽樹に招待されたと言っていた。それができるなら、……また会いたい。


「誰に会いたいのだ？」


　シロの問いに、「いや、なんでもない」とはぐらかす。


「今おぬしは会えるかなと私に問うたではないか」


「シロに聞いたわけじゃないよ」


「それで、誰なのだ？　ぬしの会いたい相手とは」


　人が夢の余韻に浸っているのに、シロがしつこい。


「いいの。ちょっと寝起きで混乱しただけだよ」


　陽樹の言い訳に、シロが不服そうにこちらを見上げる。


「本当だって。ほら、起きるぞ」


「……何か、私に隠し立てをしていないか？」


　姿はオコジョだが、勘が鋭くて気難しい式神さまだ。


「してないよ。朝ご飯食べに行こうか。またおかずを分けるから。ウインナーとか、ね？」


「うむ。託したぞ」


　ようやくシロが機嫌を直し、陽樹はベッドから起き上がった。


　はっきりしたことが分かるまで、このことは言わないでおこう。期待させ、ガッカリさせたらシロが可哀想だから。


　それまでは自分の中だけに仕舞っておきたい。安易にあの人のことを口にしたくないのだ。


　だって、また会いたい。


　煌玲の感触の残る自分の手を胸に持っていき、陽樹はそっと包んで目を閉じた。








　自宅のリビングの定位置で、陽樹の父が難しい顔をして腕組みをしている。隣には母もいて、やはり怖い顔をしたままお茶を啜すすっていた。


　父と一緒に仕事場から戻ってきた兄もいた。平日の夜に家族が全員揃うのは久し振りのことだが、家族団らんという雰囲気ではない。


「惇聖学園……？　聞いたこともないな」


　テーブルに置かれた学園案内のパンフレットの表紙を眺め、父が重苦しい声で言った。


「うん。でも、知る人ぞ知る、名門校なんだよ」


　手を出さない父の代わりにパンフレットを手にした兄が、パラパラとそれを捲めくり、「男子校か」と呟いている。


「敷地内に寮もあって、食事とか、生活面に関しては全然心配ないんだ。それに、授業は特別なカリキュラムで、付属の大学もあるんだって。大企業に勤めている卒業生も多いんだよ」


　もっとも、陽樹の目的は、そんなことではないのだが。


「とにかく、凄くいい学校みたいだよ」


「だからといって、なにも転校してまで行くことはないだろう。問題を起こして辞めさせられるわけでもないのに……。しかも寮暮らしだなんて」


　田舎でのんびりと育った陽樹が、そんなところへ一人で行くことを危惧し、両親が難色を示す。


「陽樹、まさか苛いじめに遭ってるんじゃないだろうな」


　兄が気色ばみ、「ないない」と慌てて否定する。


「じゃあなんで、急にそんな遠くの学校へ行きたいなんて言うんだ」


　転入はすでに承諾されており、両親の許可さえ出れば、ゴールデンウイーク明けには通えるという。それまで一ヶ月もない段階での陽樹の申し出は、家族にとって青天の霹へき靂れきだ。


「だから、自分の可能性を試してみたいんだよ」


　陽樹の言葉に、父が眉を寄せながら椅子に身体を沈めた。


「だって、せっかく編入できるんだし。勿体ないじゃないか。断ったら和尚の顔を潰つぶすことになるよ。僕のために尽力してくれたんだもの」


　惇聖学園への編入を後押ししているのは、惇妙寺の住職だ。紹介状を学園に送り、陽樹を編入させるよう推薦してくれたのだ。


　シロを寺に連れて行ったあの日、陽樹の頑張りとシロの食い意地のお蔭で、無事に帰ってくることができた。消滅させられなかったことに喜んだ陽樹とシロだったが、住職はやはりこのままでは良くないと、陽樹を修業させることにしたのだ。


　式神に憑かれた使役はそれなりの胆力がいる。陽樹がシロを留めたいと望むなら、陽樹がそれを身につけるしかないのだと。


　惇妙寺は、表向きは地元に密着した法事や葬式などを扱う普通の寺だが、実は古くから式神を使った儀式を行っており、また、使役になり得る人間を見極め、育てる役目も担っていた。寺に集まっていた修行僧や、外から通ってきた子どもたちは、式神を持つ使役だったり、その候補だったりで、あの寺で修業をしていたのだ。


　伝承によれば、式神は神から賜ったとされている。


　古代、人々の生活が信仰によって営まれ、神の存在が今よりももっと近しかった頃、神と人との繋がり役として、与えられたものだという。


　式神を通して神との交信を行い、その恩恵により自然を鎮め、争いを抑えたりしていたものだが、いつしか式神を利用し、力を得ようとする者たちの争いの種となり、式神と使役の存在は信仰の中に隠され、今は秘儀とされている。


　古くから伝わる寺社では、代々式神を継承しており、それを使役する者も、寺社の血筋の者が多い。希まれに、そういった血筋とは関係なく、使役の才を持って生まれてくる子どもがいる。そういう子どもたちを、惇妙寺のような施設で育て、鍛錬させる。惇聖学園は、使役を育てる施設の集大成のような学校だった。


　使役の候補者として小さな頃から訓練を続ける子どもたちは、十歳ぐらいになると、視える者とそうでない者とに分かれ、視えない者は脱落していく。そうやって、力を持続させた者のもとに式神が降臨し、そこで初めて本当の使役の資格を得るのだ。


　従って、陽樹に式神が降臨することなどあり得ないことで、また野良の式神など聞いたこともないと、住職が悩むのも無理のないことだった。


　だけど陽樹にはシロが確かに視え、会話までできる。住職の「剥がし」の呪術に屈しなかったことも大きい。あの時はシロの食い意地の勝利かと思った陽樹だが、山から連れ出したことといい、シロと陽樹とは確かに作用し合っているようだと住職は言った。


　本来なら住職のいる寺で修業を積めればよかったのだが、惇妙寺は今、後継者を決める段階に入っており、住職自身が忙しく、陽樹の面倒が見られない。それならばいっそと、惇聖学園への編入を勧めてくれたのだ。


「荒療治だが、年代の近い輩と切せっ磋さ琢たく磨ますることにより、早くに開眼できるかもしれん」


　そう言って笑った住職だが、その裏側ではレベルの違う世界に飛び込み、現実を目の当たりにした陽樹が、早々に諦めることを期待しているのが伝わってきた。


　陽樹に式神を使えるだけの胆力が備わるのか、それとも諦めてシロを手放すか。


「駄目だと思ったら、迷わず帰ってこい。その折には改めて剥がしの儀式を行ってやる」


　そこまで言われ、逃げ帰るわけにはいかないじゃないかと、逆に闘志を滾たぎらせる陽樹だ。


「とにかくもう編入許可も出てるんだし、僕は行きたい」


　そして式神と使役の最終の修業の場である惇聖学園への編入を決め、こうして家族を説得しているところだった。


「……まあ、お前がそこまで行きたいと言うなら」


　強い意思を見せる陽樹に、両親が同時に溜息を吐く。


「俺は反対だ。一人で寮生活だなんて、そんな危ないところには行かせられない」


　絆ほだされかけた両親の前で、兄が反対の声を上げる。


「危なくないよ。校舎も新築らしいし、寮の設備だって整ってる……」


「そういうことじゃない。陽樹は世間知らずだし、兄ちゃんは心配なんだよ。一人でそんなところへ行けば、どんな誘惑に駆られるか分からないんだぞ。危ないだろう」


「兄ちゃん。男子校だよ？」


「だったら尚更危ないだろうが。しかも男子寮なんて、獣の巣窟だぞ。女っ気のない山の中の学校に、子鹿みたいなお前が入ったら、どうなるか……。兄ちゃんすぐには駆けつけられないし、そんなことになったらお前、兄ちゃんは……」


　陽樹の危機を想像し、兄がブルブルと身体を震わせ、絶句している。


「何言ってるんだよ。そんなことがあるわけないじゃないか」


　笑って兄の心配を否定する陽樹に、「ほら！　そういう考えが危ないって言っている」と、兄が声を荒らげる。吊上がった目に、何故か涙まで浮かばせて。


「兄ちゃん。心配してくれるのは嬉しいよ。それに、僕が世間知らずなのも本当だ。だけど、僕はどうしてもあの学園に行きたいんだ」


　十歳上の兄はいつだって頼もしく、陽樹を庇ってくれた。兄が駄目ということに、これほど強行に逆らったこともない。だけど、これだけはどうしても意思を押し通したいのだと、陽樹は大好きな兄の顔を真っ直ぐに見つめた。


「明日、和尚が説明に来るって言ってくれている。でも、その前に、父さんと母さんと、兄ちゃんにも、ちゃんと納得してもらいたいんだ。……お願いします。僕の惇聖学園への編入を許可してください」


　居住まいを正し、丁寧に頭を下げる陽樹に、両親は顔を見合わせ、兄も小さく口を開けている。のんびり屋で、普段は自己主張など滅多にしない陽樹の必死の懇願に、驚き、困惑しているようだ。


　シロのことも、惇聖学園の本来の目的のことも、何も語らないまま家族を納得させるのは、難しいことだと陽樹にも分かっていた。だけど、今ここで家族を説得できずにいたら、それこそ新しい環境に飛び込み、使役としての力を得ることなんかできないとも思うのだ。


「頼りないと思うけど、僕はあそこで頑張りたいんだ。僕を信用して、行かせてください」


　連絡は怠らない。生活にも十分注意する。学業ももちろん頑張る。約束事を自分から提示し、だからお願いしますと頭を下げる陽樹に、兄もとうとう陥落した。


「……ちゃんと連絡するんだぞ。休みの日には必ず帰ってこい。旅費なら俺が出すから」


　涙目のままの兄が「なんだ。しっかりしてきたなあ……」と、湿った声を出す。


「ありがとう。僕、頑張るから」


　こうして陽樹の惇聖学園への編入が許された。


　家族の説得という最大難関を乗り越え、ホッとしている陽樹の肩の上で、シロが陽樹の家族に向かい、恭しくお辞儀をした。







　　　　　※※※







　教室で自己紹介をしながら、流石の陽樹も緊張していた。


　初めのうちは遠巻きにされるのも覚悟していた陽樹だが、この学園の生徒たちにはそれよりももっとどす黒く、不穏な空気を感じる。


「なんとも皆、ピリピリしておるのう」


　教師に言われ、自分に与えられた席へと歩いている途中、いつものように陽樹の肩に乗っていたシロが、声を潜めもせずにそんなことを言う。周りから一斉に睨まれ、陽樹は「こら、静かに」とシロを窘たしなめながら、そそくさと席に着いた。


　教室の空気は重苦しく、これが自分の精神状態からくる気のせいなのか、他の要因によるものなのか、陽樹には分からない。ここにはシロと同じ式神が生徒の数だけいるはずだが、陽樹にはそれらの姿がまったく視えなかった。


「芹川君」


　針の筵むしろのような一時限目の授業を終えたところで、碓氷がやってきた。声を掛けてもらえたことにホッとし、涙目になる陽樹だ。


「どう？　緊張してる？　初日だもんね」


「うん。……ね、みんないつもこんな感じなの？」


　声を低くし、そう尋ねる陽樹に、碓氷は困ったように笑い、「基本的には」と答えた。


「普通の学校とは違うからね。みんなライバル心は強いよ」


　学校の方針は「切磋琢磨」ということで、生徒たちは常に競い合っているという。


「ライバル……っていうより、なんていうか、みんな怒ってるみたいなんだけど。昨日も食堂での態度が、さ……」


　寮に入った初日、食堂に入ってきた陽樹を見る目つきが、観察、値踏み、蔑みへとあからさまに変化していくのが分かったが、そのうち苛いら立だちや不快感を示されたのだ。話し掛けても無視され、食事の途中で席を立つようなあからさまな態度まで取られ、呆気に取られた。


　頼りにしていた碓氷の態度もよそよそしく、陽樹は味の分からないような食事を味わったのだった。


「怒るっていうか、ほら、芹川君の式神ってさ、ちょっと……変わっているだろう？　君たちの関係性もさ。それでみんな戸惑っているんだよ」


「そんなに変わってるかな」


　昨日初めて会った時も、碓氷はそんなようなことを言っていた。


「うん。夕べ食堂でも二人でご飯を分け合ったりして」


「ああ、家ではおおっぴらにできなかったから、ここなら大丈夫かと思ってやってたんだけど。え、あれ、まずかった……？」


「僕らはそんなことは決してしない。食事をシェアするなんて、考えたこともなかったから」


「そうなんだ……」


　この異様な空気を作ったのは、自分たちの行動が原因らしい。


「寮での僕の態度も、……ごめんね。庇ってあげられなくて。教室と違って、寮は他の学年の生徒も大勢いるから……」


　目を付けられたくなかったのだと、碓氷が申し訳なさそうな声で言い、陽樹は慌てて「そんなのいいよ」と、手を振った。


「僕らのクラス、最下層だからさ……。目立つとまずいんだ」


「最下層？」


　惇聖学園のクラスは各学年で三つあり、それはすべて、生徒の持つ式神の神格によって決められる。神格というのは、式神の力の度合いのことで、それによってレベル分けされている。どれほど使役自身が優秀でも、式神の力が弱ければ、上位にはなれない。それがこの学校の昔からのクラス決めの制度で、すべての序列がそれで決まってしまうらしい。


「教室の中だけなら、一応みんな同レベルってことで、そこまで厳しい区別はないんだけど、それ以外はね、特に寮では気を付けないと……」


「気を付けるって、何を？」


　意味が分からなくてそう聞く陽樹に、碓氷は困ったように眉を下げ、笑った。


「優先度を間違えたりしないようにっていうこと。何に於おいてもＡクラスが最優先だから。それがこの学園のルールなんだよ」


　この学園の生徒には歴然とした階級があり、それに沿った行動を取る。例えば学校の施設や備品などは、Ａクラスの生徒が優先的に使うことができ、寮の中でも、風呂を使う順番や食堂での席決め、娯楽室を使う頻度なども、すべて彼らが優先され、次にＢクラス、そしてＣクラスとなるのだそうだ。


「なんだそれ……？」


　それを生徒たちは甘んじて受け入れ、自分たちの置かれた階級に則のっとった行動を取り、最下層であるＣクラスは、すべてに遠慮して学園生活を送らなければならない。


「それ、おかしくないか？」


　陽樹の声に、碓氷はやはり困ったように笑い、「でも、そう決められているから」と言うのだ。


「芹川君は式神のことも、この学園のこともよく知らないだろう？」


「そうだけどさ、でも……」


「僕たちは式神を扱っている。それの優劣ですべてが決まるんだ」


　当たり前のことなんだよと、碓氷は相変わらず困ったような顔で、陽樹に「慣れていこうね」と、諭すように言うのだった。








　午前は教室で教科書を使った必履修科目をこなし、午後は「精進」という式神を使った鍛錬の時間だった。


　式神と一口にいっても様々で、シロのような動物の形をしている者もあれば、人に似た者、はっきりとした形状を持たない者、一般的には妖あやかしと呼ばれる者など、多種多様のようだ。


　式神の持つ能力も、風を起こすなどの自然現象、念動力、夢見など、これもいろいろあり、使役はそれらの力を自在に操れるように訓練するのだ。


　精進の授業は、「刀」「鏡」「勾まが玉たま」という三つの項目に分かれていて、「刀」は、武術による心身の鍛錬を行い、「鏡」は祈り、祓いを行う術、いわゆる祝詞のりとを覚えることであり、「勾玉」は秘儀とされる呪いの儀式を習うというものだった。


　その三つの中でも「勾玉」は優秀な者にしか許されない術で、陽樹がシロを初めて寺へ連れて行った時に、住職がシロを消滅させようとした「剥がし」の儀式が、それに当たる。


　その三つの精進、大方は「刀」と「鏡」になるのだが、個人の能力に見合った授業を曜日別に行う。それを延々と七年間繰り返し、修業を積み上げ、力を得て、卒業していくのだ。


　編入初日の今日は、自主鍛錬の曜日に当たっていて、「刀」でも「鏡」でも、己が弱いと思うところを強化、または得意とするものの向上を目指すことになっていた。生徒たちは学園の敷地──つまりは山の何処を使ってもいいことになっており、バラバラに散らばって、それぞれの修業に励んでいた。


「解散」の声と共に陽樹も野に放たれ、することもなく山をうろついているところだ。


「僕らは何ができるか分かんないもんなあ……」


　陽樹の担任の態度は、編入試験の試験官と同様で、陽樹たちに何も期待をしていないらしく、ほったらかしだった。教える側にしても、「何ができるか分かりません」という使役に指導などできず、まずは式神の力を試せと、それだけ言って、去っていった。


　無理なら帰ってこいと言った和尚の言葉が蘇る。もちろん初日から挫折して逃げ帰るなんてしないしできないけど、この状態は流石に途方に暮れた。


　山のあちこちから、和尚が唱えていたような念仏や、和歌を詠むような祝詞が流れてくる。生徒たちの連れている式神の姿は、相変わらず陽樹の目には一つも映らない。


　仕方がないので陽樹とシロは、人の目につかない場所を探し、山の上の見晴らしのいい広場の隅に陣取った。


「まあでも、あのクラスの連中と一緒になって精進するよりは、今日が自主鍛錬でよかったと思おう」


　午前の授業の間、教室はシンとしていて、休み時間も、碓氷以外の誰一人として、陽樹に話し掛けてくる生徒はいなかった。授業の進み具合を隣の席の人に尋ね、答えてもらったのが、今日、碓氷以外の人間と交わした唯一の会話だった。


「グダグダ言ってても仕方がないもんな。じゃあ、シロ、僕らもやろうか」


　陽樹は明るい声を出し、落ち込みそうな気分を無理やり上げた。和尚に食い下がり、家族の反対を押し切って、自分の意思で来たのだ。あとは前へ進むしかない。


「取りあえず、シロは花を咲かせてみる？　いつでも何処でも花が咲かせられるように練習しようか」


「ああ、やってみよう」


　陽樹の肩から降りたシロが大きく深呼吸をし、短い腕をいっぱいに広げた。


「花よ咲け、咲くのだ、花よ」


　朗々とした声でそう叫び、掲げた両腕をゆらゆらと揺らす。


　その姿を眺めながら、陽樹も手にした教本を開いた。編入当時に教科書と一緒に渡された教本は分厚く、漢字と旧仮名文字が羅列されていて、まったく馴な染じみがない。それでも山のあちこちから聞こえてくる生徒たちの声を真ま似ねて、陽樹も字面を追い、声を上げてみた。


　シロの「花よ咲け」の声と、陽樹のたどたどしい祝詞が風に乗って流れていく。足下からは花も芽も出ず、それでもシロは「花よ、咲け」と叫び続ける。


　そんなシロの懸命な姿を眺め、陽樹も声を上げながら、式神と使役とは、どんな関係なんだろうと考えた。


　碓氷は、使役は式神を操る者で、そこに友好関係のような繋がりはないと言っていた。だけどシロは自分の意思を持ち、我も通すし、陽樹と言い合いもする。他の式神にはそういう感情のようなものはないのだろうか。


　ただ使い、使われるだけの関係のままずっと一緒にいるのはつまらないだろうなと、そんなことを考えた。


「芹川君、こんなところにいたんだ。頑張ってる？」


　振り向くと、碓氷がいた。「探した」と言って陽樹の隣に並び、笑い掛けてくる。


「うん。教本通りに読もうと思ってるんだけど、意味も分からないし、読みも……」


　漢字の意味はなんとなく分かっても、読み方が分からない文字が多くあり、お手上げ状態だった。


「みんな、この教本の中身、全部覚えてるの？　意味も分かる？」


　文字のびっしり詰まった本をパラパラと捲り、陽樹が聞くと、碓氷は「もちろん」とことも無げに頷いた。


「僕たちは文字を覚える前から口伝えで謳うたっていたからね」


　まずは耳で覚え、それから意味を学び、謳い上げることを長年繰り返し、身体に叩き込んできたのだという。


「僕が最初に謳うから、真似してやってみて」


　字を指でなぞりながら、碓氷が祝詞をあげ、陽樹はそれを追って一緒に声を出した。


「奏上は声が大事なんだ。言霊を式神に届ける。それを受け取った式神が力を得る」


「そうなんだ。これはもうひたすら反復して覚えていくしかないね。頑張る」


　碓氷たちが幼児の頃から身につけてきたことを、陽樹は今からやるのだ。生半可なことでは習得できないと、身を引き締めながら碓氷の声を追い掛け、辿っていった。


　懸命についていこうとする陽樹に、碓氷は辛抱強く付き合ってくれた。陽樹を寮に案内してくれた時、できるだけ協力すると言った言葉は嘘ではなく、親身になって教えてくれるのが嬉しかった。


　陽樹たちの祝詞に合わせ、シロが踊っている。いや、彼も何もない地面に花を咲かせようと懸命なのだ。


「芹川君の式神、何をやっているの？」


　踊っているシロの姿を眺め、碓氷が聞いた。


「ああ、花を咲かせようとしているんだ」


「花をか。へえ、凄いね。豊ほう穣じょうの気を持っているんだ」


　碓氷が感心したような声を出し、「ちょっと休憩しようか」と、その場で腰を下ろした。


　陽樹も隣に座り、今読み上げた教本にすかさずふりがなをふる。覚え立ての祝詞を唱えながらペンを走らせる陽樹を眺め、碓氷が目を細めた。


「豊穣はかなりレアな力だよ」


「そうなの？」


「学園内でも、豊穣の気を持つ式神は少ない。うちのクラスには一人もいないもの。草木を自在に操るのはかなり高等な能力だ」


「シロ、お前凄いって。よかったな」


　それを聞いたシロも満更ではないようで、「ふむ」と頷いたら、ポン、と足下に花が咲いた。褒められて気分が良くなったらしい。


「お前本当に気分に左右されるやつだな。試験の時にそれを発揮してほしかった」


「分かっておる。だから今懸命に鍛錬をしているのだ。ぬしも祝詞を早う覚えろ。私のもとにまるで届かないぞ」


「そっか。頑張る」


　二人のやり取りに、碓氷が「本当に仲がいいんだね」と、不思議そうに呟いている。


「碓氷君の式神はなんの気を持っているの？」


「僕の式神は……」


　碓氷が答えようとした時、「圭」と碓氷を呼ぶ声がした。


　二人で振り返ると、生徒が一人立っていた。


　背が高く、落ち着いた雰囲気で、上級生かと思ったが、「西さい園おん寺じ君」と碓氷が彼を呼ぶところを見ると、同じ学年らしい。


「こんなところで何をしている？　サポートがいないと困るんだけど」


　静かに咎とがめられて、碓氷が「ごめん」と謝り、慌てて立ち上がる。


「……例の転入生？」


　陽樹に視線を移した西園寺が言った。幼さを残す陽樹や碓氷と違い、声も表情も大人びている。涼しげな目と薄い唇。表情は穏やかだが、温かさは微塵もなく、近づきがたいようなオーラを放っていた。


「そう。芹川君っていうんだ。芹川君は豊穣の気を扱えるんだよ。西園寺君と一緒だ」


　碓氷の取りなしに、西園寺は口端を片方だけ上げた。


「前代未聞の試験結果だって聞いているけど。それに、Ｃクラスの生徒と一緒って言われてもね」


　一ひと括くくりにされては迷惑だと言いたげな西園寺に、陽樹は何も言えずに彼の端整な顔をポカンと見つめるが、西園寺は「そんなことより」と、陽樹の存在を無視するように碓氷に顔を向けている。


「勝手にいなくなられては困るよ、圭。連携を学ぶ貴重な時間だろう」


「ごめん。じゃあ、行くね、芹川君。また夜に寮ででも……」


　碓氷を待たずに西園寺が歩き出し、慌てて碓氷が追い掛けていった。振り返った碓氷の唇が「ごめん」と動く。


「あれがＡクラスっていうわけか。なんか……凄いな」


　同学年のはずなのに、陽樹と碓氷、そして西園寺との間には完璧な隔たりを感じる。


　去っていく後ろ姿を見送りながら、新しい学園での生活は、前途多難な予感がした。








　その日の寮の夕食はカレーで、陽樹もシロも好物のメニューだった。


「食堂の人に頼んで、もう一枚皿をもらおうか」


　カウンターの前に並びながら、陽樹の肩の上にいるシロに提案したら、シロがどういうわけか「私は食べない」と言うので驚いた。


「なんで？　カレーだよ？」


「他の者は食事など取らないのだろ？　私はいい」


　今日の碓氷の言葉で、シロは陽樹と食事を共にしたために、陽樹が孤立していることを慮おもんばかっているようだった。


「空腹になるわけではないのだし、式神としての呪術もままならぬのに、カレーを食べるわけにはいかぬ」


　グジグジいうシロを無視して、陽樹は食堂の職員に頼み、小皿とティースプーンをもらい、テーブルに着いた。トレイに載せてある自分の皿から、カレーを移してやる。


「式神がご飯食べちゃいけないなんて校則にないよ。それに、シロは今日頑張った。花、咲かせただろ？」


「あれ一度きりだ。あのあと、どれほど頑張っても、草の一本も生み出せなかった」


「でも花は咲いた。一輪でも凄く綺麗な花だったよ」


　シロを自分の膝の上に置き、ティースプーンを持たせてから、自分もスプーンを持った。


「転入初日と、それから、術が成功したお祝い」


　シロが陽樹を見上げた。「食べよう」と言って、先に一口カレーを食べる。陽樹の母の作るものよりも辛く、香辛料がふんだんに使われたそれは、本格的な味がした。


「辛いけど美味しい。あ、でもシロには辛過ぎるかな」


　それを聞いたシロが自分のために盛られたカレーを一口食べる。一瞬ブルッと身震いをしたが、「うむ。よきかな」と言うので安心した。


　ティースプーンを器用に操り、シロがモグモグと満足そうに口を動かしている。陽樹の膝の上に乗り、伸びあがるようにしながらカレーを食べる姿が面白くて可愛い。


　式神が食事を楽しんではいけないなんて、誰が決めたのだと思う。使役と打ち解けることもなく、会話もしないだなんて、馬鹿げた話だ。


　碓氷をはじめ、この学園の連中は、式神と使役との関係を、主従と捉えているようだ。だけどそれはどうなんだろうと陽樹は考える。少なくともシロと自分との関係は、そんなものではない。


　シロは陽樹が命令しなくても、己の向上のために精進をするし、大好きなカレーを我慢して、陽樹の立場を守ろうとした。陽樹だって、シロにそんな我慢なんかさせたくないし、これから呪術を覚え、シロが力を発揮できるように手助けをしてやりたいと思っている。


　これは主従などではなく、お互いを思いやり、守ろうとする感情からくるものだ。


「今日は花、ちゃんと咲かせられてよかったな」


「うむ。だがまだ駄目だ。もっと自在に操れるようにならなくては。あんなものでは、また陽樹が他の者に愚ぐ弄ろうされてしまう」


「僕のことはいいんだってば」


「よくはない」


　ティースプーンを持ったまま、シロが怒った声を出す。マイペースで食い意地の張ったオコジョだが、陽樹が馬鹿にされることは、どうしても許せないらしい。


「うん。僕も祝詞をちゃんと覚えて、お前に協力できるようになるからな」


　祝詞は式神の力を高めるための呪術だ。今日碓氷に教えてもらったことを忘れずに、自分でも調べ、何度も繰り返し、覚えていこう。


「そうだな。ぬしの努力に期待するぞ」


「うん。任しといて」


　新たな決心をしながら本格カレーを楽しんでいる二人の前に、碓氷がやってきた。自分のトレイをテーブルに置いた碓氷は、陽樹の膝の上でカレーを頬張っているシロを見て目を細める。


「……本当に仲がいいね、二人は」


　笑い交じりの声は、呆あきれというより羨うらやましがっているように聞こえた。


「さっきは急に置き去りにしちゃってごめんね」


　午後の精進でのことを、碓氷が謝った。いつものように困ったような笑顔を作っている。


「いや、気にしてないよ。あの人はＡクラス？」


　陽樹が水を向けると、碓氷が「うん」と、今度は力強く頷いた。


「彼、凄く力のある式神を持っているんだ」


　西園寺の成績はＡクラスの中でも断トツで、扱いは別格なのだそうだ。ほとんどの生徒が大学部五学年以上にならないと受けられないとされる「勾玉」の修練にも、特別に参加を許されているのだという。


「大きな神社の跡取りでね。僕は小さい頃、彼の神社に使役候補として精進に通っていたんだよ。中学で分かれちゃったけど、ここでまた一緒になった」


　碓氷は惇聖学園の麓の中学に行き、西園寺は自分の住む神社で精進を重ね、そのままこの学園に上がってきたそうで、いわゆる名門の血筋ということになる。


「子どもの頃から優秀だったんだけどね。今では雲泥の差がついちゃった。でも、声を掛けてくれて。自主鍛錬の時には一緒にさせてもらっている」


　精進の授業は個々の鍛錬とは別に、数人が共同で行うこともある。一つの力を、その周りがサポートし、より強大なものにする。そういったグループが学園内にはいくつもあり、碓氷は西園寺のグループなのだという。


　グループのトップはもちろんＡクラスの生徒で、Ｂがサブ役、そしてＣクラスの生徒は底辺という、完全なピラミッドが出来上がっているようだ。それでも西園寺のグループに入っているだけでも碓氷にとっては名誉なことらしく、意気揚々と陽樹に西園寺のことを語る。


　食堂では生徒たちが数人ずつのグループを作り、テーブルを囲んでいた。碓氷が言っていたように、式神と一緒に食事を取る光景は、彼らには異様に映るようで、チラチラと陽樹のほうに視線を寄越し、ヒソヒソ声で話している。


「シロ、美味いな、カレー。こっちのサラダもいる？　皿に載せようか」


　仲のよさを見せつけるようにわざとシロに話し掛け、サラダを分けてやった。


「風呂から上がったらさ、アイス食べようか。半分こして」


「それはよき考えじゃ。何味にするか」


「抹茶にする？　ぴったり半分こだからね。僕の分取らないでよ」


「私がぬしの分まで食べると思うてか」


　笑いながら言い合いをする陽樹とシロを、周りが遠巻きに見ている。驚きと蔑みの目に晒さらされながら、その視線の中に、嫉妬や羨せん望ぼうの感情も僅かに交じっているのを、陽樹は感じていた。








　気が付くと、陽樹はあの宮殿にいた。豪華な装飾が施された広い板間と、池のある庭。


　陽樹の夢殿だ。


　再びここに来られたことに歓喜し、陽樹はすぐさま煌玲の姿を探した。


　屋敷から庭に下り、前に煌玲と出会った朱色の橋まで走る。着ている服は以前と同じ、お気に入りのパーカにジーンズで、裸足なのも変わらなかった。


　薄い霧も、仄ほのかに漂う花の香りも同じだった。


「煌玲」


　橋のたもとまで行くと、会いたかった人の姿があった。名を呼びながら、駆け寄っていく。


　陽樹が近づくと、煌玲はにこやかな笑顔を作り、それから前と同じようにして、池に視線を移した。彼の服装も変わらず、白い上うわ衣ぎに紫の袴だ。


「探しものは見つかりました？」


　陽樹の問いに、煌玲が首を横に振った。池の縁に目を落としたまま、なんとなく前よりも元気がないように見えた。


「……大丈夫？」


　下を向いている煌玲の顔をそっと覗き込む。見惚れるほどの端整な造形は変わらないが、やはり落ち込んでいるように見える。


「まだ思い出せませんか？」


「ああ。思い出せぬ」


　沈んだ声に、自分の胸まで痛むような気がする。


「きっと思い出せますよ。焦らないでいたら。ね」


　もう一度顔を覗き込み、陽樹は笑顔で励ました。


「うちのじいちゃん、あ、祖父もよく物をなくすんだけど、たいがいあとから出てくるから。この前なんか、眼鏡がないって騒いでたんだけど、冷蔵庫に入ってて……」


　そこまで言ってから、若い煌玲と祖父とを一緒にして語ってしまったことに気が付き、言葉を切った。


「失礼なこと言っちゃった。……ごめんなさい」


　慌てて謝る陽樹に、煌玲は「そんなことはない」と言い、柔らかい笑みを浮かべたのにホッとする。


「憂いているのはそのことではない。……ようは分からぬが、何故か気が沈むのだ」


　鬱うつ々うつと気分が落ち込み、同時に言い知れぬ焦燥感に駆られ、それがどうして起こるのか、解決方法も見つからず、ただ悲しいのだと、煌玲が言った。


「探しものが見つからぬ故なのかもしれぬ。他の理由からなのかもしれぬ。目の前に霧がかかったようで、出口が見つからぬ。そんな自分が不甲斐なくての……」


　溜息交じりにそう呟く煌玲は、やはりうっとりするほど綺麗で、だけど凄く可哀想になり、陽樹は思わず煌玲の手を取り、そっと握った。


　励ましてあげたいのに、気の効いた言葉が全然浮かばない。元気のない人に、元気を出してと言うのは、押しつけがましい気がして、陽樹は何も言えずに、ただ煌玲の手を握る。


　煌玲も何も言わず、陽樹に手を握られたままじっとしている。やがて煌玲の身体が傾き、陽樹の肩に頭を乗せてきた。陽樹よりも高い背を屈め、甘えるように凭もたれてくる。


　身体が触れあい、陽樹はドキドキした。少しでも身じろぎをしたら、煌玲が離れてしまいそうで動けない。凭れてくる身体はふわりと軽く、もっと体重を掛けてくれていいのにと思う。伝わってくる体温がほんのりと温かく、だけどもっとしっかりとした実感が欲しい。


「あ、……これ、食べる？」


　しばらくじっとしていた陽樹は、ふと思いつき、空いているほうの手でポケットを探ってみる。どうしてそれがあると思ったのかは分からない。陽樹の掌てのひらには、キャラメルが握られていた。


　キャラメルを見るのが初めてなのか、不思議そうに見ている煌玲の目の前で包みを開けてみせ、「はい」と差し出すと、煌玲が口を開けた。ふっくらとした唇の中に、キャラメルを入れてあげる。


　キャラメルを口に含んだ煌玲の表情が、みるみる変わっていった。


「……甘い」と呟き、切れ長の目が驚いたように見開かれている。そんな顔をしたまま陽樹を見つめ、それから花が咲くように、満面の笑みを浮かべた。


「これはなんだ？」


「キャラメル。お菓子ですよ」


「きゃらめる……。石かと思うた」


「石だと思ったのに、口に入れたんですか？」


　陽樹が笑って聞くと、「陽樹がくれたものだから」と、煌玲も笑って答える。


「とても甘い。……何故か懐かしい味がする。私はこれがとても好きだ」


「そう。よかった」


　浮かべる笑顔が楽しそうで、少しは慰めてあげられたのかなと、陽樹も嬉しくなった。


　キャラメルを口の中で転がしながら、煌玲がもう一度陽樹の肩に凭れてきた。


　初めて会った時は、ただただ綺麗な人だと見惚れるだけだったが、今日の煌玲はそれに加え、……とても可愛い。


　訳の分からないまま落ち込んで、自分が不甲斐ないのだと嘆いたり、石だと思いながらも素直に口を開けたり、甘いお菓子に喜び、今はこうして陽樹の肩に凭れ、甘えてきたり。


　肩にある煌玲の重みが感じられる。さっきよりも気持ちを預けてくれているのかなと思ったら、嬉しかった。


　うっすらと辺りを覆っていた霧が次第に濃くなっていく。以前と同じ、覚醒の時間が迫っているのだ。


　今度はいつ会えるだろう。煌玲はまた、陽樹の夢殿に来てくれるだろうか。陽樹に会いたいと、煌玲も思ってくれるだろうか。


「……また会いたい。煌玲」


　勇気を振り絞って言ってみた。陽樹の肩に凭れたまま、煌玲はじっとしている。


「またあなたに会いたいです」


　霧が濃くなっていく。


　頭がぼうっと煙っていく中、「待っている」という声が、遠くから聞こえた気がした。








　惇聖学園に陽樹が転入してきてから、二週間が経った。今日は三度目の自主鍛錬の日で、陽樹とシロは相変わらず二人きりで学園の周りをうろついている。


　ここで練習をするかと、腰を落ち着けた場所は、山のかなり上にある池のほとりだ。


　人のいるところを避けて歩いているうちに偶然見つけた場所だったが、木々に囲まれた小さな池を見て、陽樹はホッとした。陽樹の夢殿にあるものとはまるで違うが、透明な水を湛たたえた景色を見ているだけで、煌玲を思い出し、気持ちが浮き立つ。


　あれから夢で煌玲とは会っていない。あの日落ち込んでいた気分は、少しは晴れただろうかと、風に撫でられ波紋を作っている水面を見つめ、陽樹は煌玲のことを思った。


「陽樹、何をぼうっとしておる。私は今日、この池のほとりを花でいっぱいにするぞ」


　シロが張り切って宣言し、陽樹も「うん。頑張ろう」と答えた。


「花だぞ、花」


「分かっておる」


　シロの式神としての力はまだまだ不安定で、思惑とは別の力が発動したりする。花を咲かせようとして側にある石を割ったり、地面から水を噴出させてしまったりするのだ。


　シロがいつものように短い両腕を広げ、「花よ、咲け」と叫ぶ後ろで、陽樹も教本を広げ、祝詞をあげた。


　シロが両手を振ると同時に池の周りに風が起き、足下からにょきにょきと草が生えてきた。


「凄い、シロ。ほら、すぐに草が生えてきた」


　驚く陽樹に、シロは「こんなものではないぞ」と、ますます声を張り上げた。


「私はここ一面に花を咲かせたいのだ。さあ」


　授業の初日には落ち込んで、カレーを食べないなんて言っていたシロだが、勤勉な性質らしく、毎日努力を重ね、少しずつ能力を発揮できるようになっている。結果が変わってしまうこともあるが、三回に一回は花を咲かせることができるようになったし、今もこうして土から新芽を芽吹かせている。


　それに比べ、陽樹には向上が見られなかった。今あげている祝詞も、難しい漢字にはふりがなを振り、碓氷にも抑揚の付け方などを教えてもらい、少しはそれらしくなってきていたが、シロの手助けになっているかというと、そうではない。


「陽樹、届かぬぞ」


「うん。頑張る。シロも頑張って」


「私は懸命にしておる」


「うん……」


　謳うという感覚が、よく分からない。声を張り上げても、腹から出しても、シロは届かないと言う。シロはシロだけの力で、豊穣の気を使い、草花を咲かせているのだ。


　学園にいる他の式神の姿も相変わらず視えないままだった。時々、教室で気配を感じ、キラキラとした光が見えたり、空気が動くのを感じたりすることもあるが、気のせいや錯覚で片付けてしまえるくらいの、あやふやなものだ。


「……こんなんで、僕はちゃんとした使役になれるのかな」


　無理なら帰ってこいと言った、和尚の言葉が蘇る。使役は式神を操る才を、生まれた時から持っているのだと言っていたことも。


「どうした陽樹。そのような覇気のない声では、祈りが届かぬ。もっとしっかりと、腹の底から臨め」


　豊穣の術の成功率が日に日に上がっていくシロは、今日も前向きに精進に励んでいる。三回に二回は失敗することを嘆くシロに、一回の成功を喜ぼうと励ましたのは、陽樹自身だ。


　素直なオコジョは陽樹の言葉に奮起し、成長を見せてくれるが、陽樹のほうがまったく変わらず、逆にシロから励まされている。不甲斐ないのは自分のほうだ。


　シロに叱しっ咤たされながら、再び祝詞の声をあげていると、陽樹たちの後ろから、ガサガサと草を踏む音が聞こえ、生徒が一人やってきた。


「……なんだ。先客がいると思ったら、お前か。あーあ」


　文句くさい声を出しているのは、同じＣクラスの吉よし村むらという生徒だった。まるでここは自分の場所だったのにというように、がっかりした顔をしている。


　自主鍛錬とはいえ、グループで行動することの多い中、吉村は一人だった。他の生徒の来なさそうな場所を選んで来ているところを見ると、単独行動が好きなのか、もしくは陽樹と多少似通った立場なのかもしれない。教室でも静かで、あまり印象にない。


「ここ、吉村君のよく使う場所だったのか。邪魔じゃなければいさせてもらってもいいかな」


　許可を得ることでもないのだろうが、一応そう聞いてみると、吉村は陽樹を一いち瞥べつし、「別に」と言った。


「俺の私有地じゃないし。勝手にすれば？」


　突き放した言い方に苦笑し、「じゃあ、遠慮なく」と、陽樹も居直った。鍛錬は山の何処を使ってもかまわないはずで、彼の言うとおり、陽樹たちのほうが先客だ。


「シロ、じゃあ続けようか」


　せっかくシロも興に乗っているところだ。それに陽樹もこの池のほとりが気に入っている。


　修業を続行しようと、もう一度教本に目を落とし、祝詞をあげようとしたら、「お前、変わってんな」と言われた。


「そうかな。普通だと思うけど」


　陽樹に言わせれば、陽樹以外の全員が変わっている。もっとも、そんな風に思っているから、陽樹がこの学園に全く馴染めないのだろうけど。


「普通じゃないだろ。お前の式神も。変だよ、お前ら」


　侮蔑の言葉を投げられるが、それほど腹も立たなかった。碓氷以外の生徒と普通の会話をしたのが久し振りだ。それに、陰口を叩かれたり、無視をされるより、こうして直接言われたほうが、相手が何を考えているのかが分かる。


「そこの者。私の陽樹を愚弄するな」


　だけどシロはそうではないらしく、陽樹を庇うようにして前に立った。


「いいよ、シロ。僕は平気だから」


「いいや。私は常日頃、この者たちの態度に腹を立てておったのだ。もう一度言う。陽樹を軽んずるような言動をとるでない」


　シロが陽樹の肩に飛び乗り、低い声を上げた。「許さぬ」と言って、陽樹の肩の上でタシタシと足を踏みならす。


　この可愛らしい形状をした式神は、自分の使役が馬鹿にされるのがとにかく面白くなく、小さな身体で護まもろうとしてくれる。


「陽樹は懸命に精進を重ねている。その努力を汲くみ取らず、徒いたずらに貶おとしめることをするでない」


「結果が出せなきゃ努力したって無駄だろう」


「蔑むなと言うておる！」


　威嚇された吉村がシロを睨んだ。


「……なんだよ、本当のことじゃないか。術も半端で、だいたいこいつ、式神のことなんか、なんにも分かっていないじゃないか。形も視えないくせに。なんでお前らみたいなのがこの学園にやってきたのか、周りも全員不思議だって……」


「まだ言うか！」


　突然、ドォン、というもの凄い音がして、閃せん光こうが走った。あまりの明るさに一瞬閉じた目を開けると、地面に穴が空いていた。吉村が尻餅をついてあわあわしている。穴の大きさは野球のボールほどで、かなり深い。中からは煙が上がっていた。


「ちょ……、シロ、お前、何やったんだよ？」


「よく分からぬ。怒りにまかせてあの者に目にもの見せてくれようと……」


　地面に穴を空けたのはシロのようだが、自分が何をしたのかが分からないらしい。細く立ち上った煙は消えかかっているが、穴の周りは焦げたように黒くなっていた。


　直前に走った閃光と、耳を劈つんざくような音と衝撃。そして穴の空いた地面と焼け焦げ。


「もしかして、シロ。雷落とした？」


　この状況を見ると、そうとしか考えられない。


　そういえばシロと出会ったあの山で、冬じゅう頻繁に落雷があったことを思い出した。異常気象の影響かと思ったが、もしかしたらあれはシロがやったことだったのかもしれない。


「私か……？　激高していてよく覚えていないのだ」


　シロは未だに自分がしたことだという確信がないらしく、陽樹の肩の上で首を傾げている。


「……ないよ。あり得ないって」


　尻餅をついていた吉村が、驚愕の表情をしたまま、「ない、ない」と、否定する。


　空を見上げるが、真っ青な晴天で、遠くまで見渡しても雲は一つも見当たらない。突然の天候の変化は考えられないし、ましてやここは式神の集まる山の上だ。式神の力が働いたと考えるのが自然なのに、吉村は絶対にあり得ないと繰り返すのだ。


「シロがやったんじゃないってこと？　その根拠は？」


「だって、お前の式神は、豊穣の気なんだろ？　雷と豊穣を同時に持つなんて、そんなのあるわけないじゃないか！」


「え、そうなの？」


　式神には、火、水、風、土など、その他にも様々な気を持っていることは、陽樹も授業で習った。その中で、例えば雷を一つとっても、天雷、稲妻、電流と、術の大小が細かく分かれていて、そのレベルの高さによってＡ、Ｂ、Ｃと、クラス分けされていることまでは理解している。


　だが、それぞれの式神が、一つの属性しか持ち得ないということまでは知らなかった。


　彼らにしてみればわざわざ教わるまでもないことで、そんな当たり前のことさえ知らないのかと、吉村が呆れた顔をする。


「豊穣と雷は全く違う能力だぞ。しかも、空から雷を落とすなんて大術を、こんな……未熟な式神にできるわけがない」


「でも、これはシロがやったんだと思うよ？」


「違う！　絶対にあり得ない」


　目の前で起きたことを信じたくないようで、吉村は頑かたくなにそう言う。お前は知らないからと言われ、その通りなのだが、ではこの状況をどう説明すればいいのか。


「そりゃ僕は式神のこととか全然詳しくないけどさ。豊穣と雷の二つの能力を、シロが持ってるってことじゃないかな。そういう式神もいるかもしれないじゃないか」


「だからそんなことはあり得ないんだって。そんなことができる式神なんていない。そんなのがいたら……」


　吉村がよく聞き取れない声でブツブツと何かを呟く。


　落雷の瞬間は、陽樹は目を瞑つぶってしまったし、吉村も吹っ飛ばされてよく覚えていないらしい。犯人と思われるシロも分からないという状況だ。


「見てみよう。何が起きたのか」


　否定し続けていた吉村がそう言って、その場にあぐらをかいた。


「見る？　どうやって」


「いいから。今見せてやる」


　両手を地面に向け、吉村が念仏を唱え始めた。手を翳かざした辺りの土が光を帯び、その光の中に映像が浮かび上がる。


「わ、凄い。ホログラム？　あ、これ、僕だ」


　光の中に陽樹の姿が映し出された。肩にシロを乗せ、こちらを見つめている。周りの風景も、間違いなく今自分たちがいる場所だ。地面にはまだ穴は空いておらず、恐らくはシロが雷を落とす前の光景だ。それが吉村の視点で再現されている。


「これ、吉村君の式神がやってるの？」


「投影だ。過去に見たままをこうして映し出す」


「へえ。凄い能力だね」


　感心する陽樹に、吉村は「たいしたことない」と皮肉な笑みを浮かべた。


「そんなことないよ。凄い便利じゃないか」


「俺のこれは、俺がこの目で見たことしか映し出せない。なんの役にも立たないよ」


　古い時代は密事を交わしたり、遠くの者に便りを届けたりと、随分重宝がられた力だったが、通信の発達した今はまったく使い道がないのだと、吉村は自嘲混じりに言った。


「手紙や鳥に託して遠くに飛ばせる使役もいたが、俺はせいぜい自分の行動範囲内だ。こんな役に立たない式神を持つやつなんか、ここでも俺しかいない」


「え、じゃあ、これができるのって吉村君だけなの？　レアじゃないか。凄いな！」


「だから全然凄くなんかないんだって。……ほら、動くぞ」


　吉村に促され、地面に映し出された自分たちの姿に目を向ける。陽樹の肩の上で地団駄を踏んだシロが、叫びながら両腕を上に掲げていた。その瞬間、シロの頭上から稲妻が生まれるのが見えた。シロが腕を振るのと同時に稲妻が落ちてくる。まばゆいばかりの閃光。陽樹が腕で顔を庇い、その陽樹の姿が一瞬で遠くなる。吉村がふっ飛ばされたのだ。


「……やっぱり、シロが稲妻を呼んで吉村君に向けて落としている」


　役に立たないと卑下する吉村だが、自分の映し出した映像に嘘はないことを知っているのだろう。真剣な目で今起きた出来事を確かめ、「そうだな」と、初めて肯定した。


「シロ、お前凄いな」


「……うむ。これは私がやったようだ」


　シロも自分がしたことを再現され、実感したようだ。まだ技がおぼつかずに、吉村に直撃しなくてよかったと改めて思う。


「けど、やっぱり信じられないよ。そこの草も、お前の式神、……その、シロ、が生やしたんだろ？」


　吉村が言い、シロが生み出した新芽を指さし、それから雷の落ちた穴に視線を移す。


「これとあれを、両方やれる式神がいるなんて、聞いたこともない」


　それを目の当たりにした今でさえ信じられないと、吉村がシロを見つめ、大きく首を傾げた。


「それぞれの式神が持つ能力は一つのはずなんだ。火は火。風は風。生じた火を操ることはできても、風を起こして燃え広げることはできない。ましてや植物を生やすのと、雷はまったく違う属性だ」


「それはよく分かんないけど。でも、……あれ？　シロ、お前、風も起こせるよね？」


　以前「剥がし」の儀式を行われ、消滅させられそうになった時、シロは竜巻を起こした。結界の中で先に風を起こしたのは住職だが、シロはそれを凌りょう駕がするほどの大きな風の渦を作り出し、縄ごと吹き飛ばしたのだ。


　試験の時だってシロは花瓶を倒し、ドアを開けた。あの時は数センチで、試験官は偶然だと言っていたが、陽樹はちゃんと見ていた。あれはシロがやったのだ。


「それに、石を割ったり、水を出したりもするよ？　これは豊穣の技を繰り出そうとして失敗して、そうなっちゃうんだけど。そういうのって普通はできないものなの？」


　試験官が半笑いでシロがやったことだと認めなかったのは、今の吉村と同じく、二つの属性を持つ式神などいないと信じ切っていたからなのかもしれない。


「嘘だろ……？　そんな万能な式神がいるなんて。それってもう、式神じゃなくて……」


　神じゃないか、と吉村が呟き、いやいやと自分の言葉を自分で打ち消すように、激しく首を振っている。


　神は大おお袈げ裟さだとしても、シロは相当高いポテンシャルを持っているらしい。吉村もそれは認めざるを得ないようで、こちらに向ける顔つきが変わっていた。


　驚きと尊敬の眼まな差ざしを向け、「信じられないけど、認めるしかないよな」と言うのだ。


「凄い式神だ。お前のシロって」


　吉村が陽樹の式神をちゃんと名前で呼んでいる。さっきまでの邪険な態度は消え失せ、照れたような笑顔を向けてくる。


　シロが褒められるのは、陽樹としては嬉しいことだ。だけど少し、……ほんの少しだけ、素直に喜べない気持ちがある。それは、シロのこの万能な力に、自分は何一つ関わっていないからだ。


　侮辱された陽樹を庇い、憤り、シロは本来の実力以上の力を発動させたのかもしれない。それは嬉しいし、ありがたいと思う。だけどやはりほんの少しだけ、置き去りにされたような気分が残った。


「吉村君の式神だって、凄いと思うよ。これだけの数の生徒がいる中で、あれができるのがたった一人だなんて、激レアだよ。誇っていいと思う」


　湧き上がってくる嫌な感情を誤ご魔ま化かすように、陽樹はわざと明るい声を出し、吉村の式神のことを褒めた。


「そんなことない」


　吉村が謙遜ではなく、陽樹の言葉を否定する。


「そうだって。もっと自信持ちなよ。これは自分にしかできないことなんだって。ずっと一緒にいるんだろ？　吉村君のために、今だってあんなに鮮明なホログラムを作ってくれて。それを役に立たないなんて言ったら……可哀想だ」


　陽樹の言葉に吉村はハッとしたような顔をした。その肩越しに、形の成さない光がふわっと浮かんだ。


「よく見えないけど、なんか喜んでるみたいに見える。吉村君の式神」


　吉村が振り返り、自分の後ろで光っているそれを見つめる。柔らかい光が吉村を包み、色を変え、キラキラと輝いた。








　その夜、陽樹は久し振りに夢殿の中にいた。


　すぐに庭に下り、朱色の橋に向かう。陽樹の服装は前と変わらず、庭の景色も花の香りも同じだった。


　橋のたもとに行くと、煌玲がいた。今日は池を覗いておらず、近づいてくる陽樹を迎えるように眺めている。


　側まで近づき、お互いを見つめ合う。柔らかい笑顔を向けられ、陽樹も笑顔になった。


「失くしものは見つかりました？」


　陽樹の問いに、煌玲は表情を変えないまま静かに首を横に振る。


「そう……」


　手助けをしてあげたいが、煌玲自身が何も思い出せていないのだから、手伝いようがない。まだ落ち込んでいるかな……と、煌玲の顔色を見ようと目を上げると、煌玲のほうからも、陽樹の顔を覗いてきた。


　切れ長の瞳にじっと見つめられ、性懲りもなく心臓が跳ね上がる。綺麗な顔は、いつまでも見ていたいと思うが、見つめられる立場になると、落ち着かない。


「……どうした？　今日はぬしのほうが、元気がない」


　思いがけない言葉に、え、と煌玲を見返す。真っ直ぐに注がれた瞳がふっと和み、「どうした？」と、再び優しい声で聞かれた。


「なにも……」


　いつ会えるか分からない人にやっと会えて、しかも逢おう瀬せの時間は短く、いつ途切れるかも分からない。だから、心配を掛けたり、沈んだ顔を見せたりせずに、楽しい時間を過ごしたいと思っていた。


「何故隠す。ぬしに元気がないと、私も悲しい。聞かせてくれ」


　だけど煌玲は、陽樹の屈託に気付いたらしい。


「ぬしは以前、私の憂いを取り去ろうと、懸命に労ってくれた。ぬしの憂いを、私も取り去りたい」


　煌玲が陽樹の手を取り、優しく撫でた。前に陽樹がしたことを、今日は煌玲が与えてくれる。甘えてこいと、陽樹の手を撫で、微ほほ笑えんでいる。


「たいしたことじゃないんですけど……、ちょっと、自分が情けなくなっちゃって」


　シロと一緒に惇聖学園に乗り込んで、二週間経った今もなんの成果も得られない。シロは日々の精進で、どんどん力をつけているのに、自分は何もできず、それが情けなかった。


「努力の仕方が分からないっていうか、足を引っ張るだけで」


　山の雷も、和尚の術を跳ね返したあれも、今日、吉村に落とそうとした雷も、シロの力は凄まじいもので、あのオコジョは、本当はもの凄い潜在能力を持っていたことを思い知った。


　式神と使役は対だという。学園の連中は主従と捉え、陽樹は対等な立場だと考えた。


　だけど今の関係はそれとも違う。


「一緒に頑張ろうねって言い合ってるのに、僕は手助けもできなくて、いっそ僕は……いなくてもいいんじゃないか、なんて思うと……本当、情けない」


「陽樹。そのようなことはない」


　煌玲が陽樹の手の甲を撫で、そっと包んでくれた。


「ごめんなさい。愚痴言っちゃって」


　元気で明るいのが取り柄なのに、煌玲の優しさに甘え、つい弱音を吐いてしまった。


　陽樹が謝ると、煌玲は無言で首を横に振った。それから優しい笑みを浮かべ、陽樹を見つめてくる。以前は冷たいと感じた煌玲の手は、今日はとても温かく、穏やかな瞳に慰められ、心まで解ほぐれていくようだ。


「話したら、元気が出た」


　陽樹が言うと、煌玲が確かめるように目を覗いてくる。


「無理に元気を出さずともよい」


　煌玲はそう言って、陽樹の手を握ったまま、もう片方の手でよしよしと、頭を撫でてくれた。小さな子どもをあやすような仕草に陽樹は笑い、次の瞬間にはツン、と鼻の奥が痛くなった。学園での孤立した生活は、気付かないうちに、陽樹に相当のプレッシャーを与えていたらしい。


　握られたままの手を引かれ、池のほとりにある大きな岩に誘導された。苔の生えた丸い岩の上に煌玲が腰を下ろし、お前も来いと引っ張ってくる。


　岩の上に並んで座る。煌玲の手はずっと陽樹の手を握ったままだ。


「陽樹、今日はキャラメルを持っていないか？」


　身体を寄せ合うように座りながら、煌玲が陽樹に聞いてきた。ポケットに手を入れて探ると、キャラメルが一個出てきた。掌に載せた小さなお菓子を見て、煌玲が嬉しそうに微笑む。


　煌玲にそれを差し出すと、煌玲はキャラメルの包みを開け、「今日はそなたに」と陽樹の口元にそれを持ってくる。


「僕はいいです。これは煌玲に」


「いいや。ぬしが食べろ。以前陽樹は、これで私を慰めてくれた。今日は私がぬしを慰めたいのだ」


　無邪気な笑顔で煌玲はそう言い、「さあ、食べろ」と言ってキャラメルを差し出してくる。


　陽樹の持ってきたキャラメルで、陽樹を慰めようとしている煌玲がなんだか可笑しくて、思わず笑ってしまった。


　煌玲は「さあ」と言って、陽樹の唇にキャラメルを押しつける。素直に口を開けて、それを受け入れた。


　甘い味が口内に広がった。


「美味いか？」


　満足そうな顔をして聞いてくるのがまた可笑しい。キャラメルを口の中で転がしながら、陽樹は笑顔で頷いた。


「そうか。それほど美味いか。それはたいそう甘いからな」


　煌玲が陽樹の口元をじっと見ている。ポケットを探ってみるが、キャラメルはあれ一つしかなかったらしく、指先には何も触れなかった。


　しつこくポケットを探っている陽樹に、煌玲がどうしたと問うような顔をした。


「煌玲にも食べてもらいたくて。キャラメル好きでしょう？」


　夢の中だから、都合よくもう一個ぐらい出てきたらいいのにと、残念に思う。陽樹を元気づけようとする煌玲の気持ちが嬉しく、陽樹のほうからも煌玲を喜ばせたかった。


「ないみたい」


　陽樹はキャラメルなんかいつだって食べられるのにと思うと、本当に残念だった。隣でそんな陽樹の様子を見ていた煌玲が、「ならばこうしようか」と言って、陽樹の腕を引いた。


　微笑んだまま、煌玲の顔が近づいてくる。何をするのかと、その綺麗な顔を見つめている陽樹の唇に、煌玲のそれが合わさってきた。


「あ、……ふ」


　驚いて固まる陽樹にかまわず、ゆっくりと煌玲が顔を倒した。柔らかい舌が陽樹の中に入り込み、キャラメルを奪い去っていく。


　唇が離れ、煌玲がキャラメルを口の中で転がした。「甘い」と言って笑っている顔を、陽樹は茫ぼう然ぜんと見つめる。


　あまりにも自然に陽樹の口からキャラメルを持っていかれ、陽樹は何も言えず、ただキャラメルの行方を見守っていた。煌玲は嬉しそうにキャラメルを味わいながら目を細め、「甘いな」ともう一度言って、笑っている。


「返そうか……？」


　突然の出来事にまだ固まっている陽樹に、キャラメルを取られて陽樹が怒ったとでも思ったのか、煌玲がそう言って、また唇が近づいてきた。


「あ……」


　重なる瞬間、陽樹は口を開け、素直にそれを受け取っていた。煌玲の舌に載せられたキャラメルがスルリと入ってくる。陽樹の口の中に戻ってきたキャラメルは、ほんの僅か小さくなっていて、さっきよりも甘いと感じた。煌玲は微笑んだまま、陽樹の口元を見つめている。


「煌玲……」


　名を呼ぶと、煌玲が再び近づいてくる。腕を引き、掴まった。自分から引き寄せ、首を倒し、煌玲の唇を待つ。


「……ん」


　入り込んできた煌玲の舌先に、キャラメルを載せてやる。今度は唇が離れていかず、重なったままキャラメルが二人の間を行き来した。


「ん……ん」


　甘い塊が少しずつ溶けていく。煌玲の舌が甘かった。キャラメルと共に煌玲の舌を味わう。


　閉じていた目を開けると、煌玲も陽樹を見ていた。瞳が細まり、煌玲が笑う。


　繋いでいた手はいつの間にか離れ、煌玲の腕は今、陽樹の頭を抱いている。すっぽりと収まるようにして、陽樹は煌玲の胸の中にいた。


　キャラメルは甘く、煌玲の胸は温かく、身体が溶けてしまいそうだ。


「ぁ、……ん、ふ、ぁ」


　鼻から抜けるような声が出て、自分の声の甘さに驚くが、自然に漏れてしまう。至近距離で見る煌玲の顔は、やっぱりうっとりするほど綺麗だ。


　頭がぼうっとしてきて、目の前が霞かすんできた。覚醒の予感に抗あらがい、煌玲の着物の裾を強く握り、引き寄せた。


「煌……玲、あ、ぁ、……煌玲……」


　煌玲の名を呼び、引き留めてほしいと強く願った。


　夢から覚めたくない。もっとこうしていたい。


　霧が濃くなっていく。朧おぼろげになっていく感触を追いかけようと、陽樹は必死に縋すがりついた。








　ぼうっとしたまま陽樹は天井を見上げた。


　夢の余韻がまだ身体に残っていて、心地好い倦けん怠たい感かんと目覚めてしまった寂しさとで、陽樹はベッドの上で動けないでいた。


　遮光カーテンが引かれた部屋は暗く、だけど窓の外からは朝の気配がした。


　そっと腕を上げ、自分の唇を触ってみる。目が覚める瞬間まで、ここに煌玲の唇が重なっていた。


「……ファーストキスだったんだけど」


　夢の中で、しかも男の人とキスをしてしまった。


　茫然となるが、嫌悪感は微塵もなく、むしろ嬉しい。口移しでキャラメルを交換し合った行為は、次第に熱を増し、最後のあれは、完全に口づけという性行為だった。強く求めたのは自分だけじゃなかったと思いたい。


　夢の中の出来事なのに、昨日と今日とでは、自分の中の何かが変わってしまったような気がした。空気の匂いが違い、色が付いているようにさえ感じる。


　ズクズクと身体の内側が疼うずく。顔が熱かった。


　陽樹の枕元ではシロが丸くなって眠っていた。穏やかな寝息を立てている様子になんとなくホッとする。夢の中で煌玲とキスをしながら、陽樹の口からは艶なまめかしい声が漏れていた。寝言を言うような癖はないはずだが、もし声を出していたなら恥ずかしい。


「聞いてないよね……？」


　呑気に寝ているシロの顔を覗き込むと、丸まって短い腕で顔を隠すようにしているシロの口が、モゴモゴと動いているのを見つけた。


「なんだ？　なんか食べてる夢でも見てるのか。食いしん坊だからな」


　笑いながら口を動かしているシロの顔を眺めていると、ふわん、と甘い香りが漂ってきて、陽樹は眉を寄せた。


「まさか寝ながら何か食べてるんじゃないだろうね」


　口の中で何かを転がしているような動きが妙にリアルで、陽樹は寝ているシロの口をそっと開けてみた。


「やっぱり。……なんか食べてる。お前、危ないだろう」


　熟睡しながら口に物なんか入れて、窒息でもしたら大変だと、シロの口に指を突っ込んで、中のものを取り出そうとした。


「こら、起きろ。お前、夜中に何つまみ食いしてるんだよ」


　陽樹に指を突っ込まれたシロが目を開けて、短い両手をバタバタとさせた。


「じっとして。困ったやつだな。本当危ないから、こういうのはしちゃ駄目だろう」


　小さな手で陽樹の指を掴み、抵抗するシロに「ほら、暴れないの」と、中に入っているものを取り出してやる。


　コロン、と口から茶色の塊が転がり出てきた。手に載せてよく見ると、それは溶けかけたキャラメルだった。


「……お前」


　寝ていたところを無理やり起こされてしまったシロが「無礼な」と不機嫌な声を出した。


「寝ている者に悪さをしようとは、いくらなんでも酷いぞ、陽樹」


「いや、だから寝ながらこんなもの食べたら駄目だって。虫歯になるよ。あれ？　式神は虫歯にならないのかな。でもやっぱり行儀が悪いから駄目」


「知らぬ。そのようなものは」


「じゃあこれはなに？　お前の口から今出てきたんだぞ」


　机の引き出しにお菓子を入れてあるのはシロも知っている。勉強の合間や食事前のちょっとしたおやつで、シロがしょっちゅうそこからつまみ食いをしているのを陽樹も知っていた。


「引き出しから出してきたんだろう？　食べてかまわないけど、寝ながらは駄目だからね」


「今回は違うぞ！」


「嘘ばっかり」


「誰だ。私に罪を着せたのは」


　濡ぬれ衣ぎぬだとシロが騒ぐ。キャラメルを取り上げるために身体を押さえ付けられていたから、足を踏みならす代わりに尻尾を振り回している。先っちょだけが黒くなっている尻尾が、パンパンと音を立てるのが可笑しくて、陽樹はシロを叱りながら、笑ってしまった。








　陽樹が惇聖学園にやってきてから一ヶ月半が経ち、今は梅雨の季節だ。


　惇聖学園の敷地は広く、礼拝堂や武術館、大小の社や祓い所など、多くの施設が山の至るところに建っているが、屋外を使えない今の季節は、何処に行っても人口密度が高くなる。


「他よ所そに移ってもらおうか。退いてくれるかな」


　武術館の隅で自主鍛錬をしていた陽樹の背中に声が掛かった。


「悪いね。今日は何処もいっぱいで、鍛錬する場所がないんだよ」


　西園寺が笑顔で陽樹を追い出そうとする。なんでわざわざこんな隅っこに来るのかと思うのだが、文句を言っても仕方がない。Ａクラスの西園寺に退けと言われたら退かなくてはならない。理不尽だと思っても、それが規則なのだから従うしかないのだ。


「分かりました。どうぞ」


　涼しい顔をして立っている西園寺の横を通り過ぎる。


　西園寺は陽樹よりも頭半分ほど背が高いが、その横に、西園寺よりももっと大きい男がいた。男の服装は時代劇で見るような肩の尖とがった羽織に長い袴を穿はいている。髪は長く、頭の高いところで一つに結び、顔には大きな紙が貼ってあって、表情が見えない。それが西園寺の横でふわふわと浮いていた。西園寺の持つ豊穣の式神だ。


　ある日突然──厳密に言えば陽樹が夢殿で煌玲とキスを交わした翌朝から、陽樹は式神の姿が視えるようになっていた。


　朝起きた時に、空気の匂いと色を感じたのだが、あれは気のせいではなかったようだ。


　煌玲との出来事がきっかけになったのか。原因は分からないが、陽樹の中で変化が起こり、使役としての目覚めが訪れたのだ。


　祝詞をあげる時、陽樹の声音に色と重みがついた。自分の祝詞がシロに届くのを、自分の目で確かめられたのが驚きだった。そして陽樹の祝詞を受け取ったシロは、それを力にして術をこなす。


　陽樹の開眼はシロにも影響し、急激な成長をもたらした。


　今では三回やれば三回とも、思った通りに草も花も生み出すことができるようになっていた。風は未だ微量ではあるが、確実に起こせる。雷に関しては、吉村を吹き飛ばしたあの時だけで、それを自在に起こせるようになるのが目下の課題だ。


「使う場所が限られるから、この季節は鍛錬の場を区別してほしいね。向上が見込めないものは、教室か寮の自室で自習でもいいと思うんだ。今度申請してみようか」


　穏やかな口調で西園寺が言う。要はＡクラス以外の生徒の存在が邪魔だと言っているのだ。


　西園寺の周りには式神とは別に、彼の取り巻きたちもいた。その中に碓氷の姿もあり、陽樹が手を上げると、碓氷からも笑顔が返ってくる。


「碓氷君、精進が終わったら、ちょっと相談したいことがあるんだけど」


「ああ、いいよ。なんだろう」


「詳しいことは教室で……」


　話をしている途中で「圭。急いで」と幾分強い声が掛かった。西園寺が冷ややかな目でこちらを見ている。


「……時間が勿体ない。今は雑談をする時間じゃないだろう。どうでもいいようなことで僕の時間を潰さないでくれ」


「ごめん」


　慌てて西園寺のところへ駆け寄っていく碓氷を見送り、陽樹は首を傾げた。


「……なーんか、目の敵にされてるんだよなあ」


　Ａクラスの生徒たちは陽樹たちＣクラスの人間を見下すが、西園寺は陽樹にだけ特にトゲのある態度を取るように感じるのだ。


「馬が合わないってことはあるんだろうけど、でも、そこまで話したこともないんだけどな」


「焦ってるんじゃないか？　芹川の式神が万能だってことが知れたから」


　陽樹の隣でそう言うのは吉村だ。彼とはシロが雷を落としたあの時以来、なんとなく一緒に行動するようになり、今では二人で組んで鍛錬をしていた。


「Ａクラスに移らないかって言われたんだろう？　トップの座が危うくなると思えば、そりゃ西園寺も気が気じゃないだろうよ」


　発揮する力の加減はまだバラバラだが、シロが属性を超えた万能の能力を持つことが分かり、教師たちの目の色が変わった。


　呼び出され、編入試験の時のように様々な課題を出され、それをこなした陽樹たちは、Ａクラスへの編入を促されたのだが、陽樹はＣクラスに留まりたいと断ったのだ。


「まさか。彼と僕とじゃ全然レベルが違うよ」


　万能だと言われてピンとこないのもあったし、第一陽樹もシロも、期待されるほど能力を使いこなせていない。そんな状態でいきなりＡクラスへ行っても、きっとついていけないからと、現状のままいさせてくれと願い出たのだった。


　学期の中途で転入してきて、その学期が終わる前にまたクラスが変わるなんて、そんなめまぐるしいことは嫌だという思いもある。何よりＡクラスに行けば、今よりも窮屈な学園生活になることが容易に想像でき、修業以外のことでこれ以上嫌な思いをしたくないというのが本音だ。


「それよりさ、教室に戻ったら、みんなに声掛けしようよ。何人集まるかな。人数が多いほどいろんなことができるし」


　話題を変えた陽樹に、吉村が「ああ……」と気のない声を出した。


「『惇聖祭』な。……でも、難しいと思うよ」


「なんで？　みんなで集まってワイワイやろうよ。楽しそうじゃないか」


　やる気満々の陽樹に対し、吉村の態度は消極的だ。


　惇聖祭とは、秋に行われる高等部の行事で、生徒が式神を使った技で競い合い、優劣を決めるというものだ。水、火、風など、主に自然を操る使い手が出場し、その技をみんなの前で披露し、優秀者は表彰される。


　その日は、惇聖学園を目指す麓の中学の生徒や、もっと小さい使役候補の子どもたちも招かれ、使役が式神を華麗に操る様を見物するのだ。


　出場者は学園側から推薦する生徒と、他は任意参加となっている。人数も自由で、一人参加もいれば、グループで参加する生徒らもいる。


「だって誰でも参加していいんだろう？　やろうよ」


　要は武術大会と学園祭とが合体したようなもので、陽樹はそれに参加するための仲間を集めようとしているのだ。技で敵かなわないなら、数で勝負しようと思っているのだが、吉村が乗ってきてくれない。


「でもな、芹川。誰でもって言うけど、それ表向きだよ。出るのはＡクラスばっかりだし、俺らが出たところで敵うわけもない」


　使役の力を誇示するための催しで、ここを目指す者たちへのデモンストレーションなのだから、能力の劣る自分たちのような生徒の参加は歓迎されないと、吉村が尻込みをする。


「そんなの任意参加を謳ってるんだから、出たもの勝ちだって。負けたって、別にペナルティがつくわけじゃないんだろう？」


「そりゃあ、……そうだけどさ」


「だったらやろうよ。大勢で盛り上がったら楽しいと思うんだけどな。だいたいこの学園、そういう行事がなんにもないし」


　学習旅行は権威ある寺社に出向いての修業だし、せっかく武術を習っているのに大会にも出ない。部活動も存在せず、すべてが使役としての鍛錬のみだ。特殊な訓練学校という性格を持っている施設なのは承知だが、遊びが何もないのは息が詰まる。


「とにかく、クラスの連中に声掛けてみようよ。祭り、祭り。僕らで勝手に楽しもう」


　気乗りのしない吉村を熱心に勧誘しながら、武術館の玄関まで行った。靴を取ろうとして靴棚を覗いた陽樹は、そこにある自分の靴を見て、絶句した。


　棚に並んである数足の中、とりわけ泥だらけの靴が、他とは距離を離したところに投げ入れられている。外は雨だが、ぬかるみをわざと選んで歩いたのかと思うような有様で、ぐちゃぐちゃに塗りたくられた泥は、靴の中にまで入っていた。


「えー……、なんでこういうことするかなあ……」


　ここで靴を脱ぎ、棚に置いた時にはここまで汚れていなかったのだから、誰かが意図的にやったのは明らかだ。


「こういうの、小学校の時にされて以来だ」


　低学年の頃、何度か靴を隠されたことがある。だけどちょっと探せばすぐに別の生徒の下げ駄た箱ばこにあるのを見つけたし、意地悪というよりも悪戯だった。こんな、履けないレベルまで汚されたのは、小学校の時でもなかった。これは、嫌がらせだと思う。


「……あー、酷ぇな。誰だよ、こんなことしたの」


　陽樹の隣で靴棚を覗いた吉村が言い、運動用のシューズを持ってきてやると、一足先に外へと出て行った。


　吉村が戻ってくるのを待ちながら、陽樹はついさっき、時間を潰すなと苛立った声を出していた西園寺を思い出していた。焦っているんだろうと言った吉村の言葉も。


「そんなこと言われても、ライバルになりようもないくらい、差があるのに」


　Ａクラスへの編入を断ってよかったと、心の底から思う陽樹だった。








「基本的に風、水、火、豊穣の式神の出場が多いけど、絶対ってことはないんだよね？」


「うん。観客に技を見せるっていう意味で、それが一番分かりやすいからそうなってるだけで、規定は特になかったはずだ」


「そうか。夢見や先見の技なんか、披露しようもないもんね」


　西園寺に武術館を追い出された二人は、教室に戻っていた。吉村に去年の惇聖祭の様子を聞いているところだ。


　教室には陽樹たちの他にも数人の生徒がいた。陽樹たち同様、鍛錬の場所がなく、仕方なく教室で教本を広げたり、予習をこなしたりしている。


　吉村の説明によると、惇聖祭は講堂や武術館ではなく、野外ステージで行われるということだ。


「芹川、お前本当に出るつもりなのか？」


　吉村に改めて聞かれ、「もちろん」と即答する。


「僕と吉村君の二人じゃ、派手さに欠けるから、やっぱり他にも手伝ってもらいたいよね」


「悪かったな、地味で。っていうか、俺、やるなんて言ってないぞ」


「やろうよ。楽しいよ、きっと」


　陽樹の再度の勧誘に、吉村がうーん、と煮え切らない。


「だって俺、披露する技なんかないじゃん。お前のシロみたいに花を咲かせられるわけじゃないし、水も風も起こせないぞ」


「投影があるじゃないか。ステージ上にさ、こう、バーン！　って、でっかいホログラム出すとか」


「えー、そんな大掛かりなのはできないよ」


「練習しても無理そう？　なんかいい方法ないかな」


「うーん……そうだなあ」


　吉村がほだされ始めたところへ、碓氷がやってきた。


「さっきはごめん。せっかくの鍛錬の場所を追い出しちゃって」


「いや。いいんだ。それに、追い出したのは碓氷君じゃないし、ね」


　陽樹が言うと、碓氷はいつもの困った笑顔を作り、やはり「ごめん」と謝る。


「それよりさ、さっき言った相談のことなんだけど、碓氷君、僕らと一緒に惇聖祭に出場しないか？」


　陽樹の誘いに碓氷が驚いた顔になる。


「今ね、吉村君と相談していたところなんだ」


　ね、と吉村のほうを向くと、吉村は曖昧な顔を作り、「いや、俺は出るって決めてないし」と言って頭をかいた。


「そんなこと言わないで出ようよ。碓氷君もどう？　みんなでやろうよ。碓氷君の式神は水を操るんだよね。それで何かできないかな」


「僕は……たぶんその時は西園寺君のサポートに入るから。無理だと思う」


　碓氷が申し訳なさそうに言った。


「ほらな。出るのはＡクラスの連中ばかりなんだよ。そんな中で俺らみたいのがやったって敵うわけないんだって。シロはそりゃ万能の才があるけど、それでも西園寺の豊穣に比べたら、全然だろう？　そこに俺の投影が加わったってさ、どうにもならないよ」


「敵うとか敵わないとか、そんなこと考えなくてもいいと思うんだけどな……。技が劣るのはしょうがないけど、だったら他のことで補えばいいじゃないか」


「他のこと？」


「うん。例えば、ダンスしてみせたりとか。歌……？　とか歌ってみる？」


　陽樹の思いつきの提案に、吉村が呆れたように溜息を吐く。


「いや、今のは本当に例えばって話だけど、そういう工夫をして、こう、見た感じを派手にできると思うんだよ。ダンスでなくても、ほら、吉村君って運動神経いいだろう？　バク宙とかできるし」


「ステージで俺にバク宙やれってか？　式神の技の披露会なのに？」


　吉村が冷めた目で陽樹を睨み、陽樹が大真面目に「うん。やったらいい」と答えたので、「えっ」と目を見開く。


「バク宙やりながら、投影するとか」


「無茶言うなよ」


　吉村と陽樹とのやり取りを呆気に取られて見ている碓氷に、「ねえ、何かいい案ないかな」と、陽樹が振ると、碓氷も真面目に考え込んだ。


「バク宙もいいけど……」


「おい、碓氷まで止めろよ」


　慌てて止めようとする吉村に、碓氷が「いや、ちょっと思いついたんだけど」と、顔を上げた。


「なになに？　なんかアイデアある？」


　顔を寄せ合って話している三人を、他の生徒たちが遠巻きに眺めている。陽樹が惇聖祭に出ようと二人を勧誘していた時には、馬鹿にした顔をしていたのが、いつの間にか教本を閉じ、聞き耳を立てている様子だ。


「それ、いけるんじゃないか？　なあ、吉村君」


「……そうかなあ。自信ないけど」


「いけるって。碓氷君、ナイスアイデア」


「ありがとう。でも、それだけじゃあ場が持たないよね」


「そうだよね。やっぱりもっと人数が欲しいな。誰か……」


　陽樹が教室を見渡すと、後ろの席にいる生徒と目が合った。慌てて閉じた教本をまた開こうとする彼の名を呼び、おいでおいでと手招きをする。


「本もと宮みや君ってさ、水の気だったよね。よかったら、僕らの話に加わらない？」


　狼狽うろたえて目を泳がせる本宮に、にっこりと笑い掛ける。


「きっと楽しいことが起こるよ。みんなで盛り上がろうよ」


　遠巻きにこちらを眺めていた他の生徒にも声を掛け、全員で楽しまないかと勧誘した。








　陽はる樹きの夢殿にいた。


　いつものように池のほとりに行くと、今日も煌こう玲れいが陽樹を待ってくれていた。駆け寄って抱きつき、高いところにある煌玲の顔を見上げる。


　陽樹を見下ろし、煌玲が笑みを浮かべた。


　お互いに何も言わず、自然に手を繋つなぎ、いつかキャラメルを交換し合った岩の上に二人で腰を下ろす。移動の間も座ってからも繋いだ手は離れず、互いの顔を見つめ、微笑ほほえみ合う。


　キスを交わしてから二度、陽樹は煌玲と夢殿で会っていた。池のほとりで待ち合わせ、こうして身体からだを寄せ合い、二人の時間を過ごしている。


　……恋人同士みたいだ。


　こっちに顔を向けて微笑んでいる煌玲の顔を眺めながら、陽樹はそんなことを考え、一人で顔を赤らめる。


「どうした？」


　煌玲に聞かれるが、恥ずかしくて口には出せず、なんでもないと首を横に振り、笑顔で誤ご魔ま化かす陽樹だ。


「良きことがあったのだな？　今日の陽樹はとても楽しそうだ」


　煌玲がそう言って陽樹の機嫌を察し、「聞かせてくれ」と促してくる。


「うん。学園の行事のことでね」


　煌玲と逢おう瀬せを重ねていくうちに、陽樹の口調はくだけたものに変わっていた。煌玲のほうも、陽樹に対し、いろいろな感情を見せてくれるようになった。以前は憂いも喜びも、霧の中のようにうっすらとしたものだったのが、はっきりとしてきたような気がする。


　陽樹に打ち解け、気を許してくれているのかと思うと嬉うれしい。それに、会うたびに陽樹を見つめる瞳に熱が宿り、それが増していくように感じるのは、自分の願望だろうか。


「放課後、クラスのみんなに声を掛けて、やろうよって誘ったんだ」


　惇じゅん聖せい祭さいのことと、陽樹が熱心に勧誘した様子を煌玲に話して聞かせる。


「仲のいい子二人と、あ、一人は掛け持ちっていうか、もう別のクラスでの参加が決まってるから、当日一緒に出ることはできないんだけど。でも協力はしてくれることになって。他にも何人か、やってみようかなって言ってくれて。あと一押しな感じ」


　陽樹の熱意に圧倒された形で、迷いながらも前向きになってくれた生徒もいた。


「夏休みに入るまでに、もうちょっと仲間を増やしたいんだ」


「そうか。それは楽しそうな催しだ」


「うん。楽しいよ。いろんなアイデアが出て、けっこういい線いきそうなんだ」


　まだ何も始まっていない段階だが、みんなで協力し合えたら、きっと大がかりな演出が叶かなうと思うのだ。


「技だけじゃなくて、凄すごく頭が良かったり、運動神経がずば抜けていたり、そういう人がＣクラスにもいっぱいいて」


　普段は西さい園おん寺じの影に隠れるような振る舞いをしている碓うす氷いは、頭の回転が速く、アイデアも豊富で、ちゃんと自分の意見を持っている。吉よし村むらも前は教室で静かにしていて、影が薄かったが、実は運動神経が抜群で、話し合いが始まれば、みんなを纏まとめるのが上う手まく、自然とリーダーシップをとれる人物だった。


　使役という普通の人には持ち得ない才能を持って生まれ、小さな頃から修業をこなし、周りが次々と脱落していく中、惇聖学園まで上がってきた連中だ。強きょう靭じんな精神と肉体は、式神の能力に関係なく、むしろ学業やスポーツならＡクラスよりも優秀だという生徒もいるのだ。


　力の差は単に式神の持つ技の大小だけであり、彼らが劣っているわけでは決してない。


「だいたい、その式神の能力差だって、大炎が出せるからって、火花をないがしろにしていいなんて、そんなのやっぱりおかしいと思うんだ」


　野を一瞬で焼き尽くす大炎は出せなくとも、火花が十人で力を合わせ、そこに風の力が加われば、空に大輪の花火を打ち上げることだってできる。


「そういう学園のやり方が、納得いかない」


　確かに今まで陽樹が通っていたところとはまったく違う性質を持つ学校だ。生徒は皆優秀で秩序があり、……制御されている。


「そういう学校なんだろうけど、……なんだろう。正しくないって思うんだ。上手く説明できないけど」


　学校って、もっと単純に楽しく、もっと馬鹿みたいに騒がしく、時には羽目を外して教師に叱られたり、みんなで団結して何かをやり遂げたり、そういうことが糧となり、成長していくものなのではないかと思うのだ。


　それが惇聖学園は、式神の力の差によって生徒を選別し、Ａクラスの生徒はいつもイライラしていて、Ｂはその顔色を窺うかがい、Ｃはオドオドと大人おとなしく暮らしている。


「精進は大切だし、それを第一に考えるのは当たり前だけど、やっぱりそれだけじゃつまんないよ。だから、その中でも自分たちで何かをやってみたいんだ。本当は、クラスの垣根とか関係なくやりたいんだけど」


　切せっ磋さ琢たく磨まという言葉はそれらしいが、学園のあれはやはり違うと思う。


「だから今、みんなに声を掛けている。僕一人が張り切ってる感じで、ちょっと恥ずかしいんだけどね」


　熱血なんて言われたら、陽樹は決してそういうタイプではない。だけど自分が声を上げたのだから、最後まで走ってみたいのだ。


　そうすれば、式神と使役との関係だって、おのずと変わっていくと思う。主従ではない、友だちともまた違う、名前のつけようのない、絆のようなものが自然と生まれたらいい。


「僕は外から来た生徒だから、『こうあるべき』みたいなのがなくて、だから、逆に気楽に動けるってこともあると思う。でも、なかなか温度差があって難しい」


「ぬしの好きにするといい。陽樹は間違っていない」


　陽樹の話を黙って聞いていた煌玲がそう言って、陽樹の考えを優しく後押ししてくれた。


「ぬしには導きの力がある。きっと良い結果を生むことだろう」


　煌玲の励ましが嬉しくて、「そうかな」と、陽樹も笑顔になる。


「導きと癒やしと、力強さがある」


「そんな、褒め過ぎだよ」


　手放しの褒め言葉に照れる陽樹に、煌玲は「本当のことだ」と、真面目な顔をした。


「私もぬしに慰められ、力を与えられている。陽樹と共にいると、たいそう心地好よい」


「本当……？」


　隣にいる煌玲の顔を覗くと、煌玲はゆったりと頷うなずき、笑った。


「陽樹、今日もキャラメルはあるか？」


　煌玲の声に促され、ポケットを探る。今日もそこには一個だけ、甘いお菓子が入っていた。


　どうしてここにいつもキャラメルが入っているのか、それもどうして一つだけなのか、陽樹には分からない。


　だけどこの夢殿に来るとき、陽樹のポケットにはいつもキャラメルが一個だけ入っていて、それを煌玲と二人で分け合うのだ。甘く、幸せな時が訪れる。


　煌玲の見ている前で、キャラメルの包みを開け、煌玲の口元に持って行った。笑みの形を作っているそこに入れてあげると、煌玲が口の中でキャラメルをコロリと転がす。


　美お味いしそうにキャラメルを味わっている顔に見み惚とれていると、笑ったままの煌玲が、顔を寄せてきた。


　首を傾け、小さく口を開け、キャラメルが入ってくるのを待つ。


「……ん、ぁ」


　甘い、小さな塊が舌の上に載せられ、それごと搦からめ捕とられた。ちゅくちゅくと僅わずかな水音が立ち、自分の吐息と声も耳に入ってくる。


　煌玲の唇は柔らかく、とても甘い。


　頭の後ろに添えられた手がそっと陽樹の髪を引いた。顔を上向かされ、煌玲が深く入ってきた。


「あ……ふ」


　口づけは長く続き、気が付くとキャラメルがなくなっていた。溶けたのか、落ちてしまったのか、それさえも分からない。ただ、煌玲の舌の甘さだけを感じる。


　綺き麗れいな切れ長の目が陽樹を見つめている。愛しげに眇すがめる表情に嬉しくなる。


「煌……玲……」


　好きだ。煌玲のことが、凄く好き。


　着物の裾を掴つかんで引っ張り、自分からも寄せていった。


　煌玲の唇が滑っていき、首筋を辿たどっていく。きゅ、と強く吸われて、小さな叫び声が陽樹の口から飛び出した。陽樹の頭を支えていた腕は今、背中に回っていて、服の上をさらさらと撫なでている。煌玲の身体が沈み、陽樹は腕を回し、煌玲の首を抱いていた。


　首筋にあった唇が、更に下に滑り、鎖骨を噛かんだ。身体が熱い。ふわふわと宙に浮いているような感覚がした。


　いつも着ているパーカの裾の下から、煌玲の片方の手が入り込んできた。肌を撫でる掌てのひらの感触が気持ちいい。


　首に掴まっている陽樹の顔を見つめ、煌玲が柔らかな笑みを作る。再び唇が近づいてきて、深く、激しく合わさってきた。


「ん、ん……あ、……っ、ぁ」


　繊細で美しい顔貌をした人は、力強く陽樹を抱きしめ、声を奪うように陽樹の唇を吸う。舌を絡ませ、含み、自分の中へ連れて行き、また強く吸う。


「煌玲……、は、ぁ、……こ、ぅ、れ……」


　戸惑いは少しあった。キスも、身体に触られるのも、煌玲が初めてだ。だけど拒絶する気持ちは少しも芽生えない。むしろ嬉しいと思った。だって、陽樹はこんな風に、煌玲に触られ、……求められたかったからだ。


「は……、煌玲……」


　裾から入ってきた手が、さらさらと肌を撫でていき、それを受け入れるように陽樹の身体が仰のけ反っていく。


「ぁ……、んぅ」


　煌玲の指先が胸の先に当たり、ビクン、と身体が跳ねた。


　陽樹の反応に驚いたのか、揺れていた指が遠ざかる。陽樹は自分から追い掛け、煌玲の手に身体を押しつけた。


　……もっと欲しい。止めないで。


　首に回した腕で引き寄せ、陽樹は目の前にある唇に吸いついた。








　……唐突に目覚めが訪れ、陽樹は寮のベッドの上にいた。


　煌玲の掌の感触は未いまだ身体に残っていて、心臓もドキドキと鳴っていた。


「……もっと一緒にいたかったな」


　天井を見上げながら、小さく呟つぶやく。逢瀬の時間は短くて、すぐに終わりがきてしまう。


　身体に残る余韻は心地好く、同時に物足りなさも感じていた。


　あともう少し目覚めるのが遅かったら、煌玲のあの指はどんな動きをしただろう。それを受け、自分はどんな風になっただろう。


　その先を想像し、陽樹は一人で顔を赤らめた。


　そんなことを考える自分が浅ましいと思うが、煌玲のその先の指の動きを、頭の中で追ってしまう。


「ん……」


　鈍痛に似た甘い疼うずきが身体の内側でくすぶっていた。下半身が兆している。熱を持った中心が濡ぬれているのを感じた。


　もし、煌玲がこれを知ったらどうなるんだろう……。


　陽樹の肌の上を滑っていた煌玲の指先がここに触れた時のことを想像すると、恥ずかしさと恐ろしさが湧き上がり、それなのに身体の熱がどんどん上がっていく。


　シロが身じろぎをする気配がした。


　まずいと思い、寝ているふりをする。こんな状態を知られたくない。


　じっと動かずにいる陽樹の枕元で、シロが身体を起こした。目を瞑つぶっている陽樹の顔を見下ろしているようだ。


　しばらく陽樹の顔を眺めていたシロは、陽樹がまだ起きないと思ったのか、布団に潜り込んできた。陽樹の首と肩との隙間に身体を入れ込み、丸くなろうとしている。


　猫みたいなやつだと可お笑かしくなるが、そんなシロの横で身体を持て余している自分が恥ずかしかった。とにかく昂たかぶりが収まるのを待つしかないと、じっとしていた。


「……なんだ？　これは」


　陽樹の首元で、シロがフンフンと鼻先を近づけ、陽樹の首を触ってきた。小さな指先が肌に触れる。


　そこは、夢の中で煌玲が唇を寄せ、……強く吸った場所だ。


　陽樹はハッとして目を開け、シロのほうを向いた。


「陽樹、どうした？　この辺りが赤くなっているぞ」


　指摘されたところを指で触れる。


「なんだろう。痒かゆくもないけど、虫にでも刺されたのかな」


　掌で隠すようにしながらしらばっくれる陽樹の顔を、シロがじっと見下ろしてくる。


「まだ早いよ。眠い。もうちょっと寝てよう」


　シロの視線から逃げるように横向きになり、首筋を押さえたまま、陽樹は布団の中で丸くなった。








　梅雨が明け、本格的な夏がやってきた。


　惇聖学園も夏休みに入り、陽樹は約三ヶ月振りに地元に帰っていた。


　陽樹の故郷は比較的涼しい地方だが、盛夏の陽ひ射ざしは流石さすがに厳しい。のどかな田園風景と、見慣れた山、そこらじゅうから聞こえてくる蝉せみの声さえ懐かしく、ああ、家に帰ってきたんだと実感する。


　久し振りに帰ってきた陽樹を、家族は温かく迎え入れ、兄も喜び、陽樹の学園での生活の様子を聞きたがった。不便はないか、苛いじめられてはいないか、嫌なことがあったら兄ちゃんに言えと、陽樹の顔を見るたび言ってくるのに、陽樹も苦笑しながら大丈夫と答えた。


　帰省してから二週間が経たった頃、陽樹はシロと共に惇じゅん妙みょう寺じに行った。こっちに戻ってきた時には是非顔を出せと言われていたのだが、住職のほうが留守にしていたため、今日の訪問になったのだ。惇妙寺の後継者選びのことで、忙しくしているらしい。


　寺の敷地内に入ると、夏休みのせいか、小さな子どもが大勢いた。箒ほうきを持って参道を掃いている子や、拭き掃除のための水を運んでいる子もいた。


　あの中の誰かは、将来惇聖学園に来るのかもしれない。静かに淡々と、与えられた仕事をこなす彼らの姿を横目に、陽樹は本堂へ続く道を歩いていった。


　前にここを訪れた時には分からなかった空気を感じる。清浄な風が境内を洗うように吹き抜け、真夏の暑さの中、ここだけは涼しいと感じた。汗で重たかった身体が軽くなる。


「おお、陽樹か。随分と見違えたぞ」


　本堂から出てきた住職が陽樹の顔を見て驚いたように目を見開き、次には柔和な笑みを浮かべた。この三ヶ月での陽樹の内面の変貌を、住職はすぐさま理解したらしい。


「すぐに戻ってくるかと思っておったが。そうか。お前はやはり本物だったのか。……希け有うなことだ」


　感嘆するような声を上げ、そうか、そうかと何度も頷いている。


　学園の話を聞かせてほしいと縁側に招かれた。


「どうだ？　向こうでの生活は。こちらとはまったく違う世界だからな。お前も度肝を抜かれただろう」


　平凡な家庭で、なんの苦労もなく育った陽樹の、学園での状況を容易に察した住職が、そう言って陽樹を労ねぎらった。


「はい。初めは戸惑ったし、何度も逃げ帰ろうかと思いました」


　陽樹も転入当初の情けなかった自分のことを素直に告白し、学園での生活の様子を話して聞かせた。


　編入試験でのいきなりの失敗のこと。クラスでの孤立。完全な能力主義によるクラス差別。勝る者が公然と権利を得て、劣る者が我慢を強いられている学校の規則。その序列は式神の力によって決められ、それなのにその式神を置き去りにした使役のみの順位決め。


「特殊な学校だっていうのは分かっているし、僕たち生徒は従うしかないんですけど、やっぱりちょっと、僕は納得できないです。式神だって、なんだか物扱いで」


　陽樹の話を黙って聞いているうちに、にこやかだった住職の表情が、だんだんと険しいものに変わっていく。


「それは本当の話なのか？　……いや。お前が嘘うそを吐つくとは思わないが、しかし……」


　住職がうーむと唸うなり、難しい顔をした。


「わしの知る限りでは、そんな差別はなかったはずだが」


　住職が言うには、能力の差によって精進の進みが違うのは当たり前のことで、それによる分け隔てはあっても、陽樹が言うような差別的なものではなかったという。まして、能力の勝った者を無条件に優遇し、劣る者を冷遇するなど、とんでもないことだと、憤った。


「わしがあの学園に直接関わっていたのは、かなり昔のことだから、時間と共に変化もあるだろう。だが、差別はいかん。しかも式神の存在をないがしろにするなど、本末転倒だ」


　考え込む住職の隣には、住職の式神がいた。老人の姿をした彼は穏やかな顔をして住職の隣に佇んでいる。


「そうですよね。やっぱりよくないですよね」


「どうしてそんなことになったのか」


　唸るようにしてそう呟く和尚を眺め、今のあの学園はやはり正しくない姿なのだと、陽樹は確信した。








　夏休みも中盤を過ぎ、その日、陽樹はシロと共に山に登っていた。シロと初めて出会ったあの沢へ、二人で行ってみることにしたのだ。


　前に来た時は、まだ雪の残るぬかるみ道だった登山道は、強い陽射しと降るような蝉時雨しぐれに囲まれ、完全な夏山になっていた。途中、湧き水で喉を潤しながら、陽樹は肩にシロを乗せ、のんびりと沢を目指し、登っていく。


「ここだ。ここを通り過ぎた辺りで、シロが『抜けられた』って叫んだんだよね」


「おお、そうだった。ぬしは凄い勢いでこの道を駆け下りていった。どうしても抜け出せなかった境界を超えた時には、歓喜したものだ」


「あの時には、まさか今こんなことになるなんて思いもしなかったな」


　出られない、記憶がないと嘆き、連れ出してくれと懇願され、シロを連れて山を下りた。それからはとにかく事件の連続で、たった三ヶ月しか経っていないとは思えないほどの濃厚な時間を過ごしている。


　二人で思い出を語り合いながら登っていくうちに、水音が聞こえてきて、あの沢へとたどり着く。川の側そばに生えていた木々は背を伸ばし、小川を覆うようにして葉を茂らせ、濃い影を落としていた。


「ほら、見えた。シロが立っていた岩だよ」


　沢のすぐ側にある岩を指さし、陽樹はその手前の大岩で立ち止まった。ここに腰掛け、魚肉ソーセージを頬張っていた陽樹の目の前に、シロがいたのだ。


「どう？　何か思い出すことはない？」


　シロの記憶はないままで、大事な役割を担っているという使命感のようなものも、まったく思い出せていない。


「……何も思い出せぬ。この山でぽつんと一人で冬を過ごし、ぬしと出会い、それから今日までのことしか、私の記憶に残っていない」


「そうか。久し振りにここに来たら、ちょっとは思い出すかもと思ったんだけど。まあ、そんなものかもね」


　流れる水を眺めながら陽樹が言うと、シロは陽樹の肩から降り、以前自分が佇たたずんでいた岩の上にぴょんと飛び乗った。


「私とここで出会ったことで、陽樹、ぬしの人生を随分変えてしまったな」


　水音に混じり、厳かな声が響く。岩の上に立ったシロが、短い前足を胸の前で行儀良く揃そろえ、お辞儀をした。


「済まないと思っている」


　急にそんな風に謝られ、陽樹は慌てて「何言ってんだよ」と、笑って受け流そうとした。


「私が、ここから連れ出してくれなどと、ぬしに頼まなければ、ぬしはいらぬ苦労も、つらい思いもせずとも済んだのだ」


　地元に留まり、友人に囲まれ、家族と共に過ごす、安寧な生活を送ることができたと、真しん摯しな顔をしたシロが、そう言って陽樹に詫わびる。


「気にするなって、いつも言ってるだろう？」


「ぬしこそ気を遣うでない。正直に言ってよいのだぞ」


「そりゃ、正直に言えば、本当、苦労したし、精進は上手くいかないし、シロは食い意地張ってるし、Ａクラスも、特に西園寺君がやな感じだけどさ」


「……誠に正直だな」


　謝っておいて、その通りだと言うと、憮ぶ然ぜんとした顔をする。陽樹は笑って、「でもね」と続けた。


「僕は僕の意思でシロの使役になることを選んだんだ。それに、苦労も多いけど、悪いことばかりじゃない。新しい友だちもできたし、使役としても、少しは形になってきたし」


　自分の力のなさにへこたれて、ちょっとだけ後悔したこともあったけれど、少しは向上している。新しい世界は自分が思っていたよりもずっと厳しく、だけどそれに挑戦しようとするワクワク感は変わらずあった。


「僕はシロに会えてよかった。ここからシロを連れ出したのが僕で、本当によかったと思っているんだよ」


「陽樹……」


　シロと出会っていなかったら、陽樹は煌玲とも出会うことはなかっただろう。それを思うと、シロに感謝の念すら覚える陽樹だ。


　あの夢殿は、シロの存在が影響していると陽樹は確信していた。


　夢見という能力を式神が持つのを、陽樹は学園で知った。シロがそれを無意識に使って煌玲を夢殿に招いているのか、それとも煌玲がシロを通じて訪れているのか、どちらかは分からない。だけどシロがいなかったら、陽樹は煌玲に出会うこともなかったのだということだけは分かるのだ。


　シロには煌玲のことを未だに打ち明けていない。それは、自分の中に後ろめたい気持ちがあるからだ。夢で出会った人に恋をし、キスを交わし、逢瀬を重ねている。会えば自分たちの時間をひたすら過ごすことに終始し、シロのことを完全に忘れてしまい、そのことに罪悪感があったのだ。


「陽樹。私も同じ気持ちだ。私を見つけ、私をここから連れ出してくれたのが陽樹で、私は幸運だった」


　シロが感激したような声を出し、小さな手を胸の前で結んだ。その瞬間、シロの足もとからポン、とピンク色の花が咲いた。ニョキニョキと茎を伸ばした花が、陽樹の前に差し出され、「綺麗だな」と、陽樹はそれを受け取った。


「私はそなたのために、精一杯の気持ちを捧げよう」


「大おお袈げ裟さだな。照れるから」


「大袈裟ではない。私の本心だ。……ぬしは私の最愛の使役じゃ」


　黒々とした目で、真っ直すぐに陽樹を見据え、シロが告白めいたことを口にするので、困ってしまう。


「私はぬしのために式神として最大級の努力をし、必ずや記憶も取り戻してみせよう。そのあかつきには、陽樹、私のこの心を受け取ってくれ」


「受け取れとか言われても……」


「私の本来の姿はこれではない。記憶を取り戻せばその姿にきっと戻ることができよう。その時には、陽樹……私の求愛を受け入れてくれ」


「え、……と。ちょっと待って、シロ」


　シロの大真面目な求愛に、陽樹は狼狽うろたえた。


　これは、……どう答えたらいいのか。シロは真剣に陽樹に愛を告白している。自分を窮地から救ってくれた陽樹に感謝しながら、それ以上の気持ちがあるのだと言っているのだ。


　気持ちは嬉しいが、陽樹はそれを受け入れられない。何な故ぜなら陽樹には、心に決めている人がすでにいるからだ。


「シロ、気持ちは嬉しいよ。ありがとう。でも、僕はお前の求愛を受け入れることはできない。……ごめんな」


　一瞬冗談にしてしまおうかとも思ったが、シロの真剣な気持ちを茶化してしまってはいけないと思い直した。


「僕、好きな人がいるんだ」


　真摯な態度で告白するシロに、陽樹も誠意を持って自分の気持ちを伝えた。シロはつぶらな瞳を見開いたまま、陽樹を見つめている。


「その人のことが大好きで、僕にはその人しか考えられない。ごめん」


　陽樹の話を黙って聞いていたシロは、打ちのめされたように項うな垂だれて、「そうなのか」と、小さな声で言った。力をなくした尻しっ尾ぽの先が、川に浸かってしまっている。


「それは……誰だ？　どのような者なのだ」


「うん。煌玲っていって、夢の中に出てくる人なんだけど」


「夢……？」


　陽樹は覚悟を決めて、シロと出会ったその日に見た夢のことを話して聞かせた。


「ずっと秘密にしてて悪かった。なんとなく言いづらくて。でも、シロと繋がってる人だと思うんだ。お前を見つけたその日の夜に出会ったんだから。……思い出すことはない？」


　二人とも話し言葉が似ているし、それに記憶がないことも共通している。


　陽樹の問いにシロは考え込み、しばらくして「いや。何も」と首を横に振った。


「その者が、……煌玲というその男が、陽樹が思い決めた人だというのだな」


　沈痛な声に、陽樹は無言でこくりと顎を引いた。陽樹の返事を確認したシロが、「そうか」と小さく頷く。尻尾がまだ水に浸かったままだ。


　式神と使役の関係で、求愛を断られても、シロは陽樹から離れられない。これはお互いにとって、だいぶ過酷な状況だが、ではどうしたらよかったのか、陽樹には分からない。


　恋愛経験は一度もない。恋人なんていたことはないし、真剣に人を好きになったのは、煌玲が初めてだ。こんな風に告白されたのだって初めてで、だからどう答えたらよかったのか、何が正解なのかもまったく分からなかった。


「シロ、ごめんな」


「謝るな、陽樹」


　冗談で片付けて、聞かなかったことにすればよかったのか、それとも保留にして時間稼ぎをすればよかったのか。だけどそんなことをしたら、却かえってシロを傷つけると思ったのだ。


「陽樹の夢殿に現れる、その煌玲という男も、何か大切なことを忘れているというのだな」


「うん。そう。だから、シロと関係があると思ったんだ」


「そうだな。私もそう思う。……どちらかの記憶が少しでも戻ればよいのだが」


　シロが考え込み、「ままならぬのう」と、溜ため息いき交じりに呟いた。尻尾が水に浸かっていることに気付き、引き上げたそれを両手で掴んだ。「ままならぬ」と繰り返しながら、慰めるように自分の尻尾を撫でている。


「陽樹よ、ぬしの気持ちは承知した。私の求愛を受け入れられないということも、大変しょっくではあるが、致し方あるまい」


　シロが言い、「だがしかし」と続ける。


「その煌玲も、ぬしの夢殿に現れるだけの、曖あい昧まいな存在だ。陽樹をこの世で護まもることのできるのは、私だけだ。陽樹、私は諦めぬぞ」


　キリ、っとシロが顔を上げた。


「今は気持ちを収めよう。だが、私はこれからより精進し、必ずやぬしの心を掴んでみせる」


　岩の上にオコジョ立ちしたシロが、堂々と宣言した。


「私はぬしの気持ちを認めた上で、私自身のこの思いも大切に育てていく。だから陽樹、ぬしもありのままの気持ちを大切にするがいい」


　恋に破れたオコジョは、それでも自分を見失わない。それどころか、「私に後ろ暗い思いなど、決して持つでないぞ」と、そんなことまで言うのだ。


「なんかお前、……恰かっ好こういいな。オコジョなのに」


「私の恰好よさに撃ち抜かれて、心変わりをしてくれたのか」


「いや」


　陽樹の返事に、シロが「なんと」と言って、タン、と片足を岩に打ちつけた。


「そんな簡単に心変わりなんかしないよ。ただ恰好いいなって」


「そう思うなら、私に思いを寄せればよいだろうに」


　心変わりなどしないし、陽樹の心に決めた人は煌玲であるのは変わらない。だけどシロが仮の姿を脱いだらどんな風なのかなと、ちょっと考えてしまった。


　オコジョの今でもこれだけ凜り々りしく男前なのだ。本当の姿が人間かどうかは分からないが、もし人間の姿だったら、やっぱり凄く恰好いいんじゃないかなと思う。


　本来の姿になったシロを見てみたい。


　そんなことを考えている陽樹の前では、シロが「まったくままならぬ」と、自分の尻尾を握りしめていた。


「しかし私は諦めぬぞ」


　強靱な精神を持つ陽樹の式神は、失恋をした直後でもへこたれることなく、「必ずや、そなたを煌玲より奪ってみせる」と、陽樹に向かい、宣戦布告をするのだった。








　今日の夢殿は、いつもと様子が違っていた。


　漂う花の香りは相変わらず甘い。だけど、いつもよりも霧が濃く、周りが見渡せなかった。


　池に浮かぶ朱色の橋も霧に覆われ、僅かに色の判別がつく程度だ。透明なはずの池の水も霧で曇り、まるで雲の中にいるようだ。


　自分の足あし下もとも見えないような深い霧の中を、陽樹は橋のたもとに向かって歩いた。不安が胸に広がる。いつもと様子の違う夢殿で、煌玲に会えるだろうか。


「煌玲……」


　名を呼びながら橋までたどり着くと、煌玲がいつもの場所に立っていた。安あん堵どの溜息を吐き、彼に駆け寄る。


「よかった。会えないかと思った。この霧、どうしたんだろうね。……煌玲？」


　霧の中に佇む煌玲は、煙った池に目を落としたまま動かない。固く唇を閉じ、じっと池を見つめる横顔は、初めて会った時よりも沈んでいる。


「煌玲……。何かあった？」


　項垂れている大きな背中に手を当てて、陽樹は慰めようとそっと擦さすった。煌玲の眉が僅かに歪ゆがみ、ほぅ、と苦しそうな溜息を吐いている。


「どうしたことか。胸が潰つぶれるように痛むのだ。陽樹、私は苦しい」


　胸に置いた手を強く握り、煌玲が呻うめくような声を上げ、陽樹に訴えてくる。


「何がつらいのか、理由が分からぬまま、ただ苦しいのだ。ままならぬこの思いを、どうすればよいのか」


　振り返った煌玲が、今まで見たどれよりも悲しそうな顔をして、陽樹に抱きついてきた。両腕を煌玲の背中に回し、陽樹からも強く抱きしめ返す。慰める言葉が見つからず、自分まで悲しくなり、陽樹は腕に力を込め、煌玲を抱いた。


　大きな身体を折り、煌玲が陽樹に縋すがり付いてくる。苦しい、陽樹、と訴える煌玲は、子どものようで、可か哀わい想そうなのと、そんな煌玲が愛しいと思う気持ちが同時に湧き上がってきた。


　端整な顔貌を歪ませたまま、煌玲が陽樹に甘えてくる。


「煌玲。僕に何ができる？　言って。なんでもしてあげたい」


　抱きついてくる大きな背中をゆっくりと擦り、陽樹は心からそう言った。


「煌玲……」


「何も。陽樹。このまま……」


　煌玲はそう言って、陽樹をすっぽりと包み、じっとしていた。


　黙って抱き合っているうちに、辺りを包んでいた霧が少しずつ晴れてきた。これは煌玲の心の動きなのか。霧の濃さは、煌玲の悲しみの深さなのかもしれないと、うっすらと見えてくる朱色の橋を、陽樹は見つめていた。


　きつく抱きついていた煌玲の身体が動き、二人の間に隙間ができる。屈かがんでいた背中が伸び、煌玲が見下ろしてきた。口端がほんの僅か上がっていて、眉尻がそれとは逆に下がっている。


　照れたような顔が可か愛わいいと思った。夢殿で会うたび、煌玲は様々な顔を見せてくれる。陽樹に打ち解け、心を開くにつれ、どんどん感情豊かになっている感じだ。


　晴れてきた霧のように、少しは沈んだ気分が浮上しただろうかと、自分を見つめている煌玲の顔を覗き、それから陽樹はポケットを探った。


　だけど今日はどんなに探っても、ポケットの中にキャラメルが見つからない。


「あれ……。今日は持ってないみたい」


　どうして今日に限ってないんだよと、腹立たしくもがっかりした。煌玲はそんな陽樹をじっと見つめている。


「残念」


「そうだな。残念だ」


　お互いにそう言って笑い合い、陽樹は自分を見下ろしている煌玲の首に腕を伸ばし、引き寄せた。


「キャラメルはないけど」


　……キスは欲しい。


　引き寄せながら伸び上がり、煌玲の唇に自分のそれを押しつけた。


「……ん」


　煌玲は動かず、陽樹の口づけを受け取ってくれた。僅かに首を倒し、煌玲の舌先が入ってくる。


「あ、……ぅ、ふ」


　キャラメルが入っていなくても、煌玲の唇は、とても甘かった。








　目覚めると、シロが陽樹の顔を見下ろしていた。


「夢殿で煌玲と会っていたのか」


「えー、……なんだよ。起き抜けに」


「会っていたのだな？」


　まだ寝ぼけているところにいきなり詰問され、陽樹はシロからの視線を避け、横を向いた。


「陽樹、隠すでない。私は懐が深い。ぬしがその男と会っていても、責めたりなどせぬぞ。ぬしの夢殿じゃ。私がとやかく口出しをするようなことではないからの」


　シロが潔くそう言い、「で、煌玲とは会ったのか？　どうなのだ」と、口出しをしてきた。


「あー、うん。会ったけど」


「そうか」


　陽樹の返事に肩を落とし、がっかりするのだから、困った式神だ。


「して、その者と何を話したのだ？　でぇとをしたのだろ？」


「なんでそんなことを聞くんだよ」


「知りたいからだ。ぬしのことならなんでも知っておきたいのだ、私は」


　タシタシと、ベッドの上で足を踏みならし、「さあ、言うのだ」と命令をしてくる。


「……あー、たいしたことは話してないな。なんか、煌玲ちょっと落ち込んでて、それをずっと慰めていた」


　本当に悲しそうで可哀想だった。大丈夫かな……と、煌玲との逢瀬を思い出している横で、シロが「ふうん」と、どうでもいいような相づちを打つ。


「なんとも不ふ甲が斐いない男よ。脆ぜい弱じゃくじゃ。へたれだの」


「ヘタレじゃないよ。別にいいだろう。誰だって落ち込むことなんかあるんだし」


「口惜しいのう。そのような不甲斐ない輩やからに、陽樹が心を奪われていようとは」


　懐が深いと自分で言ったくせに、陽樹から無理やり煌玲のことを聞き出したあげく煌玲の悪口を言い、シロは地団駄を踏むのだった。








　夏休みが明け、陽樹は再び惇聖学園に戻ってきた。


　通常の授業と精進に加え、惇聖祭の準備もあり、忙しくも活気ある学園生活が始まる。


　陽樹が勧誘を掛けたクラスメイトの中、六人の参加が決まった。水の気を持つ生徒が二人と、風の気も同じく二人。それに吉村と陽樹だ。


　連日六人で集まって打ち合わせをしているうちに、初めは冷やかしていた別の生徒が意見を言ってくれるようになり、練習に付き合ってくれる生徒も出てきた。そのうち自分たちも出てみようかという空気になり、いつの間にかＣクラスから四チームが惇聖祭に出場することになっていた。楽しい空気が伝染していく。


　教室では惇聖祭の話題が飛び交い、いつも賑にぎやかで、寮の食堂でもそれが続いた。自主鍛錬の日になれば、チームが集まり、披露する演目の練習に明け暮れる。


　転入初日の殺伐とした空気が嘘のような、今のＣクラスの雰囲気だ。


「当日さ、お互いの出番の時、応援合戦をしたらどうだろう」


　その日も寮の食堂で、作戦会議をしていた。食事を終えたあともテーブルを囲み、消灯時間ギリギリまで話し合う。


「応援合戦か。いいな。掛け声のパターンを考えよう」


　陽樹の提案に吉村がすぐさま賛同し、具体的な話に持っていく。


「横断幕を作ろうか。時間ないかな」


「おう。いいんじゃないか。チームは四つだし、それぐらいなら全員でやればすぐだよ。誰かデザインとか得意なやついないか？」


「じゃあ、僕は備品を貸してもらえるように掛け合ってみるよ。進行を考えて、どの段階で集まるかとか、決めないとね。プログラムを確認してみるよ」


　当日は演目に参加しない碓氷が応援に関しての裁量をしてくれることになり、話が決まった。


　惇聖祭は一週間後に迫り、Ｃクラス全体での盛り上がりも最高潮だ。


「いよいよだな。上手くいくといいな。早く当日が来てほしいような、もっと時間を掛けたいような」


　待ち遠しさと、みんなで準備をする楽しさとで、そんなことを言う陽樹に、他のみんなも笑顔で頷く。


「俺はもうちょっと時間がほしいな。タイミングが合わないと台無しになるから。もっと練習がしたい」


　吉村の言葉を受け、「吉村君、すべてが君に掛かっている」と陽樹が言ったら、「お前なあ」と睨まれた。


「プレッシャー掛けんな。当日のタイミングは、芹せり川かわのほうが責任重大だぞ」


　言い合いをしながら笑い声を上げている陽樹たちに、ツカツカと足音高く近づいてくる生徒がいた。


「君たち、いい加減にしてくれないかな」


　見上げる先には西園寺が立っていた。


「ここ最近君たちの騒ぐ声がうるさいと苦情がきている。ここは雑談をする場所じゃない。食事が終わったら速やかに自室に戻ってくれ」


　厳しく注意をされ、「すみません……」と、すごすごと席を立つ。


「……じゃあ、部屋で続きしようか」


　誰の部屋に集まるかと、ヒソヒソと相談する陽樹たちの背中に向け、西園寺が「滑稽だな」と言った。


「何を浮かれているんだか」


　独り言のような呟きは、しっかり陽樹たちの耳に届き、出て行こうとした足が止まる。


　振り返る陽樹を、西園寺が見返してきた。整った顔は無表情で、陽樹を見据える目つきは、刺すように冷たい。


「惇聖祭に出るらしいね」


「ええ、はい。出ますけど」


　西園寺が皮肉げに口端を片方上げる。


「止やめたほうがいいんじゃないか？　恥をかくだけだと思うけど」


「ええと。……まあ、それならそれで。ただ出てみたかったんで」


　陽樹の返事に、西園寺が大きな溜息を吐く。


「当日は外部からのお客も大勢来るんだよ。君たちだけが恥をかくならかまわないんだけどね。あんまりみっともないことをされると、学園全体の恥となる。僕はそれが心配だ」


　対峙する二人を、碓氷が交互に見つめていた。オロオロと視線を動かす表情は、いつものように困ったような泣き笑いだ。その隣では、吉村がグッと拳を握っている。


「……学園側からは出るなと言われていませんから。出場許可はちゃんともらいましたよ。心配してもらってありがとうございます。でも、たぶんそんなにみっともないことにはならないと思いますよ」


　西園寺を真っ直ぐに見つめ返し、陽樹はにっこりと笑って、そう言った。








　惇聖祭の当日は晴天に恵まれた。今までもこの日は天候が荒れたことはなかったという。


　昼過ぎに始まるプログラムを前に、続々と人が集まっていた。普段は関係者のみの入山しか許されていない敷地内は、麓ふもとの中学や地方の子どもたちの、貴重な学園見学の機会だ。


　外部の人たちが、校舎や寮の見学をしている間、陽樹たち参加チームは、野外ステージの在校生用の客席に集まり、最後の打ち合わせをしていた。


　Ｃクラスそれぞれのチームの応援の用意も済んでいて、発表の直前に観客席の後ろに集まり、掛け声を掛けることになっている。


「じゃあ、碓氷君、頼むね」


　碓氷がみんなの分の横断幕を一手に預かり、保管してくれることになっていた。碓氷は西園寺のチームの手伝いをする以外は手が空いている。


「やっぱりさ、メンバー表に碓氷君の名前を入れたらいいと思うんだ」


　陽樹の提案に、他のみんなも賛成した。碓氷一人が「いいよ、僕は」と遠慮する。


　惇聖祭に参加するチームのうち、上位者は全員名前を読み上げられ、表彰されることになっている。


「ないとは思うよ？　でも万が一ってこともあるしさ。そしたら一緒に表彰されようよ」


　笑いながらそういう陽樹に、碓氷も笑顔で固辞をした。


「僕は出るわけじゃないから」


「でもさ、今日の出し物は、碓氷君のアイデアが元になっているんだから。練習だって、いつも顔出して、助言してくれただろ？　当然……」


「圭けい！」


　碓氷を説得しているところに、鋭い声が飛んでくる。


　陽樹が振り返ると、そこには案の定、西園寺が立っていた。教室以外のところで碓氷と話していると、必ずといっていいほど、彼が介入してくる。


「そろそろ始まる。君は今日、僕の演目の裏方だろう。敵のチームに関わるな」


「敵って……。でも、同じクラスだし」


「たとえ余興レベルの出し物でも、優劣を競うんだから敵だろう。そんなのにかまうな」


　出演の前で神経が尖とがっているのか、西園寺が珍しく苛いら立だった声を出す。


　反論を許さない態度で「行くぞ」と促され、碓氷は諦めたように溜息を吐き、西園寺のところへ歩いて行った。


「圭、それは何？」


　碓氷が手にしている陽樹たちの横断幕を見つけ、西園寺が聞いた。


「あ、それ、僕が頼んだんだ」


　咎とがめるような西園寺の声を聞いて、思わず二人の間に割り込む陽樹に、西園寺の眉があからさまに寄った。


「僕らのクラスの応援用の横断幕なんだ。碓氷君は出場しないから、保管係をしてもらっている」


　陽樹の説明に、西園寺が「困るな」と大きな溜息を吐く。


「応援合戦だとか……。そんなくだらないことに、彼を使わないでくれ」


　険のある声で言い、西園寺が「圭、返せ」と、碓氷に命令した。


「悪いんだけど、他の誰かに頼んで」


　西園寺が陽樹に向かいそう言って、碓氷に横断幕を渡すように促すが、碓氷が動かない。


「圭？」


「保管するだけだから。西園寺君の演目の時はちゃんとやるし。時間もまったく被かぶらない」


「だからそれぐらいのこと、他の誰かに頼めばいいだろう？　もう時間がないから。ほら、早くそれを返して」


「僕がやりたいって言ったんだ。僕は出場しないし、これくらいの協力しかできないからって、自分から申し出たんだよ」


「圭、だから彼らは」


「敵じゃないよ。西園寺君にはそうでも、僕にとっては敵じゃない」


　碓氷が西園寺に反論するのを初めて聞いた。へえ、と思いながら碓氷を見守る陽樹だが、西園寺はもっと驚いたようで、いつもの冷静な表情が崩れ、大きく目を見開いている。


「彼らの演目には、僕も関わっているし、応援したいんだ。……くだらなくなんかないよ。凄く練習したし、僕もアイデアを出してるから」


　碓氷が横断幕を胸に抱き、歩き始める。


「西園寺君のサポートはしっかりやるよ。だけど、僕たちのチームの演目も、見てもらいたいな。だって、凄く、……頑張ったんだよ、僕ら」


　振り返った碓氷が笑った。


「西園寺君には到底届かないけど、余興レベルじゃないと思う。それを見てほしい」


　気弱げな表情は、それでも誇らしげに綻ほころんでいた。








　惇聖祭が始まった。


　野外ステージの観客席は、学園の生徒と外部の観客で埋まっている。


　初めに学園長の挨拶があり、この学園の歴史から、卒業生の華々しい活躍、在籍中の生徒たちの優秀な様子などを語っていく。


　ダブルのスーツを着た学園長は恰かっ幅ぷくがよく、力強い声がマイクを通して聞こえてくる。教師というより大きな企業の社長のようだ。式神は連れておらず、彼一人で壇上に上がっている。学園長ぐらいになるとそんなこともできるんだと、入学案内のような話を、陽樹はぼんやりと聞いていた。


　演説が終わり、学園長による開会宣言がなされ、生徒たちの発表が始まる。


　出番を待ちながら、陽樹たちは他のチームの発表を見学した。あれには勝った、あれはちょっと凄い、などと評価し合う。


　単独ないし、二人、三人で壇上に上がった使役は、自分の式神を使い、技を披露する。ステージ上に水を出現させ、滝を作ったり、大きな火の輪を作り、その中を火の玉で潜くぐらせたり、念動力で岩を持ち上げ、ステージ上で砕いてみせたりと、普段自主鍛錬で行っていることの集大成のような技の発表だ。


　陽樹たちＣクラスが複数チーム出場することは、だいぶ前から知られていた。初めは恥をかくだけだと冷笑されていたが、陽樹たちの熱心な練習風景や、寮で相談している様子に、だんだんと感化されたのか、吉村に言わせると、去年よりも参加するチームの数も多く、また、発表にも力が入っているということだった。


「一人での出場が去年は大半だったんだけどな。今回はチームを組んでるのが多い」


「そのほうが盛り上がるからいいんじゃないか？」


　淡々と技をこなし、消化していくようなプログラムより、本気で競い合うほうが断然面白いと思う。実際、岩を持ち上げて砕くという力業よりも、複数の火の玉が飛び回るほうが見た目も派手で、観客の反応もいい。


「次、うちのクラスだ。よし、やるぞ」


　用意した横断幕を広げ、大きく掲げる。Ｃクラスの他の生徒も観客に迷惑にならないように客席の後ろに集まった。


「せーの！」


　吉村の合図で、全員で声を張り上げる。


「頑張れー！　水みぞ落おちチーム」


　リーダーの名前を呼び、その後次々と生徒の名前を叫ぶ。いきなりの大声に、前にいた一般の観客が振り返るが、かまわず応援の声を上げた。


　演目が進むうちは行儀良く席に戻り、Ｃクラスのチームが登場すると、すかさず横断幕を広げ、声を出した。掛け声のパターンもいくつか決めてあり、乗せられた観客が笑いながら拍手をしてくれた。


　横断幕を保管してくれた碓氷は、広げやすいように準備をしてくれて、観客や演目を邪魔しないように誘導してくれ、応援がスムーズに行われた。碓氷も大きな声を出してＣチームの発表を応援し、この祭りを楽しんでいるようだ。


　そうやって応援合戦を繰り返しているうちに、他のクラスも対抗し始め、声援が飛び交うようになる。


　いつもとは違う活気ある会場の空気に、観客も楽しそうに拍手をしていた。


　プログラムが進み、西園寺の出番がやってきた。碓氷は彼の出番のかなり前に横断幕を吉村と陽樹に託し、手伝いに入っていた。


　マイクで西園寺の名前が告げられると、ざわついていた会場が静かになる。


「今日のメインイベントって感じだな」


　ステージに上がったのは西園寺一人だ。


　力強い声で祝のり詞とをあげる西園寺の横で、彼の式神が大きく両腕を広げる。ステージのあちらこちらから木の芽が生え、それが伸びていき、絡み合い、やがて大樹に育っていく。


「おお、なかなか力強いではないか。良い豊ほう穣じょうの気じゃ」


　ステージ上を森に変えていく様を見て、シロが感心した声を上げた。


　西園寺の育てた植物はどんどん数を増やし、ステージからはみ出し、客席までも覆っていき、観客が頭上を見上げている。


　西園寺の祝詞の声が木々を伝い、会場に響き渡る。始まる前に碓氷に反論され、動揺を見せていた西園寺だったが、今はそんな精神の乱れなんか微み塵じんもないようで、朗々とした声で、豊穣の気を操っていた。


「……凄いな。ここまで広げられるんだ」


　広範囲を覆い尽くし、大きな影を落としている木々を仰ぎ、流石に陽樹も感心した。


「人間は未熟でも、技は達者のようだ」


　辛しん辣らつなシロの批評に、陽樹も笑って同調する。


　ただ一つ疑問なのは、西園寺のあの技の披露に裏方で入っているはずの碓氷は、どんな仕事をしているのかということだった。西園寺の豊穣に碓氷の水が絡んで何かやるのかと思ったのだが、ステージの上には西園寺しかおらず、その他には何も起こらない。


「ただ単にＣクラス、というか、僕から引き離そうって、そんな感じなのかな。楽しそうに連つるんでるのが面白くないだけなのかも」


「そうかもしれぬな。器の小さき男よ」


　そして陽樹たちの番がくる。


「よし。いこう」


　ステージに上がったのは六人で、出場チームの中で一番多い。そして陽樹らは、学園の制服ではなく、今日のために作った揃いの衣装を着ていた。


　白の袍ほうに鮮やかな青あお袴ばかま。神み子こ装束を真ま似ねた着物で、まずはステージ上に一列に並ぶ。


　上手くいきますように。


　両方の掌を上に向け、胸の前に持っていく。全員の動きが止まったのを合図に、笛の音が流れてきた。


　陽樹たちＣクラスの生徒は、いきなり火の輪を作るような大技は出せない。それを補うために、まずは揃いの衣装で目を引き、音楽で場を繋ぎ、演出に工夫を凝らすことにしたのだ。


　陽樹たちの他とは違った出いで立ちと、突然流れてきた音楽に、一瞬ざわついた会場は、ステージ上でピタリと動きを止めた六人に注目し、静かになった。


　緩と急。そして完全な静止。ステージ上でバク宙をするような派手な動作でなくても、人の目を引きつけられる方法を、碓氷が考えてくれた。そして一旦引き寄せた視線を、釘くぎ付づけにし、飽きさせない演技をみんなで考え、練習してきたのだ。


　怖さと不安と興奮と、ない交ぜになった感情を収め、陽樹は目を閉じた。精神を集中させ、上に向けたままの掌に、自分の気を乗せるようなイメージを作る。


　六人のうちの二人が祝詞をあげ始める。掌が冷たくなっていった。


　全員の掌から、水が細い柱のようになって溢あふれ出した。すかさず風の気の式神がそれをすくい上げ、宙に浮かばせる。


　水と風の祝詞が、音楽と混ざり合う。


　二人の水の式神と、二人の風の式神の力で、六個の水の球体がふわふわと宙に浮いていた。


　バレーボールほどの大きさになった水の玉が、互い違いに揺れ、次にはくるくると螺ら旋せんを描く。六人の掌から生まれた水泡が、音楽に乗って踊り始め、ほう、と感心したような声が、観客席から聞こえた。


　宙に舞う水を追い掛け、陽樹たちも水を相手に踊り始める。四人の祝詞の上に、もう一人の声が重なっていく。


　音楽に合わせ、静かなすり足で舞台の上を移動した。ゆっくりと波のように腕を上下させ、浮かぶ水を掬すくい、抱きかかえ、それから大きく放つ。水泡は生き物のように陽樹たちの周りを浮遊し、それを相手に陽樹たちも舞った。笛の音に鈴音が重なり、静せい謐ひつな音楽が次第に賑やかになっていく。


　重なったり列になったりと忙しく隊形を変えながら舞っているうちに、六人だった数がいつの間にか増え、ステージ上に十一人の生徒が蠢うごめいていた。吉村の投影を使った幻術だ。映像と現実の生徒が同じステージの上で舞い踊る。


　何度も練習し、十一人が一緒に踊っているように見せるのに苦労した。寸分の狂いもなく十一人の人影がステージの上で華麗に舞い、複雑な動きを見せながら、宙に浮かんだ水泡が陽樹たちを囲む。


　音楽に合わせて尚なおも舞いながら、陽樹も祝詞をあげた。水と風と投影、そして豊穣が加わる。


　ステージ上に蔓つる草くさが伸び始め、それも音楽に合わせて踊る。風に揺れる草花と、浮かび舞う水の玉。その中で踊る陽樹たち。


　水槽の中で神楽を舞っているような風景に、客席から歓声と拍手が起きた。


　笛と鈴の音、その上に六人の朗々とした祝詞の声が響き渡る。静から始まった演舞は、今は風と水と豊穣を讃たたえる壮大な賛歌となった。


　──あと少し。精神を集中させろ。


　自分に言い聞かせ、意識を内側に集め、陽樹たちは一心に舞った。汗が滴り、息が上がる。ここで集中が途切れてしまえば、すべてが台無しになる。気持ちを切らすなと、祈りながら、陽樹は両腕を高らかに掲げた。


　水玉が螺旋状に回転しながら徐々に集まり、陽樹たちの上で一つになった。頭上の水が、光を反射しながらどんどん大きくなっていく。ステージと同じ大きさまで膨らんだ水が、大きな球体になり、陽樹たちの上に浮かんでいた。


　精一杯伸ばした腕で、上にある水泡を支え、限界まで耐える。


　──今。


　大きく膨らんだ水の塊が、パン、と音を立てて割れた。会場から驚きの声が上がる。


　霧散した水が雨となり、陽樹たちに降り注ぎ、やがて大きな虹が現れた。


　その瞬間、観客が歓声を上げ、割れるような拍手が起こった。


　鳴り止まない拍手の中、陽樹たち六人全員の顔に満面の笑みが浮かぶ。お互いの顔を見つめ、頷き合った。


　技の一つ一つは小さくても、風と水、投影と花、そこに音楽を加えた陽樹たちの演舞は、今日の出し物の中で、一番大きな拍手をもらえた。








　すべての演目が終わり、あとは表彰式を待つだけとなり、生徒たちは屋外ステージから講堂に移動した。


　外部からの観客はすでに帰され、講堂には惇聖学園の生徒だけが集まっている。誰が優勝するのかと予想し合う声が飛び交い、うるさいほどだ。みんな興奮している。


「俺ら、いい線いってたよな。意外といけるかもよ、優勝」


　陽樹の隣に座った吉村が、興奮した声で言った。一緒に演舞に参加した連中も、うんうんと頷いている。


「拍手も一番多かったし、歓声が凄かったじゃないか」


　確かに他のチームと比べ、陽樹たちの演舞が終わった直後の観客の反応が凄かった。歓声が上がり、立ち上がって拍手をしている人もいた。特に喜んだのが、外部から招待された人たちで、麓の中学校の生徒や、もっと小さい子どもたちが、夢中で拍手をしている姿がこちらからも見えた。


　陽樹たちとは別のチームで出場したＣクラスの生徒も、「お前ら絶対優勝だよ」と、素直に称賛してくれた。お互いのチームに声援を送り、派手な応援合戦を繰り広げた仲だ。やりきったという達成感で、どちらの表情も晴れ晴れとしていた。


　観客の反応が自信になり、陽樹も期待を持った。もしかしたらＡクラスの生徒を抜いて、自分たちが優勝できるかもしれない。


「結果も楽しみだけど、めちゃくちゃ面白かったよね！」


　後ろを振り向いて陽樹が言うと、周りの連中が笑顔で「うん！」と、力強く頷いた。


　やってよかったと思う。今日の出来事と、みんなとの絆、その時に生まれた感情、いろいろなことを報告したいと、陽樹は吉村たちと笑いながら、陽樹の話を楽しそうに聞いている煌玲の顔を思い浮かべた。


　しばらくすると、審査を終えた教師たちが入ってきた。さざ波のようなざわめきが、壇上に向かう教師の背中を追っていく。


「結果を発表する」


　講堂内に、マイクを通した教師の声が響いた。


「惇聖祭、優勝者は、二年Ａクラス、西園寺良よし仁ひと。豊穣の技」


　その瞬間、講堂がシンと静まる。


「二位、三年Ａクラス、相さが良ら洋よう一いち。風塵の技。三位、同じく三年Ａクラス……」


　壇上では教師が淡々と成績を発表していく。今回の惇聖祭に出場したのは、個人、チーム合わせて十八組で、上位五チームの名を読んでいく。


　成績発表があっけなく終わった。読み上げられた名は、全員Ａクラスの生徒だった。


「これから表彰式に入る。今名前を呼ばれた生徒は、壇上に上がるように」


　成績を発表した教師が降壇し、入れ替わりに上がったのは、学園長だった。表彰のための賞状が準備され、名前を呼ばれた生徒たちが立ち上がり、壇上へ集まっていく。


　生徒たちのざわめきが再び大きくなった。その中には「なんで」「あいつらは？」という疑問の声が多く混ざっていて、講堂内が不穏な空気に包まれていく。


「……五位にも入れないなんて、おかしくないか？」


　吉村が低い声で不満を口にした。陽樹の周りの連中も同じらしく、不服らしい顔をして、頷き合っている。


　表彰を受ける生徒たちの準備が整うまでの間、学園長が今日の惇聖祭についての感想を語り始めた。


　歴史ある惇聖祭が、今年も滞りなく執り行われたこと、使役と式神との高度な技に感動し、満足であったことなど、つらつらと感想を並べていく。


「尚、この惇聖祭は、あくまで風・火・水、それに豊穣の技能を審査するもので、それ以外の技、また個人の演舞や音響、衣装などは、審査の対象とはならない」


　いつまでもざわめきの治まらないことに、生徒たちに説明する必要があると思ったのだろう。学園長はそう言って、陽樹たちが優秀者の中に入らなかったことの理由を述べた。


「……なんだよ。審査の対象にならないって。そんなの聞いてないよ」


　吉村が唸るように言い、両手を強く握りながら下を向いた。学園長の話によれば、吉村の投影は、初めから審査対象には入っていなかったということになる。


「音響や衣装はともかく、式神の気は違うだろ。そしたら念動力だって対象外じゃないか」


「そうだよ。とってつけたような理由だ。納得できないよ」


「どうしてもＣクラスの生徒を入賞させたくなかったってことか。上位全部Ａクラスだし」


「だよな。あれ、絶対俺たちに賞をあげたくなかったんだよ」


　自信があっただけに、結果に納得がいかないチームの連中が不満を言い募る。


「なあ、悔しいよな、芹川。あんだけ頑張ったのにさ」


　最初に陽樹が参加しようと誘った時には、あんなに尻込みをしていたのに、今は悔しくてたまらないと、吉村が陽樹に同意を求めてくる。


「うん。僕も腑ふに落ちない部分はあるけど、……まあ、仕方ないよ。楽しかったし」


　結果は残念だが、本来は祭りをみんなで楽しもうという気持ちで始めたことだ。その目的は十分果たされたのだから、成績はおまけだと思えばいい。


「それに、確かに西園寺君は凄かったと思うよ」


　陽樹たちは力の足りないところを演出で補い、観客を楽しませようとあの演舞をやり、西園寺は使役と式神の力を、純粋に見せつけた。一人一人の力は西園寺に到底及ばないのは歴然だ。


「みんなで集まってさ、練習して、喧けん嘩かしたりして、本当楽しかったもん。それに、一番盛り上がったのは僕らだって思うし」


　観客を一番沸かせたのは自分たちだったと、それだけは自信を持って言える。


「あれでクラスの団結力も強まったし。僕もシロも普段の精進より力がついた。みんなだってそうだろう？　いいことしかなかったよ、この惇聖祭は」


　不服を訴えるクラスメイトたちに、そう言って慰めているうちに、壇上には西園寺たち上位者が並び、表彰式が始まった。


　優勝者の西園寺が学園長の前に出た。


　学園長が称賛と激励の言葉を掛けながら賞状を渡すが、西園寺はそれを受け取ろうとせず、棒のように突っ立っている。


「西園寺君。受け取りたまえ」


　学園長に促され、それでも西園寺は躊ちゅう躇ちょするように手を出そうとしない。


　壇上で固まっている西園寺に、講堂内のざわめきが広がっていった。


「……西園寺君、どうしたんだ。君が受け取ってくれないと、次に待っている生徒に賞状が渡せない。君は、この惇聖祭を台無しにするつもりか」


　学園長の声に西園寺が顔を上げた。差し出された賞状を、ゆっくりとした動作で受け取り、頭を下げた。


　西園寺と入れ替わりに、二位の生徒が上がっていく。ざわめきは静まり、だけど不穏な空気が講堂を満たしていた。


　壇上を降りた西園寺は自席に戻らず、何故か陽樹のいる席に近づいてくる。


　目の前までやってきた西園寺が陽樹を見下ろし、「不満か？」と言った。


「優勝を逃して悔しいだろう。生あい憎にくだったね」


　突然そんなことを言われ、陽樹は「そんなことない」と否定をするのが精一杯だ。


「顔に書いてあるよ。『優勝取られた。Ｃクラスだったから』とね」


　唇の片端を上げて皮肉を言う西園寺の顔は、何故か青ざめている。


「だから、そんなこと思ってないって」


「自分でＡクラスへの編入を蹴ったんだろう？　残念だったな。Ａクラスにいたら、結果は違っていたかもしれないね」


「それは分からないけど、でも、西園寺君の発表は凄かったよ。流石だと思った」


　素直な感想を言ったのに、西園寺は顔を歪め、「馬鹿にするな」と小さく吐き捨てた。どうしてそんな風になるのか分からない。


「馬鹿になんかしてない。本当に僕は……」


「じゃあ、なんでＡクラスへの編入を断ったんだ。そんな生徒、この学園には一人もいないぞ。どうしてＣクラスに固執する？」


「固執とか、そんなんじゃないよ。そうじゃなくて、Ａクラスに行くには、僕自身の使役としての実力が伴わないからだよ」


「要はＣクラスから出たくなかったんだろう？　親しくなった友だちと別れたくなくて」


「それもあるけど」


「ほら、本音が出た。ここは使役を育てるための学校で、競い合う場だ。クラスメイトと仲良くなるために来るところじゃない」


「分かってる」


「分かっていないね。今君は言ったじゃないか。クラスメイトと別れたくなかったって。そんな甘い気持ちでここに来ないでほしいね。迷惑だ」


「……西園寺君、僕の何がそんなに気に入らないの？」


　初対面の時から嫌みな態度で、馬鹿にしているのはそっちじゃないかと思う。吉村はトップの座が奪われるから焦ってるなどと言っていたが、そんなことは起こるはずもない。


「僕は本当に西園寺君が優勝したことに、不満も疑問も持っていないよ。あの豊穣は圧巻だったし、君の式神は確かに凄い力を持っている。西園寺君自身もそれに見合うよう、努力しているのも分かるもの」


　式神を扱うには胆力が必要だ。式神の力が強ければ強いほど、それを受け止め、操る使役の力だって、相当強くなければならないのだ。多少なりとも使役としての力を得たことで、陽樹は今それを身にしみて感じている。


「おい、偉そうに『努力している』なんて、上から物を言うなよ。見合うってなんだよ」


　西園寺の後に表彰されたＡクラスの二位の生徒が立っていた。険のある視線を陽樹に向け、「失礼だぞ」と睨にらんでくる。


「式神の力が強ければ、それに見合う力を使役も必要とするのは当然だろう？　Ａクラスの人たちは、確かにそのための努力をしているし、凄いと思うよ。だけど、そういう式神をちゃんと認めて、敬意を払ってほしい」


　陽樹の反論に、言い掛かりを付けてきたＡクラスの生徒が「敬意なんて……」と、馬鹿にするように鼻で嗤わらった。


　突然割って入ってきての言い掛かりに、陽樹はフツフツと怒りが込み上げてきた。


「努力して成果が出たら称賛する。そのために更に努力する。なのに、どうして自分の式神をそんな風に扱うの？　僕たちＣクラスの生徒たちだって、みんな努力してるし、決して君たちに劣っているわけじゃないと思う」


「劣っているからＣクラスなんだろうが！」


　陽樹の言葉に被せるように叫び、言い掛かりをつけた生徒が「生意気なんだよ」と吐き捨てた。


「だいたいＡクラス蹴るって、何様のつもり？　万能だかなんだか知らないが、技だってヒョロヒョロじゃないか。それで大きな顔されたらたまらない」


「大きい顔なんかしていない。普通にしているだけだよ」


「普通になんかするな。Ｃクラスの人間は、隅で小っちゃくなってなきゃいけないんだよ」


「なんで？　小っちゃくなる必要なんかないだろう」


「能力の劣る人間は、それ相応の謙虚さを持って行動すべきだ」


　西園寺が静かな声で言った。


　当たり前のことだと、陽樹の反論に心底解せないという顔を作り、断言する姿に陽樹はゾッとした。人に優劣をつけ差別することに、彼はなんの疑問も抱いていないのだ。


「ここは、そういう場所なんだよ。いい加減分をわきまえてほしい」


　優位にある者の決めつけで、西園寺が言い放つ。その傲ごう慢まんさに腹が立ち、同時に呆あきれた。こんな考えを持つ生徒を学園は褒め称たたえ、大切に扱うというのか。


　これがこの学園の正義だというなら、自分は従わないし、Ａクラスになんか絶対に編入したくない。


「……人を能力で差別するのは最低だよ。式神の力と使役の人間性は関係ない。だいたい、西園寺君はさっき、自分よりも僕たちのチームのほうが上だと思ったから賞状を受け取るのに躊躇したんじゃないのか？」


　陽樹の反撃に、西園寺が虚を衝つかれた顔をし、次には能面のように表情を失った。


「西園寺君の技は本当に凄かった。だけど僕は、審査の方法に納得いっていない。僕たちの発表は、他の生徒に負けてなかったと思う」


　吉村たちにはああ言って宥なだめたが、陽樹だって腑に落ちていないのだ。技の一つ一つは小さくても、六人の合わせ技は大きな力を発揮した。


「僕がＡクラスにいたら結果が違っていたって、本当にみんな思う？　だとしたら、急に審査方法を変えてまで、どうしてＣクラスをないがしろにするんだろう。ただのお祭りなのに」


「おい！　芹川」


　Ａクラスの生徒との言い合いが高じて学園の批判にまで言葉が及んだ時、教師が口を慎めと窘たしなめてきた。


「だっておかしいじゃないですか」


　西園寺もＡクラスの生徒も、教師も学園長も、この学園全体がおかしい。


　生徒に差別的待遇を与え、学校が率先してそれを煽あおり、校則まで全部レベル分けだ。式神は使役の下僕だと教え、それなのにその式神の力の強さで生徒を分け隔てする。


「こんな差別受けて、みんなは不満じゃないの？　感情あるだろう？　ないがしろにされたら普通、人間は腹が立つものなんだよ」


「芹川、止めなさい」


「式神は道具じゃない。大切に扱うべき仲間だって、どうして思わない？　この学園はおかしい。変だよ。こんな山に生徒を全員閉じ込めて、ねじ曲がったルールを押しつける。まるで独裁の王国だ。それに疑問も持たずに従っているなんて」


「黙りなさい」


「みんな、洗脳でもされてるの？」


　強く腕を引かれ、椅子から無理やり立たされた。


「芹川君、出て行きなさい。君の暴言は、学園に対する大変な侮辱だ」


　固い声でそう言われ、容赦のない力で腕を引っ張られ、陽樹は講堂から連れ出された。








　校舎の裏側にある道を少し上がったところに、小さな礼拝堂がある。その奥の部屋に、陽樹は入れられた。


　六畳ほどの広さは寮の部屋と一緒だが、天井が低く、寮よりも狭く感じた。小さな窓が一つあり、そこから雑木林が見える。ドアの鍵は外側についていて、こちらから開けることができないようになっていた。


　シングルのベッドマットが床に直じかに置いてあり、木でできた机と椅子があった。湿気の籠こもった部屋は、長い間誰も使っていないらしく、埃ほこり臭い。


　講堂から連れ出された陽樹は、一度学長室に連れて行かれ、それからここに閉じ込められた。しばらくこの部屋で反省しろということらしい。


　学長室では、学園長の他に陽樹の担任、それから各学年の主任がいて、全員に講堂での発言を咎められた。陽樹は言ってはならないことを、全生徒の前で言ってしまったらしく、これは大問題だと言われた。


　惇妙寺の住職の名前を出され、彼の推薦だから無理をして受け入れたのにと言われ、その言葉には少々参った。住職に迷惑が掛かったら、申し訳ないと思う。


　陽樹の発言の撤回と謝罪を要求されたが、受け入れなかった。今後の言動も厳しくチェックすると言われ、やはりそれも嫌だと突っぱねた。


　たぶん陽樹は放校処分になるだろう。


「……僕、間違ってないよね？」


　陽樹と一緒に反省室に入れられたシロに聞いてみると、シロは即座に「間違っていない」と言ってくれた。


　反省はしないが、せっかくみんなで頑張り、あんなに盛り上がった惇聖祭を、陽樹の退場で終わらせる結果になったことだけが心残りだ。


「間違っておらぬぞ。……しかし、ぬしものう、まったく向こう見ずだの。あれだけの観衆の前で、堂々と学園を批判するのだから」


　シロが楽しそうに言い、「惚ほれ直したぞ」などと言うから笑ってしまった。


「だって、頭にきちゃったんだもの」


　西園寺やＡクラスの生徒に詰め寄られ、理不尽な攻撃を受け、日頃から不満に思っていたことが爆発してしまった。


「でも、表彰式のあの雰囲気で、生徒が全員納得しているわけじゃないって思ったんだよ」


　優勝者、上位者の名が上げられた時、確かにＣクラス以外の生徒からも、納得できないという空気が広がっていた。惇聖祭自体だって、陽樹たちに刺激された他のクラスの生徒まで奮起して、例年にない盛り上がりを見せたと、みんな喜んでいたのだ。


　洗脳だの、独裁だの、言葉が過激過ぎたことは認めるが、だけど、他に表現しようがない。住職も、昔はこんなことはなかったと言っていた。この学園は、何ど処こかで間違った方向へと進んでしまったのだと思う。


「どうするかなあ……、っていっても、退学になっちゃったらどうすることもできないんだけど」


　陽樹一人が気を吐いても、学園という組織に対抗できるはずもない。ここから追い出されて、惇聖学園は何も変わることなく、今まで同様、差別と管理で生徒をコントロールしていくんだろう。


「なんでそんなことをするんだろう」


「あの学長たちの式神は、もはや完全な傀かい儡らいだった」


「傀儡……？」


「ああ。魂を抜かれた状態で、物も思わぬ。ここで精進し、修業を終えたあかつきには、ここにある式神は、皆あのようにされてしまうのかもしれぬ」


　学長室で糾弾を受けていた際、シロは彼らの式神の様子に気付き、観察していたらしい。


「目的は分からぬが、それをすることで、学園側に多大な利益をもたらす何かがあるのだろう。学園の圧政は、式神のみならず、使役である人間の思考をも奪い、学園の思うように動かせる傀儡にしようとしているのかもしれぬ。許せぬことじゃ」


　陽樹の放った洗脳という言葉は、まさしくその通りのようだとシロは言った。


「だから教師たちは慌ててぬしを生徒の前から連れ出したのだ」


「……シロ、お前凄いな」


　オコジョの形をした陽樹の式神は、時々とんでもない力を発揮し、陽樹を驚かせる。食べ物のことしか考えていないかと思えば、突然陽樹に求愛し、今度は鋭い洞察力で相手の思惑まで推察する。


「僕は、変だ、おかしいってところで止まってたけど、シロはそこまで考えてたんだな。なんか尊敬する」


　心の底から感心し、素直な称賛を浴びせると、シロは「何を言う……」と言いながら、クネクネと身体を揺らした。「照れるではないか」と言って自分の尻尾を掴み、顔を隠しながら踊る足下から、ポン、と花が飛び出した。


　殺風景な部屋の床に、ピンク色の可憐な花が咲いている。


　今では自在に花を生み出せるようになったシロは、本当に機嫌がいい時には、この色の花を咲かせるのだ。


　花の色で機嫌が分かるのだから便利だなと、笑いながら床に咲いた花を眺めていてふと、そういえば、陽樹の夢殿で咲くあれはどんな花だったっけと思った。


　池の向こう岸にある花もピンク色をしていた。煌玲と逢瀬を重ねるうちに、彼のことだけに夢中になり、すっかり忘れていた。あの花の種類は結局なんだったのだろう。


「陽樹、私は頼もしかろ？」


　ぼんやりと夢殿の花のことを思い出している陽樹に、シロが言った。


「うん。頼もしいな」


「あの煌玲という男よりも、頼りになると思わぬか？」


　足下に花を咲かせた頼もしいオコジョが、自分の頼もしさをアピールしながら、「さて、こんな部屋に閉じ込められ、食事はどうなるのだろうな」と、夕食の心配をするのだった。








　反省室に入れられてから丸一日が経った。


　シロが心配していた食事は三食きっちりと届けられ、今のところ餓うえる心配はない。


　一つだけある小さな窓からは、夕焼けの光が射し込んでいた。学長からはなんの沙さ汰たもなく、今日もここで陽樹は夜を過ごすらしい。


　礼拝堂は校舎の裏手の奥まった雑木林の中にあるので、ここからは学園の様子が分からない。生徒も近づくなと言われているのか、食事を運ぶ以外には、誰も訪ねてくる人はいなかった。


「みんなどうしてるかな」


　陽樹の強制退場と、今のこの状況をどう思っているんだろう。


　陽樹よりもずっと長い期間、この学園で過ごしている彼らだ。一瞬打ち上がった花火は、すぐさま水を掛けられ、何事もなかったように、元の生活に戻っているのかもしれない。


　日が暮れて、外の雑木林も見えなくなってきた頃、部屋のドアがノックされ、鍵を外す音がした。


　昨日からずっと陽樹たちのために食事を運んでくれているのは、一年の生徒だ。


　向こうからドアが開き、案の定その生徒が料理を載せたトレイを手に立っていた。毎回無言でそれを部屋の隅にある机の上に置き、無言で去って行くのだ。


「ああ、いつもありがとう。今は食事だけが楽しみでさ。今日はなんだろう」


　陽樹が話し掛けるが、彼は今日も何も言わず、部屋の中に入ってくる。


　今日の献立はオムライスだった。ライスを包んだ卵焼きの上に、ケチャップが載っている。サラダとスープもあった。


　陽樹の肩に乗って料理を覗き込んだシロが、タン、と片足を跳ねさせた。


「よかったな、シロ。お前の好物だ」


　肩の上で喜んでいるシロに話し掛けると、机の上にトレイを置いた一年がこちらに視線を向けた。いったん口を開きかけ、そのまま閉じた。お辞儀をして部屋から出て行く。カシャン、と鍵の下りる音がした。


「僕と喋しゃべるなって言われてるのかな。何か言いたそうだったけど」


　陽樹の肩からシロが飛び降り、いち早く机の上に乗っていた。トレイにはシロのための小皿とスプーンが添えられている。


　食事を取り分けようと陽樹も机まで行く。シロが机に乗ったまま、じっとオムライスを睨んでいた。


「なに？　そんなに真剣な目をして。今取り分けてあげるから……」


「陽樹、このオムライスはなにやら様子が違うぞ」


　シロの声に、え？　と陽樹もオムライスに目を落とす。黄色い楕だ円えん状の卵を見つめているうちに、それが光を放ち始めた。キラキラと輝く光の中に、人の姿が浮かび上がる。


「あ、これ……、吉村君の投影だ」


　オムライスの上に、映像が映し出された。


　ホログラムの中には数人のＣクラスの生徒がいた。吉村の姿がないのは、彼が見ている光景だからだ。その中の一人が『芹川君』と陽樹の名を呼ぶ。碓氷だ。


『一年に頼んで、これを届けてもらうことにした。……芹川君、大丈夫か？』


　心配そうな碓氷の顔が映り、周りにいるクラスメイトたちも、同じような表情をしてこちらを見ている。


『学校のほうは変わりない。みんな、芹川君のことを心配しているよ』


　陽樹が連れ出されてからのことを、みんなでかわるがわる教えてくれた。


　学園は何事もなかったようにして、いつもと変わらず授業を続け、寮での生活も同様だ。例の差別制度もまったく変わらず、理不尽がまかり通っているらしい。


『このままだと、芹川君は放校処分になるっていう噂うわさが出ているんだ。それで今、うちのクラスが中心になって、生徒たちに声を掛けている』


　陽樹の放校処分を撤回させるための嘆願運動が持ち上がっていると、碓氷が報告をしてくれた。


　西園寺と陽樹との諍いさかいの結果、陽樹だけが処分を受け、西園寺たちには何もお咎めがなかったらしく、それに対し、不公平だという声が上がっているというのだ。


『少しずつだけど、みんなの意識が変わってきているんだ』


　学園の方針、ひいてはＡクラスの横柄な態度に不満を募らせていて、今までにない対立が起こっているのだという。


　陽樹に報告をする碓氷の隣で、『殴ってやった』と、拳を振り上げているクラスメイトの姿が映った。


　生徒たちは急速に目覚めつつある。不満を持つのは、虐げられた側のほうだ。上から押さえつけられ、我慢を強いられ、最後には爆発する。


『とにかく、芹川君を退学になんかさせないから』


　力強くそう言って、また連絡するという約束をしたところで、光が消えた。


「……なんか、大丈夫かな」


　オムライスを見つめながら、陽樹は呟いた。


　陽樹のことを心配し、なんとか救いだそうと動いてくれるのはありがたいが、惇聖祭の興奮をそのまま引きずっているのか、過分に暴走気味だ。


　いつも冷静でおとなしい碓氷の熱を帯びたような語りや、それに同調して『やってやる』などと叫び、気炎を上げている他のクラスメイトたちの姿に、陽樹は爆発寸前の危うさを感じた。


「殴ってやったとか。……駄目だろう、それは」


　このまま彼らが騒ぎを起こせば、陽樹一人の放校処分だけでは済まなくなるのではないかと、逆に心配になった。


「誰か止めてくれる人がいたらいいんだけど、こっちからは連絡できないしなあ……」


「ではここから脱出して、ぬしが説得すればよい」


　どうしようかと考えている陽樹に、シロが言った。


「脱出？　うん、まあ、出られたら碓氷君たちに会いに行けるけど。でも鍵が掛かってるし。窓は小さ過ぎて無理だもんな。ドアを壊す？　でもなあ……」


　血気に逸はやる碓氷たちを説得したいのはやまやまだが、自分がそんな乱暴なことをしてしまっては、却って騒ぎを大きくしてしまうのではないかと懸念した。


「なに、そのようなことをせずとも出られるわ」


　そう言って床に降りたシロが「草よ出でよ」と両腕を振ると、床からにょきにょきと草が生えてきた。蔦つた状のそれがどんどん伸びていき、生き物のようにうねりながらドアの隙間から出て行く。やがてカチャン、という音がして、ドアの鍵が外れた。


「開いたぞ」


　シロが振り返り、にやりと笑った。


「夜が更けてからこっそりと出て、またこっそりと戻ってくればよい」


　大事ないと、さらりと言い、「ではオムライスを食べようか」と、シロが夕食の載った机に着いた。








　十時の就寝の時間を過ぎ、十二時近くまで待ってから、陽樹とシロは礼拝堂から抜け出した。


　真っ暗な道を足と腕で探りながら、躓つまずかないように、音を立てないようにと進んでいくのは、思ったよりも大変で、寮の入り口にたどり着く頃には十二時を大幅に過ぎた時刻になっていた。


「みんな寝ちゃってるかな。もうちょっと早く出ればよかったか」


　寮はほとんどの明かりが消えていた。玄関灯と、管理室にはまだ人がいるらしく、そこだけが明るかった。


　正面玄関は鍵が掛かっていたが、礼拝堂から出てきたのと同じ要領で内鍵を開け、忍び込んだ。寮内は静まり返っていて、陽樹は管理室を警戒しながら二階へと上がり、碓氷の部屋までたどり着いた。


　ドアに耳を当てるが、部屋の中からは音がなく、寝ている公算が高い。ノックはまずいし、かといって些細な呼び掛けでは目を覚まさないだろう。


「シロ、なんとかできないかな」


　陽樹の肩の上で、一緒に碓氷の部屋の気配を探っていたシロが、「やってみよう」と言って、両腕を振った。ごく小さな声で「花よ、咲け」と言っている。


　すぐに足音がやってきて、ドアの内鍵が回る音がした。


「……芹川君？」


　ほんの数センチ開いたドアの向こうから、碓氷が顔を覗かせた。驚いている碓氷に、陽樹は『入れて』と、声を出さないまま合図した。


「びっくりした。ベッドに入って本を読んでいたら、いきなり花が咲くんだもの」


　そう言って指さす先に、花の生えた本が置いてあった。陽樹に椅子を勧め、碓氷は自分のベッドに腰を下ろす。


「ホログラム、届いたよ。みんな僕のために動いてくれているみたいで。ありがとう」


　陽樹の礼に、碓氷はにっこりと笑い、「いいんだ」と言った。


「嘆願書を作って、提出しようって話になっている。今署名を集めているところ。絶対放校処分なんかにさせないから」


　他にも、今の校則について改善を求めるとして、抗議書の制作をしているのだと言った。主にＣクラスの生徒への差別的な扱いについて、みんなの意見を募っているところだという。


　すでに反抗している生徒もいて、教師やＡクラスの生徒が戸惑っていると、碓氷は可笑しそうに笑い、陽樹に報告をしてくれる。


「吉村君を呼んでこようか。まだ起きてると思うし。他の連中も」


　そう言って部屋を出て行こうとする碓氷を制し、「時間がないから」と、陽樹は碓氷一人に話をすることにした。人が大勢動けば危険が増す。陽樹だけならいいが、他のクラスメイトに迷惑を掛けたくない。


「いろいろ急に動き始めて、僕も驚いているよ。ちょっと急ぎ過ぎじゃないか？」


　惇聖祭が終わり、まだ一日しか経っていないのに、要求を通そうとする動きが急激過ぎて、外から見たら、ヒステリーを起こしているように見える。こういうことは冷静に根回しをし、時間を掛けて根気よく改善していくものだ。


「とにかく、すぐになんとかしようとしないで。喧嘩なんて駄目だから。却って悪い方向に進んじゃうよ。僕のことはまあ、……大丈夫だから」


　放校処分になるのは痛手だが、陽樹には帰る場所がある。将来的に使役として身を立てるという気持ちもないから、どうしてもここを卒業しなければならないというわけではない。


「僕は、なんにも持たないまま外部からやってきて、無責任に引っかき回して、去っていったら終わりだ。けど、碓氷君たちは違うだろう？」


　神社や寺などの跡取りが多く在籍する学園だ。特殊な能力を活いかすための訓練を、ずっと前から続けている彼らが、ここにいられなくなったりしたら大変だ。


　だから激情に駆られて闇雲に突き進むのではなく、これから入ってくる後輩のために道を作るような仕事をしてほしいと思うのだ。


「だけどね、芹川君。僕たちはもう、我慢ができないんだよ」


　陽樹の説得に、碓氷は小さな声で、だがきっぱりと言った。


「僕たちＣクラスの人間は、初めから上を目指しちゃいけないんだ。要望を通すことも、意見を言うことすら許されない。同い年で、ずっと前から親友だったのに、ここに来たらまったくそんなことがなかったようにされる。僕はただ、自分を自分として、認めてもらいたい」


　碓氷は西園寺のことを言っているのだ。才能を認め、憧れているのは本当でも、その裏側で、嫉妬や悔しさや、踏みつけにされる屈辱を味わっていたのだろう。


「敬意を払えとは言わない。僕の力の足りないのは本当だから。だけど、芹川君が言うように、僕たちだって努力している。だからせめて、同じ使役として、ちゃんと……僕を見てほしいんだよ」


「分かるよ、碓氷君、でもね……」


「今がチャンスだと思っている。芹川君のことはきっかけに過ぎない。でも、不満を持っているのが自分だけじゃないっていうのが分かったんだ。だから僕たちはやるよ。これが、第一歩だ」


　学園の理不尽な圧政を止めてみせると、碓氷が宣言したその時、ドアがノックされた。


　入ってきたのは管理室の職員と、陽樹たちのクラスの担任、その後ろに学年主任などの教師が数人、学園長の姿もあった。


　いきなりのことに言葉を失う二人の前に、ドカドカと足音高く、大勢の大人が押し入ってきた。


「こんな夜中に何をしている。芹川、君は礼拝堂で謹慎中のはずだが」


　担任が固い声を出しながら、二人に近づいてくる。


「あれだけの騒ぎを起こしておきながら、今度は脱走か。君には本当に失望させられる。碓氷、君もどうした。ここ最近の君たちの行動は目に余るものがある」


　担任に矛先を向けられた碓氷は、顔色を失なくし、立ち尽くしていた。


　後ろに立っていた学園長がやってきた。大きな溜息を吐きながら、「困ったものだ」と眉を寄せる。


「芹川君、君をこの学園に入れたのは、間違いだった。いくら縁の深い人物からの紹介だったとしても、受け入れるべきではなかった。君を直ちに放校処分に処す」


　厳しい顔をした学園長が宣言した。


「待ってください。そのことについて、僕たちは彼の処分を撤回してもらうために、今呼び掛けをしているところです」


　陽樹を庇かばい、碓氷が必死に抗議をする。


「芹川君一人が罰せられることに、僕たちは疑問を感じています。だから……」


「この生徒は惇聖学園の風紀を著しく乱し、学園に多大な迷惑を掛けた。反抗的な態度で、その上規則まで破った。放校処分に十分値する」


　碓氷の言葉を遮り、学園長が言い放った。


「碓氷君、君は何か勘違いをしていないか。この学園は使役を鍛えるための施設であり、その能力に応じ、己の立場を確立させる場でもある。入学時にそのことは十分説明したはずだ。それに同意する者のみ、ここへの入学が許される」


「分かっています。だけどあまりにも……」


「分かっていない。緩い友情を育んだり、普通の学生生活を楽しみたいのなら、こちらはいつでも出て行ってもらってかまわないんだよ」


　重ねる学園長の言葉に、碓氷がぐっと言葉に詰まった。


「……まったく、たった一人の俗ぞっ見けんに、これほどまでに惑わされようとは」


　汚いものでも見るような目で、学園長は陽樹と碓氷を見つめ、「それで、どうするんだ？」と、碓氷に聞いた。


「どうする……とは？」


　意味を計りかね、碓氷が不安げに聞き返すのに、「ここから去るのか去らないのか」と、容赦のない二択を迫ってきた。


　突然の学園長の言葉に、碓氷が息を呑のんだ。


　あまりに早急な学園長の言葉に、「ちょっと待ってください」と陽樹が割って入ろうとするが、学園長は陽樹にかまわず、「選びたまえ」と碓氷に迫るのだ。


「出て行くのなら、君の式神は剥はく奪だつする」


　学園長が冷酷に言い渡し、碓氷は目を見開いたまま、ガタガタと震えだした。


「学園に関係のなくなった使役に、式神など必要がないからな。その上でここから出て行き、普通の人生を歩めばいい。君から剥はがした式神は、いずれ新しい使役のもとに降臨するだろう。次には君よりももっと聞き分けのいい使役が来ることを望むよ」


　抑揚のない声で淡々と告げ、学園長が碓氷に「直ちに選べ」と迫った。


　沈黙が訪れた。碓氷は思考を失ったように茫ぼう然ぜんとしたまま震えている。彼にとって選択の余地はなく、やがて消えるような声で、「ここに残ります」と言った。


「この学園に、いさせてください。式神を剥がすのだけはどうか……すみませんでした」


　頭を下げる碓氷は、まだカタカタと震えていた。彼は今後二度と、学園に対し不満を訴えることはないだろうと、震える身体で謝り続ける碓氷を陽樹は見つめた。


　碓氷の返答を受けた教師たちは、互いに目配せをし合い、頷いている。


「さて、芹川君、君の処分はもう決定しているから。行こうか」


　学園長の声で、教師たちが陽樹の腕を掴み、碓氷の部屋から出るようにと促してきた。


「……芹川君」


　連れ出される背中に、碓氷の声が掛かる。溜息のような声は言葉にならず、だけど碓氷は陽樹に謝ったのだと、分かっていた。


　力になれなかったこと。庇ってあげられなかったこと。式神を剥奪されると聞いて、保身に走り、陽樹を裏切ったことを詫びている。


「大丈夫。碓氷君、元気で」


　両方の腕を掴まれ、連れて行かれながら、陽樹は精一杯の明るい声で、碓氷に別れを告げた。


　教師たちに連れられて、寮の廊下を歩かされながら、ああ、吉村君たちによろしくと言付けておけばよかったと思った。


　たぶん陽樹はこのまま放校処分になり、ここから追い出される。そして吉村たちＣクラスのみんなは、碓氷と同じ二択を選ばされ、この学園の中で飼い殺しにされるのだ。








　連れて行かれたのは、陽樹が脱走した礼拝堂ではなく、山の奥にある大きな社──祓はらい所だった。何もない広い空間に、縄で囲われた四本の支柱が立っている。


　学園長たちは、陽樹からシロを剥がすつもりらしい。


「君の式神は実に興味深い。本来なら消滅させずに保管しておきたいものだが、こればかりは難しそうだ。なあ、保有はやはり難しいか」


　学園長が教師の一人に聞き、「難しいです」と言われ、「そうか、残念だ」と言った。


「保有が叶うのは、自我の薄い雑魚ばかりだからな。だったら滅するしかないか。まあ、保有できたとして、調教するのにも骨が折れそうだしな。扱いづらいのはいらないか」


　学園長たちの会話に、陽樹は違和感と同時に嫌悪を持った。


　惇妙寺の住職の話では、式神は使役の力を持つ者に降臨し、対として共に過ごすものだと聞いた。だけど、今話している彼らは、「雑魚」だの「調教」だのと言い、式神を家畜か道具のように扱う。


「式神ってそういうんじゃないって聞きましたけど。自由に剥がしたりくっつけたりするようなものじゃないでしょう？」


　陽樹の問いに、学園長は「そんなことは君に関係ない」と、冷たく言った。


「まったく、やっかいな人物をあの住職も送り込んできたものだ。使役も式神も特異だと聞いたから受け入れてみたが、とんだポンコツだったな。引っかき回されて、えらい迷惑を被った。やはり教育と選定は早いうちからやっておかないと、使い物にならない」


　教職に就く人とは思えないような言葉を、学園長が吐く。


「おい、おぬし、黙って聞いておればよくも私の陽樹を愚ぐ弄ろうしたな」


　陽樹と共に連れてこられたシロが、怒りに震えながら学園長に喰くって掛かる。


「式神をなんと心得る。これらはぬしたち人間と神とを繋ぐ架け橋として贈ったものだ。それを道具のように扱いおって。神に対する冒ぼう涜とくなるぞ」


　教師たちが失笑し、シロがますます激高して声を荒らげた。


「愚か者ども。式神は人に利用させるために遣わしたものではない。人は感謝して式神を賜り、神は善行の手助けとして遣わしたのだ。人と神との誓約を破るのか。ぬしたちのような汚れきった使役に、式神を持つ資格はない」


　まるで自分が神のような立場でものを言うシロに、教師たちが鼻白んだ顔を作り、「そんな大昔の誓約など、とっくに反ほ故ごだ」と言って笑っている。


「使役がいなければ、式神はこの世に降りてこられないんだから、先手はこっちだ。使役の命令を黙って聞くのがいい式神なんだよ」


「違う！」


「ああ、うるさい。こういう自我の強いやつがたまに出てくるから面倒なんだ。矯正できないんだったら消えてくれてかまわない」


　この学園の運営者は、自分たちの利益になり、思うように使える式神しか必要ではないのだ。使役も同じく、学園側の方針に沿うように教育し、そうでない生徒は式神を剥がした上で放り出していたのだろう。


「いつからそんな風になったんですか？　和尚は、昔はそんなじゃなかったって言っていた」


　陽樹の言葉に、学園長が苦々しい顔を作る。


「古い輩はうるさくて敵かなわないんだよ、正直な。だがまあ、適当にあしらっておけば、そのうちすべてが世代交代するよ」


　惇妙寺のような使役候補を集めるための施設は、学園の方針に沿うようにと、徐々に変革を進めていたのだ。より従順で、自分たちが利用しやすくなるような人材作りをするために。


「君ももう少し扱いやすかったら、随分重宝するんだがな。その万能の力は実に惜しい。考えてみたまえ。式神は自然を操り、力の強い者は天変地異まで起こすことが可能なんだぞ。それを操る使役は、それこそ神だ。そんな力が宿ったら、世界を自由に動かせる」


　教師の皮を剥いだ学園長が、おぞましい夢を語った。


「卒業生には政治家の秘書や、大企業のご意見番なんかに引っ張られる。みんなここの使役が欲しくて、寄付金を惜しまないんだよ。もちろん、我々使役が表舞台に出ることはない。当たり前だろう。こんな素晴らしい力を世間が知ったら、誰だって欲しがる。これは我々だけの特権だ」


　式神は道具、そして使役は駒だと、学園長は臆面もなく言った。


　あまりに自分勝手で欲深な彼らの思惑に呆あっ気けに取られる陽樹に、学園長は下卑た笑いを向け「どうだね。君も心を入れ替える気はないか」と勧誘してきた。


「面白いぞ。人は我々に操られ、なんでも思い通りだ」


　私利私欲に囚とらわれた薄汚い笑い顔で、学園長が陽樹を誘う。


「君がその気なら、考え直してやってもいい。ここで使役としての精進を重ね、我々と一緒に世間を動かさないか？　もちろんＡクラスでの待遇だ。嫌だというならここから放逐し、その式神は剥がして滅する。惇聖学園に属さない式神も使役も、この世にはいらないからな」


　全国に散らばるプレ惇聖学園、麓にある付属の中学。その頂点にある惇聖学園は、式神と使役を独占し、自分たちの思い通りに動く駒を作ろうとしている。


「神は実在する。それが、我々だ」


　それが彼らの目的だったのだ。


　無言で睨んでいる陽樹に、答えを察した学園長が「そうか」と言って、陽樹から離れていった。


「ではこれより『剥がし』の儀式を行う」








　部屋の中央。四本の柱に囲まれた真ん中に、陽樹は連れて行かれた。


「陽樹、案ずることはない。私はきっと、ぬしを護ってみせる」


　陽樹の肩の上でシロが言い、陽樹も力強く頷いた。こんな連中にシロが消滅させられることはない。本気を出したシロの力を、まだ彼らは見たことがなく、それに和尚に術を掛けられた時と違い、今は陽樹にも使役の力が宿っているのだ。二人で力を合わせれば、きっと大丈夫と、陽樹は部屋の中を見回した。


　結界の役割を果たすあの縄が切れれば、儀式を続行することは不可能だろう。


　陽樹の肩の上で、シロがすでに気を溜ためている。普段は羽根のように軽いシロの重みが、ズシンと肩に響いてくる。


　教師たち自らが儀式を行うのかと構えていると、学園長が合図を送り、更に数人の使役が部屋の中に入ってきた。


　修験者の装束を纏っている集団の中に、一人だけ制服姿の学生がいた。西園寺だ。切るような視線を陽樹に向けてくる。


「さて、気丈な君が、何処まで自我を保っていられるか、見せてもらおうか」


　余裕の表情で学園長が言い、それを合図のようにして、後ろに並んでいた使役たちが一斉に呪じゅ詛そを唱え始めた。


　シロが呻き出す。肩に掛かる重みが増してきた。


「シロ、頑張れ」


　シロを応援するために、陽樹は祝詞を上げようと口を開くが、出てこない。シロの身体はますます重みを増し、陽樹は立っていられなくなり、地面に両膝をついた。


「あ、……ぅ、シロ、どうした」


　声は出るのに祝詞だけが出てこない。


「『剥奪』だよ。使役の力を奪う術だ。ほら、頑張りたまえ」


　懸命に声を出そうとする陽樹を眺め、学園長が笑った。


「住職から聞いていたのでね。それは容易なことでは剥がせないと。だが、それならそれでやり方があるんだよ」


　肩に突き刺さるようにして陽樹の肩に乗っていたシロが、突然ゴトンという音を立て、地面に転がった。


「シロ……っ」


　手を伸ばそうとするが、金縛りにあったように身体の自由が効かない。地面に落ちたシロも同じようにして、苦く悶もんの表情をしたまま動けないでいた。


「さて、離れた。次の段階に進もうか。西園寺君」


　学園長に名を呼ばれた西園寺が一歩前に出てきた。地面に膝をついている陽樹を見下ろし、手にした数珠を掲げた。


「君の実力を試す時がきた。彼に一番強く思いを持っているのは君だ。よろしくやってくれ」


　陽樹に強い憎しみを抱いている者の力を利用しようと、西園寺を呼んだのだ。地面に這はいつくばっている陽樹に視線を投げながら、学園長が「容赦をするな。やれ」と命令した。


　西園寺の手の形が変わり、隣に並ぶ西園寺の式神が、大きく腕を広げるのが見えた。


　陽樹の目の前の地面から、数本の植物が生えてきた。みるみる伸びていく草はやがて細い枝となり、陽樹の身体を絡めていく。


　腕と足、胴体に巻き付いた枝が、金縛りにあったままの陽樹を持ち上げた。両手両足を引っ張られ、磔はりつけになったような状態で身体が宙に浮く。


「……っ、止めろ。下ろせ！」


「陽樹、……、陽樹っ！」


　眼下ではシロが陽樹と同じようにして枝に捕らわれていた。絡まった植物が繭まゆのようにシロを包み、地面の上を引きずっていく。


　磔になった陽樹と枝に巻き付かれたシロは、お互いに雁がん字じ搦がらめにされたまま、引き離されていく。


　西園寺の後ろでは、他の使役たちも呪詛を上げ、西園寺の術の支援をしていた。


「使役から式神を剥がすには、いろいろな方法がある。君のように強い我を持っている使役には、その自尊心を攻撃するのが効果的だ。可哀想にね。いっそ、エゴや功名心が強いほうなら、簡単に陥落できただろうに」


　陽樹を拘束している枝とは別に、数本の蔓つるが這ってきて、陽樹の服の間に入り込む。うねうねと肌の上を滑りながら、陽樹の服を脱がし始めた。


「やだ……、何すんだよ！　っ、……止めろ」


　学園長や他の使役たちの見ている前で、服を剥むかれていく。別の蔦が肌を伝い、陽樹の敏感な場所を擽くすぐり始めた。


「止めろって……っ！　やだ！　ああ、ぁああ」


　脇を撫でられ、そのまま胸の突端に進んだ蔦の先で突かれる。陽樹は驚きと恐怖で悲鳴を上げた。


「……情けない声を出すじゃないか。どうした？　さっきの威勢は。こんなものでは済まないよ。自我が崩壊するまでこれは続ける。そうしたら、君の式神は君から完全に剥がすことができる」


　乳首を弄いじくられながら、また別の蔦が、下着の中に入ってきた。足を大きく開かれ、隠しようもない状態で秘部をまさぐられる。ぞわぞわとした感触に鳥肌が立ち、同時にいいようのない感覚に襲われ、陽樹は不自由な身体で激しく首を振った。


「ゃ……、ぁ、なに……？　や、めてっ……ぇ」


　蔦の先から樹液が零こぼれ、それが肌に触れると、ジクジクとした感覚と共に、そこが熱くなるのだ。植物なのに、濡れたそれは生暖かい。まるで人間の舌のようだと思ったら疼きが酷ひどくなり、肌を這うそれが違った感触に思え、陽樹は慌てた。


「ああ、気持ちがよくなってきたんじゃないか？　式神のことなど頭から追い出せ。ほら、蔦が増えるよ」


　下着を下ろされ、中からペニスを取り出された。恥ずかしさと屈辱とで目の前が赤くなる。学園長と教師たちがニヤニヤと笑いながら、陽樹の姿を眺めていた。


「陽樹……！　貴様ら！　陽樹を下ろすのだ、許さんぞっ！」


　蔦に搦め捕られながら、シロが激高した。陽樹の名を必死に呼び、「止めろ」と叫ぶ。


「ああ、慌てるな、式神よ。お前の始末は使役の精神を崩壊させてからだ」


　陽樹が精神的にシロを手放せば、簡単に滅することができるのだと、学園長は陽樹に視線を送ったままそう言った。


「……止めて、っ、あ、ああっ、嫌だあああ」


　陽樹のペニスに絡みついた数本が、ぐじゅぐじゅと蠢き、先端の穴を刺激する。樹液をまぶされ扱しごかれると、経験したことのないような快感が訪れ、陽樹は恐慌を来した。


「ああ、……あぁあ、止めてぇえ、……嫌だ。ああっ」


　蔦の動きに合わせて腰が動きそうになる。足を閉じようと腿ももに力を入れると、逆に引っ張られて、大きく広げられた。


「ああ、……ああ、あ」


　数本の細い蔦が、濡れたそれを絡ませて陽樹の性器を扱く。身体が熱を持ち、意思とは関係なしにそこが育っていった。


「いい恰好だな。見られて興奮しているのか。若い身体は他愛ないね」


　楽しそうな声に耳から後頭部に掛け、カッと燃えるような感覚がした。蔦の動きは容赦なく陽樹の陰部を責め、大勢の見ている前で、無理やり高められていく。


「ぅ、……あ、やめ、て……」


　視界が霞かすんでいく中、西園寺の姿が見えた。


「止め、っ……西園寺、……こ……あ、あっ」


　こんなことをして、お前は満足なのかと問いたいが、口を開くとあられもない声が飛び出してしまう。苦痛と快楽の狭間で喘あえぎながら、陽樹を苦しめている術者を睨むと、数珠を握ったままの西園寺が、憎しみの籠もった目で睨み返してきた。


「……君が悪い。みんなを扇動して、圭だって……僕にあんな風に口答えするなんて、今までなかったことだ」


　燃えるような目を向け、西園寺が叫んだ。


「君さえいなかったら、この学園は平和だったんだ」


「違う、……だろ。碓氷く、は、君の、……人形じゃ、ない」


　押さえつけて、彼の意思をなぎ倒し、自分の意見だけを通すことに、どんな喜びがあるのだ。お互いに対等になりたいと、碓氷は願っていたのに。その関係を一方的に切ったのは西園寺のほうなのに。


「碓氷、君……は、っ、あ」


「あいつの名前を言うな！　……圭だって、君の今のこの有様を見たら、幻滅するだろうな。見せてやりたいよ」


「逆だ。……きみの、ほ……こそ、こんなことして……、碓氷君が見たら……ふ、あ」


　こんな汚いことに加担している姿を見られたら、そっちこそ幻滅されるだろうと、精一杯の反論の意思を見せると、西園寺が一瞬怯ひるんだ顔をした。


「こんなの、間違っ……て、っ、あああ」


「うるさいっ」


　呪詛を再開させ、身体に絡まる蔦の数が増える。


「やあ、っ、止め……、ひ、ひ……っ、そこ……、や、ぁああああ」


　亀頭の周りを執しつ拗ように撫で回し、別の蔦が竿さおの部分を包み、激しく上下させてきた。蜜液が溢れ出し、パタパタと地面に滴り落ちていく。


「黙って剥がされていろ。お前なんか、この学園に必要ない人間なんだから」


「や、ぁ、……っ」


　胸の先を突かれ、ビクン、と身体が跳ね、仰け反ったら足を大きく開いたまま腰が浮いた。陽樹の密液でぬれた蔦が、卑ひ猥わいな音を立ててペニスを扱く。腰が動きそうになるのを必死に我慢した。


「んっ、ぅ──っ、く」


　唇を硬く結び、声を出すまいと抵抗する。陽樹の口をこじ開けようと、蔦が伸びてきて無理やり入り込もうとするのを必死に拒んだ。


「ぐ、っう、……、ん」


　蔦の先端が唇の上を這い回り、気持ちが悪い。初めてここに触れてきた人の感触を、汚いもので上書きされそうで、陽樹は激しく首を振って逃げようとした。


　汚される。嫌だ。


　唇の上を這うものは、キャラメルを行き来させた甘い感触と全然違う。あの時はただ触れただけで、あんなに心地好かったのに。


「う……っ、ぅ」


　陽樹を慰めようと、優しく撫でてくれた舌の柔らかさを思い出す。


　涙が溢れた。


「いや、……だ、嫌だぁあ」


　ヌルヌルとしたものが肌の上を這っていく。初めて握った時に冷たかった指。次に抱きしめられた腕と胸は温かかった。もたれかかってきた身体の重みが嬉しかった。


　あれ以外の感触はいらない。


　あの時はもっと触れていたいと、触れられたいと願ったのに、こんな……無理やり与えられる快感なんかいらない。


「んんぅ、……っ、ふ、あ、あ、ああ、ああ」


　嫌だ、嫌だ。


「あ、……ああ、ああっ、嫌、だ！　止めて、ぇえ、やあっ」


　体中をまさぐられ、誰にも触られたことのない場所を勝手に刺激され、弄られ、容赦なく高められる。


　首を振り、拒絶をしても刺激が去らない。頭が朦もう朧ろうとしてきて、持って行かれそうになる。


「やぁ、……っ、やだああ」


　涙が滴り落ち、頬が濡れていく。


「違……う、こんなの……、違、ぅ……っ、う」


　欲しかったのは、こんなものとは違う。


「助けて……、嫌だ、こ、ぅ、れい……っ、あ、煌玲、……こ……」


　目の前が白く煙り、その中に煌玲の姿が浮かんだ。快楽に溺おぼれながら必死に手を伸ばし、助けを乞うた。


「煌玲！　……煌玲、煌玲……煌玲────っ！」


　混濁した意識の中、パンッと、激しい破裂音が耳に響いた。


　続いて、パン、パン、パン、パン、と、連続した音が聞こえてくる。


　気付けば、陽樹の身体の上で蠢いていた蔦の動きが止まっていた。音が聞こえたほうへ視線を向けるが、意識が遠くなっているのか、何も見えなかった。


　パン、という音が再び聞こえ、陽樹に巻き付いていた蔦が一本切れる。破裂音がするたびに蔦が切れ、徐々に拘束が解かれていった。


　ゆっくりと地面に降り、辺りを見回す。部屋の中は未だ真っ白で、目を凝らしているうちに、これは自分の目のせいではなく、この空間が光に包まれているのだと知った。


「……おのれ、愚かな人の子よ」


　光の向こうから声がするが、シロではない。シロよりももっと低く、聞き覚えのあるあの声は、……煌玲のものだ。


　祓い所の中は光に溢れていて、声の主も、西園寺や学園長の姿も何も見えない。


「煌玲……？」


　煌玲の名を呼びながら、彷徨さまよわせている陽樹の手に何かが触れた。ぐいと引き寄せられて、大きな胸に抱かれる。


　顔を上げると、光の中に煌玲の顔が浮かび上がった。徐々に視界が開けていき、自分を抱き寄せている煌玲の姿が見えてくる。


「陽樹、大事はないか？」


　夢殿で見ていたのと同じ、綺麗な顔が陽樹を見下ろしていた。


「煌玲。本当に煌玲なの？」


　陽樹の問いに、煌玲がゆったりと微笑んだ。


　見つめ合っているうちに、部屋を満たしていた光が消えていき、周りの景色が見えてきた。


　陽樹を拘束し、苛さいなんでいた植物たちは千切れ、枯れ果てている。支柱に張られていた縄も切れ、地面に落ちていた。


　そして、これらを行った学園長たちは今、地面に突っ伏して土下座をしていた。


「人の子よ。私はうぬらを許さぬ。我らが寄越した式神を、なんと心得る」


　凜りんとした声で、煌玲が学園長たちに説教をする。


「式神は人間が操るために存在するのではない。あくまで神との交信のため、人の手助けをするとして、この世に遣わしたのだ」


　さっきシロが言ったこととまったく同じことを言い、煌玲が静かに激高している。


「神々との約束を忘れたか、人の子よ。使役と式神とは同等のものであり、心を通わせる一つのものであったはずが、どうしてこのような有様になった」


　平ひれ伏ふしたままの学園長たちは、何も言えずにガタガタと震えている。


　煌玲に支えられながら、陽樹はシロを探した。陽樹と同じようにして、西園寺の生み出した植物に搦め捕られていたはずだ。


　だが祓い所の中の何処を探してもシロの姿は見つからず、千切れ落ちた蔦があるだけだった。


「その上、私の陽樹に不ふ埒らちな術など掛けおって」


「あの、煌玲」


「この所業は許すことはできぬぞ」


　説教を続けている煌玲の袖を引き、シロを知らないかと尋ねると、煌玲が陽樹に顔を向け、にっこりと微笑む。


「あの小さき生き物は、もういない」


「え？」


「私は記憶を取り戻し、現世に於おいての誠の姿になれたのだ」


　嬉しそうに告げる煌玲の顔をキョトンとして見上げる。言っていることが分からない。


「煌玲、シロは？」


「それは私だ」


「…………え？」


　よく呑み込めずに茫然と見つめている陽樹に、煌玲はゆっくりと頷いた。


「ぬしにあの沢で拾われ、共に過ごしたあの小さき姿は、私の仮の姿である」


　記憶を失い、山で彷徨っていたのは自分だったと、そして夢殿で陽樹と会っていたのも自分だと、煌玲は涼やかな目を嬉しそうに細めてそう言った。


「重大な役割を果たさんと地上に降り、私は慮外の事情により、記憶と姿を失った。だがしかし、今それを取り戻したのだ。皮肉なことではあるが、そなたたちの愚行が、私の怒りを買い、そのために私は己を取り戻した」


　そう言って煌玲は、陽樹に向けていた笑顔を消し、未だ地面に伏している学園長たちを見下ろした。


「うぬらの卑劣な所業を、我々が知ることとなり、私はそれを確かめ、諭すために下界に降りた。人の子でありながら己の身の程を知らず、我々に取って代わろうとするなど、愚かなことを」


　煌玲の声は静かに、だけど震え上がるほどの冷たさを持って響き渡る。


「人の子よ、ぬしたちの考えは了承した。式神をそのような扱いにするのであれば、もはや与える必要なしとみなす」


　そう言って煌玲が両腕を天に翳かざすと、音も風もなく、祓い所にいた式神が瞬く間に消し去られた。


「この世に存在した式神は直ちに天に返した。文句はあるまいな」


　人間たち以外の何者もなくなってしまった空間に、学園長たちが茫然としたまま座り込んでいる。


　粛々と学園長たちに説教をし、呆気なく式神を消し去った煌玲は、厳かな佇まいのまま人間を見下ろす。


「煌玲って……神様なの？」


　言っていることとやっていることが人間離れしていて、そうとしか思えない。だけどすぐには信じられず、陽樹は自分の隣に立っている美しい男を見上げた。


　陽樹に見つめられた煌玲が視線を向け、微笑んだ。


「私は天上と下界とを纏め、秩序を正す神である」


　煌玲の言葉に、地面にへたり込んでいた学園長たちが「おお」と声を上げ、再び平伏した。


「神よ、……どうか、お許しを」


「許さぬ。御お伽とぎの中に我々を納め、己の力のみで繁栄するのはよかろう。だが、神を騙かたり、あまつさえ神の遣わした式神を蔑ないがしろにした行為は酌量の余地なし」


　赦ゆるしを求める学園長らに煌玲は容赦なく言い放つ。


「西園寺、特にうぬは許せぬ。おのれ私の陽樹に随分と意地悪をしてくれた」


　名指しされた西園寺が、ビクン、と身体を跳ねさせ、ひぃ、と悲鳴を上げながら地面に頭を擦りつける。


「もういいから、煌玲。ほら、僕は無事だったんだし」


　神の怒りを買い、式神を召し上げられ、直接説教なんかされたら、死ぬほど恐ろしいだろうと、同情心が湧いてしまう陽樹だ。


「よくはない。あの者はぬしの靴をぐちゃぐちゃにし、ひょろひょろでたいしたことがないなどと罵ののしったのだ！　許すまじ」


「それは別の生徒が言ったんだよ」


「同じことじゃ！　……この上は、陽樹を除き、地上にある者すべてをこの世から消し去る。それほどの罪をお前たちは犯したのだ」


　煌玲がそんなことを言うので、流石に慌てて煌玲の袖を引いた。


「ちょっと待って、煌玲」


「私の怒りはもはや止められぬ。皆の者！　覚悟せい」


「待って、待って！」


　そんなことをされては家族も友だちもみんないなくなってしまう。


　夢殿で会っていた頃の煌玲と違い、今の煌玲は喜怒哀楽が激しく、確かに中にシロが入っているような感じがした。


「みんな消すとか本当、止めて。煌玲は、天上とこことの秩序を正す神なんだろう？」


「その通り」


「そしたら、片方消しちゃったら秩序も何もなくなっちゃうじゃないか。それに、誰もいなくなったら、僕は嫌だよ。そんなことになるなら、僕も一緒に消して」


　陽樹の発言に、煌玲が初めて動揺を見せた。


「陽樹を消すことなどしない。……では数名残そうか？　ぬしの思うようにしてやるぞ。選べばよい」


「嫌だよ。僕はそんな……人の命を選ぶなんて。それこそ神様じゃないんだから」


「うむ……そうか。して、この者たちはどうするのだ」


　煌玲はどうしても西園寺たちを亡き者にしたいらしく、「あれは消してもいいか？」と陽樹に聞くが、そんなことを聞かれて「いいよ」なんて気軽に言えるわけがない。


「消さないで。そりゃ、この人たちのやったことは酷いことだし、僕も嫌な目にあったけど」


　煌玲の手を取り、いつも夢殿でしていたように柔らかく握った。


「あの人たちから式神を取り上げちゃっただろう？　それだけで、十分だと思う」


　彼らの目もく論ろ見みは、式神がいなくては果たされることはなく、この学園の意味もなくなる。要するに、彼らは今、すべてを失ってしまったのだから。








　茫然自失の学園長たちを残し、陽樹たちは祓い所を後にした。


　取りあえずは寮の自室に戻ることにする。


　表に出ると、外の景色は一変しており、山は鬱うっ蒼そうとした木々に囲まれ、学園の校舎も寮も、建物すべてが森に覆われた状態になっていた。


　記憶を取り戻したと共に、煌玲の持つ豊穣の力が発動してしまったらしい。


「それにしてもびっくりした。……シロなんだよね？」


　寮に戻った陽樹は、窓の外を眺めている煌玲を見つめ、そう言った。


　朝が近いようで、沈み掛けの月が窓から見える。


　月を眺める美しい横顔は、間違いようもない陽樹の好きな人のものだ。そういえばシロもよくこうやって窓際に立ち、外を眺めていたなと思い出す。


「なんでオコジョの恰好なんかになっちゃってたの？」


「それが、地上に降り立った時がちょうど冬でな、目の前にあの小さき生き物の姿があったのだ。可愛らしい造形に心を奪われ、記憶を失った折りには、とっさにあれの姿を真似てしまったらしい」


「そうか。オコジョって可愛いもんね。……っていうか、神様なのに記憶失うんだ？　そもそもなんでそんなことになったの？」


　陽樹の素朴な疑問に、煌玲は恥ずかしそうに微笑んで、「少し、はしゃぎ過ぎてのう……」と言った。


「崖から落ちて、頭を打ってしまったのだ」


　人間の行いが、あまりに目に余るものとなり、それを窘めるために、秩序神である煌玲が代表で地上に舞い降りた。


「人の子は、我々神の存在を忘れ、形ばかりで祀まつるようになった。それはかまわない。人同士が争い、そのあげくに滅んでしまうのもよしとする。だが、式神を悪用し、神の所業を真似る暴挙に出始めた。これは由々しきことであるからの。ならばいっそ、地上ごと消滅させてしまおうという話になったのだ」


「え、僕たち滅亡させられちゃうの……？」


　怯おびえる陽樹に、煌玲は慌てて「いいや。だからそれはあまりに早計だろうと、諭したのだ」と言い訳をした。


「私は下界が気に入っていたからな。大昔はよく上から下界の生活の様子を眺め、楽しんでいたものだ。それを消してしまうのは忍びないと、私自らが下界に降り、真偽を確かめ、その上で判断を下そうということになったのだ」


　そうやって数千年振りに下界に降りた煌玲は、しばらく振りの下界の様子に興味を抱き、自分の使命をしばし横に置き、あちこち観光して回ったらしい。


「なに、上からすればほんの刹那だ。何よりもまず、人間たちの生活を調査しなければならぬのでな。そうやってあちこちを見物して回り、……そしてあまりに浮かれてある日崖から落ち、記憶を失ったまま遭難してしまった……」


　雪山に登り、人を真似て橇そり遊びに興じていた煌玲は、勢い余って崖から転落し、気が付けば陽樹と出会ったあの山にいたのだという。


「そうだったんだ。それは災難だったね。それにしても……」


　顛てん末まつを語る煌玲を眺めながら、未だに目の前にいる人とシロとが同一人物だということが、信じられない。


　夢殿で出会い、慰めたり慰められたりしながら過ごした人と、自分の肩の上で地団駄を踏んだり、おかずを奪っていったりしたオコジョとが、どうしても重なり合わない。


「それで、調査の結果はどうなるの？　ここ、地上は消されちゃう？」


　さっきの祓い所での煌玲の様子を思い出し、陽樹は恐る恐る聞いた。


　煌玲はとても怒っていて、なんの躊躇ためらいもなく、式神を直ちに天に返してしまったのだ。彼が消そうと思えば、この世界は今すぐにでもなくなってしまう。もう家族とも会えなくなってしまうのだろうか。


　そんな心配をしながら煌玲を見つめる陽樹に煌玲が近づき、そっと手を取ってきた。ベッドの縁に二人で座り、煌玲のほうからも陽樹の顔を覗き、「……どうしようか？」と聞いてくる。


「確かに先ほどの私の行いは短慮だった。ぬしには大切な故郷も家族もおるからな。それを消してしまうのは忍びない」


「うん。それに、ここで知り合った連中だって、悪い人ばかりじゃないよ」


「そうだな。碓氷や吉村などは良い者たちだ」


「西園寺君だって……」


　その名前を出したら、煌玲の眉がピクリと上がり、「あの者は許せぬ」と、固い声を出した。


「ぬしを侮辱し、靴に泥を塗るなどして嫌がらせをしたあげく、あのような……」


　握った手をブルブルと震わせ、「私の陽樹に、許さぬ……！」と言う煌玲を眺め、ああ、やっぱりシロだ、と陽樹は妙に納得してしまった。


　笑っている陽樹を見た煌玲の顔も綻ぶ。


「……そうだな。ぬしの言う通り、私は秩序神だから。世の秩序を守らねばならぬ。この学園の腐敗は由々しきことだが、秩序神としての私の怠慢が生んだ結果だと思えば、これを立て直すのもまた、私の使命だ」


「じゃあ、地上はなくならない？」


「ああ、なくすのはよそう」


「誰も消さない？」


「そうだな。ぬしが望むなら」


　優しい顔をした煌玲が、陽樹の望むとおりにすると言って、見つめてきた。


「それなら、誰も消さないで。あの学園長たちみたいに、人の命を選んだりしないでほしい」


　陽樹の言葉を聞いた煌玲が、目を細める。「陽樹は優しいのう」と言って、陽樹の手の甲を撫でてきた。


「優しくて、とても強い。陽樹といると、私は心癒やされる」


　シロでいた頃もそうだったと言って、煌玲が陽樹の肩に頭を乗せてきた。陽樹よりも大きな身体を倒し、甘えるように凭もたれてくる。


「ぬしに心惹かれ、ぬしに私の心を捧げようとした。それを断られ、心に決めた人がいると言われた時には、酷く失望した……」


　その時の心情を思い出したのか、煌玲は深い溜息を吐き、苦悶の表情を浮かべた。


　シロの求愛を断った日、そういえば夢殿で煌玲が滅茶苦茶落ち込んでいた。自分の手も見えないほどの深い霧を発生させ、苦しい、悲しいと陽樹に縋ってきていた。あれはシロと煌玲とが記憶のないままお互いの気持ちを共有し、あんなことになっていたらしい。


「煌玲がシロだなんて思ってなかったから」


「私も思っていなかった。……私は私自身に嫉妬していたのだな」


　陽樹に求愛をし、断られ、陽樹の想い人に嫉妬し、悪口まで言っていた。それが全部自分のことだったのかと言い、煌玲がふくよかな笑みを浮かべる。


「陽樹、改めて問う。私は記憶を取り戻し、仮の姿を脱ぎ捨てたあかつきには、ぬしにこの気持ちを受け取ってほしいと言った」


　陽樹の肩から離れ、身体を起こした煌玲が、陽樹を真っ直ぐに見つめ、言った。


「どうか私の求愛を受け入れてくれ」


　煌玲の瞳が陽樹を捉える。声も姿も変わっているが、真摯な眼まな差ざしは二人とも同じだ。


「……うん。煌玲のことが好きです。僕が心に決めていたのは、煌玲、あなただ」


　陽樹の答えに、煌玲が笑った。「よかった……」とホッとしたように溜息を吐くのが可愛らしい。


「食べるか？」と、煌玲が陽樹の前に手を差し出す。握られているのはキャラメルだ。


「……何処から出してきたの？」


　陽樹が聞くと、煌玲は悪いた戯ずらそうに眉を上げて見せ、「おやつの場所は知っている」と言って笑った。


　口元に差し出され、キャラメルを入れてもらう。甘い味が広がって、微笑む陽樹を煌玲が嬉しそうに見つめている。


「陽樹……」


　名を呼ばれ、煌玲が望むとおりに、それを口移しした。舌先が絡み合い、キャラメルが二人の間を行き来する。


「……ん、ん」


　小さく声を上げる陽樹を、至近距離のまま煌玲が見ていた。目が合うと、それが細まり、目尻に皺しわが寄った。


「ああ、……夢のようだ。ぬしとこうして現実に触れ合える」


　感激したような声で煌玲が言い、僕も……という返事の代わりに煌玲の首を抱き、深く侵入していった。


　キャラメルが溶けていく。口の中は甘さでいっぱいだ。


　煌玲の身体が静かに沈み、その重みに従い、陽樹はベッドに背中をつけた。


「……煌玲」


　見下ろしてくる愛しげな表情が嬉しくて、名前を呼びながら、首に回した腕を引き寄せた。再び深く合わさろうとした時、外から激しくドアをノックされ、動きが中断する。


「芹川君！　いる？　ねえ！　式神が……、式神が、みんな消えちゃった……っ」


　外から聞こえるのは碓氷の声だ。


　煌玲によってすべての式神が消え、事情を何も知らない生徒たちがパニックを起こしているらしい。


「君が帰って来る姿を見たって人がいた。外が凄いことになってる。この森、芹川君のシロがやったんだろう？」


　ノック音が間断なく続き、碓氷はとにかく慌てているようだ。


　陽樹は身体を起こそうとしたが、上にいる煌玲が動かない。


「煌玲、ちょっと待って。みんなに説明しないと」


「せっかく盛り上がっているところであったのに」


　行為を中断された煌玲が不満げな声を上げ、ドアに向かい「去れ」と一言言い放つと、途端に部屋の外が静かになった。


「邪魔者は消えた」


「……え？　煌玲？」


　何事もなかったようにして、煌玲が再び覆い被さってきて、陽樹は驚いて煌玲の胸を押した。


「どうしたのだ？　陽樹。さあ、続きを」


「ちょっと待って。何したの？　まさか……消しちゃった？」


　恐る恐る尋ねると、煌玲は涼しい顔をして、「なに、結界を張っただけだ」と言った。


「ようやく心を通わせたのだ。私はもう一刻も待てぬ」


　気の短い神様は、焦じれたようにそう言って、「早う続きを」と、その綺麗な顔を近づけてきて、唇を奪っていった。








　周りがシンとしてしまった部屋の中、窓から月の光が射し込んでくる。


　沈みかけだったはずの月なのに、妙に大きいな、なんて思いながら窓の外を眺めていると、頬に手を添えられて、そっと元に戻された。


「陽樹。心を他よ所そに向けるでない」


　自分だけを見ろと、煌玲が月にさえ嫉妬する。


　唇が降りてきて、それを迎え入れた。キャラメルはとっくに溶けてなくなり、甘さの余韻だけがお互いの中に残っている。


「ん……ぅ、……あ」


　煌玲の唇が滑り、首筋を噛んだ。強く吸われて、赤い痕あとがつく。


「私のものだ」


　所有の印を指でなぞり、煌玲が微笑む。


　そういえば、煌玲と夢殿で会って目覚めた朝に、シロに「でぇとをしたのか」と詰め寄られたことがある。嫉妬深いのは二人とも同じで、やはり煌玲の中にはシロがいる。


「どうした……？」


　煌玲の整い過ぎた顔を見上げ、そんなことを考えている陽樹に、煌玲が聞いた。


「なんだか不思議。夢殿にいた頃の煌玲と、……少し違うから」


　煌玲の中にシロを確実に見つけるが、夢殿で会っていた煌玲と、今自分の上にいる煌玲とを重ねると、ほんの少しのずれを感じる。では完全なシロなのかと問われれば、それも違うと思うのだ。


「……このような私を、そなたは嫌うか？」


　気弱な声を出す煌玲もまた初めてで、陽樹は慌てて首を横に振った。


「そんなことないよ」


「本当か？」


「本当。不思議だと思うだけで、嫌いだなんて思わないよ。いろんな顔が見れて、嬉しい」


　もっと見たいと笑う陽樹に、煌玲がホッとしたように笑顔を作る。


「陽樹との逢瀬が私を変えた。……私はぬしと出会う前まで、性質というものを持たずにいたのだ」


　煌玲はそう言い、陽樹を愛しげに見つめた。


「秩序は公明なるもの。己の感情を持たず、いつでも平らな心で、あらゆることを見つめねばならぬ」


　秩序神として常に公正な態度で過ごしていた煌玲は、記憶をなくし、自分が神であることも忘れ、まっさらな状態になった。そこで初めて出会った陽樹と共に過ごすうちに、自然と感情を覚えていった。


「恋をし、それを失い、嫉妬を覚え、喜びも経験した。すべては陽樹、ぬしと共に過ごしているうちに得たものだ。こうして私は新しく生まれ、ここにいる。ぬしに出会えて、私は幸福だ」


「煌玲……」


「あのキャラメルを初めて味わった時の衝撃は、今でも忘れられない」


　笑ってそう言う煌玲に、陽樹もあの時のことを思い出した。キャラメルの甘さに驚き、身体を震わせながら踊っているシロが可愛かった。夢殿で煌玲に同じものをあげた時は、懐かしい味だと言って喜んでいた。


「あの時のシロは可愛かった」


「それは……今の私よりもか？」


　シロも自分だと言っていたのに、そのシロにさえ嫉妬するのかと、「どうなのだ」と、陽樹の顔を覗き込んでくる煌玲を見て、陽樹は笑った。


「今の煌玲も可愛いよ。凄く可愛い」


「そうか……」


　シロに求愛された時、きっと陽樹の気持ちを奪ってみせると言ったシロを恰好いいと思い、本来の姿になったシロに会ってみたいと思った。


　それが現実になって目の前にいる。美しい上に凜々しく、可愛らしい神様が、愛しげな目をして陽樹を見つめているのだ。


「……夢みたいだ」


「夢ではないぞ」


　煌玲の身体が降りてきて、再び唇が重なった。頬を撫でていた煌玲の手が滑っていき、それがシャツの中に入り込み、肌を撫でられる。


「ぁ……」


　柔らかで熱い掌の感触に、陽樹が溜息を漏らすと、指先が進み、胸の尖りを摘つままれた。


「んっ、……ぅ、ん」


　眉を寄せて刺激に耐える陽樹の顔を、煌玲が見つめている。シャツをたくし上げられ、今度は同じ場所を、煌玲の唇で撫でられた。チロチロと舌で擽られ、飛び出しそうな声を必死に抑えていると、「何故声を出さない」と聞かれ、困ってしまった。


「だって……、ふ、んぅ……ん」


「先ほどは嬌声を発し、悶もだえていたではないか」


　唸るような声が聞こえ、「え？」と顔を上げようとしたら突然カプリと歯を立てられ、「は、ぁん」と、思わず高い声が飛び出した。


「あの時、ぬしのこれを弄ばれていた光景は、……っ、地獄のようだった」


　強い刺激に痺しびれたようになっている胸の粒を転がされ、陽樹はいやいやと首を振った。


「この幼気な膨らみは、私のものなのに」


「ぁ、ん、煌……玲、そんなに強くしないで」


「何故だ？　ツンと尖ってきておる」


　ペロリと撫で上げられた後、じゅくじゅくと音を立てて吸い付かれて、陽樹の背中が浮いた。浮き上がった背中に煌玲の腕が回ってきて持ち上げられ、更に強く吸い上げられる。


「ん、あぁ……、っ、は、ぁん、ん」


「あの蔦よりも心地好いか？」


「そんな、の……、っ、ゃ、ぁん、あ、あぁ」


「ほら、もっと甘く鳴いてくれ」


　嬌声を上げる陽樹に、もっと喜べと、煌玲が執拗にそこを責め立てた。


「ああ、陽樹。良い顔だ。……ここもあの蔓に絡まれていたな。……このように」


「……っ、ああっ、やぁ、……、ぁあ、あ……」


　ズボンの中に滑り込ませた掌で、陽樹の性器を取り出し、やわやわと握りこむ。胸への刺激で半分勃たち上がっていたそれを、早急に育てられ、陽樹はますます声を上げた。


「濡れている。あの時も陽樹は涙を零していた。私は口惜しかったぞ。……ぬしはここから、涙を滴らせていた」


　包み込んで掌を上下させ、煌玲が陽樹の劣情を育て始める。グジュグジュと音が立ち、煌玲の掌が濡れていった。


「溢れてくる。心地好いか……？　陽樹、あの時よりもいいと言え」


　祓い所で蔦に身体を搦め捕られ、陽樹が弄ばれていた光景を口で再現し、嫉妬を滾たぎらせると同時に、煌玲は激しく興奮しているようだ。


「あ、あっ、……んんぅ、……ふぅ、あぁ……ん」


「もっと感じろ。陽樹、……陽樹」


　首を振りながら刺激に耐える陽樹の唇を追いかけ、煌玲の唇が重なり、舌を啜すする。水音が上と下の両方から聞こえ、頭がぼうっとしてきた。


「ああ、ぁん、……ぅ、ん、こう……れ、……ぁ」


　隠すことも忘れ、動かされるたびに声が上がる。煌玲の手の動きに従い、腰が揺れた。


「ああ、自ら身体を揺らし、追い掛けてくる。……陽樹」


　煌玲を受け入れようと、自然と身体が開いていく。大きく足を広げ、腰が浮いた。


　そんな陽樹の姿に、煌玲は嬉しそうに目を細め、褒美のような口づけをくれる。夢中でそれを受け取り、舌を絡ませていると、思いも寄らないところに新しい刺激を感じ、陽樹は思わず「そこ……いやだ」と、足を閉じてしまった。


　陽樹の拒絶の声を聞いた煌玲が顔を覗いてくる。


「何故だ？」


「だって……」


　煌玲の指は陽樹の後ろを探っていて、そんなところを触られるのが恥ずかしくて、嫌だ。


　煌玲の唇が再び降りてきて、柔らかく噛んでくる。舌先でちろちろと擽られ、そうしながら伺いをたてるように目を覗のぞいてくる。


「陽樹……」


　甘えるような声でねだり、駄目だといったそこにもう一度指が触れる。


「陽樹。……陽樹」


　何度も名を呼び、キスをする。


　端整な顔が、ほんの僅か崩れ、情けないような表情が可笑しくて……可愛い。


　心の優しい神様は、陽樹の許可が下りずに困っていて、だけど諦め切れなくて、陽樹の機嫌を窺うのだ。


「煌玲……」


　上にいる煌玲の首に腕を回した。身体の力を抜き、固く閉じた足を自分から開いていく。


　煌玲が再び陽樹の目を問うように覗いてくる。陽樹が「いいよ」と許可を出すと、途端に嬉しそうに微笑み、ちゅ、と礼のようにキスをくれるのがやっぱり可愛い。


　陽樹の許可を得た煌玲が、指先で陽樹の後孔をすりすりと撫で、それからクプリ、と侵入させてきた。「あっ」と小さく叫び、違和感と恐怖を我慢する。


「陽樹……、大事ない」


　キスで陽樹を宥めながら、少しずつ指が進んできた。力が入りそうになると、すかさず唇が重なってきて、陽樹の気を紛らわそうとしてくれた。


　さっき執拗に胸を責め立てていた時と違い、今の煌玲はゆっくりと慎重に陽樹の身体をほぐしていく。僅かに眉を寄せ、つらそうな表情を一瞬見せるが、陽樹と目が合うと、柔らかく笑って、「大事ない」と、微笑んでくれた。


　焼きもちやきで、欲望に忠実で、時々は気弱で、心の優しい煌玲は、神様なのにとても人間らしい。それも全部、陽樹といることで培われていったのかと思うと、もっといろいろな感情を生み出す彼が見たくなった。


「煌玲。……もう」


　首を抱いた腕の力を強め、煌玲を抱き寄せた。早く欲しいという陽樹の意思表示に、煌玲が探るように再び目を覗いてきて、陽樹は頷いた。


　後ろを占領していた指が去り、煌玲が身体を起こす。


「陽樹……」


　両足に手を添えられ、大きく広げられた。煌玲の大きな身体が陽樹の足の間に入ってくる。


「陽樹。大事ないからな」


　恐ろしいことも、痛いことも起きないと、煌玲が約束をし、身体を進めてきた。指が入っていたそこに、もっと大きく、硬いものが入ってくる。


「……あ、あ」


　肉壁を広げられる感覚に身体をこわばらせると、煌玲が指でしていた時と同じように、唇で慰め、陽樹の名を呼んでくれた。


　ゆっくりと深く、それが陽樹の中を占領してくる。煌玲が約束してくれたとおり、痛みは感じない。


「……ああ」


　煌玲が声を上げた。気持ちのよさそうなその声が嬉しくて、こわばっていた身体の力が抜けていった。


　少しずつ進み、時々は動きを止め、出て行ってはまた入ってくる。


　身体が慣れてきて、なんだかもう少し乱暴でもいいのに……なんて思った。煌玲は優しい。


「煌玲……」


「どうした……？」


「もっと……強くしても、っ、あああっ！」


　言い終わる前に、突然ズン、と最奥まで突き入れられ、思わず大きな声が上がった。


「あっ、ぇ……？　っ、ちょ、……あんっ、ああっ、ああっ」


　そのまま激しい抽ちゅう挿そうを繰り返され、訳が分からないまま翻弄される。


「ひ、……煌……っ、れ、あ、あ、あ、ああっ」


「強くとは、これほどか……？」


「ぃ、あ、ふ、ぁん、……ああ、ああ」


「もっとか……？　ああ、引き留めながら絡みついてくる。……陽樹、……陽樹」


　両足を捉えられ、大きく広げられたまま強く穿うがたれて、悲鳴に近い声が出た。


「陽樹……、ああ、ああ……っ、あ」


　激しく腰を打ちつけながら、煌玲も声を上げていた。中が擦られ、熱い。


「ぁあ、んっ、は……っ、ん、あ、ん」


　口を閉じる暇もなく、突かれるたびに声が[image: ]ほとばしった。グチ、クジュ……と、水音が聞こえ、煌玲の声と溜息もそれに混じる。


「陽樹……」


　大きな身体が倒れてきて、口を塞ふさがれた。舌を啜られながら、後ろも激しく擦られる。


　煌玲の腹に陽樹の劣情が当たり、抽挿と同時に擦られ、新しい快感が生まれた。無意識に腰が前後して、煌玲に押しつけるように揺れていた。


「……ああ、陽樹、喜んでいるのか。……私も嬉しい」


　更に激しく揺らされ、大きく腰を回された。背中が弓なりに反っていく。奥深くまで受け入れ、自ら身体を揺らす。


「も……もぅ、あ、もう、……、ィ……っ」


　絶頂の兆しが見え、訴えながらそれに向かって身体が勝手に駆け上がろうとしている。


　煌玲が自分を見ている。


　恥ずかしがる暇もなく、その視線さえも刺激になり、熱が上がっていった。


「ああ、ああっ、ああ、っ、んん、……っ、あ────っ！」


　煌玲に見守られながら、陽樹は絶頂を迎えた。煌玲の雄茎が奥を擦り、動くたびに陽樹の花芯から精が飛び散る。


　煌玲は動きを止めず、陽樹を見つめながら穿ち続けていた。ああ……と、声と一緒に深い溜息が聞こえ、陽樹は目を開ける。


　煌玲が自分の上で揺れていた。目を閉じ、眉を寄せ、唇を僅かに開けて、声を漏らしながら陽樹の身体に浸っている。


　気持ちのよさそうなその様子を、じっと眺めていた。


　凄く綺麗で、色っぽい。


「陽樹……、陽樹、……っ、は、は、……くっ、っ……っ」


　息を詰めた煌玲が、身体を硬直させ、動きが止まる。


　大きな溜息を吐き、煌玲の身体が沈んでくる。それを受け止めながら、強く抱きしめた。


「陽樹……なんということだ」


　陽樹の胸に顔を埋うずめた煌玲が、呻くような声を出している。


「どうしたの？」


「私は今、極楽を見た」


「え……」


　陽樹の上に被さった神様は、大きな溜息を吐きながら、「極楽浄土はここにあった」と、嬉しそうに呟いている。


　ふわん、と花の香りが漂ってくる。気が付くと、ベッドの周り、窓の桟、上を見上げれば天井と、ピンクの花が咲いていた。


　部屋中に咲き乱れた花々が、甘い香りを漂わせていた。







　　　　　※※※







　ドアを開けると、「おかえり」と部屋の中から声がした。


　真っ白なオコジョが陽樹のベッドの上にチョコンと座っている。


「あ、煌玲、戻ってきてたんだ。随分早かったね」


　煌玲は神の寄り合いに顔を出すために天界に帰っていたはずで、こんなに早くに戻ってくるとは思っていなかった。


「なに、顔だけ出しておけばよいのじゃ。宴会が始まれば、三年も五年も続くのでな」


「豪快な宴会だな」


「それよりもどうだ？　予備校というところに行ってきたのであろう？」


「うん。なんとかついていけそうって感じかな。ちょっとでもサボると置いていかれそう。頑張らないと」


　陽樹が惇聖学園を去ってから、半年と少しが経過していた。


　煌玲によって式神をすべて天界に返されてしまった惇聖学園は、運営を続けることができずに閉鎖されてしまった。教師も生徒も、式神を失った使役すべてがバラバラになった。


　陽樹も学園を去り、地元に帰ってきた。元いた学校に復学し、今は大学受験を目指して準備が始まっているところだ。


　惇聖学園が閉鎖されたという事実に家族は驚き、心配したが、陽樹が戻ってきたことには手放しで喜んだ。家庭料理に餓えていただろうからと、連日クリスマスか誕生日のようなご馳ち走そうが並び、近所に住む祖父や幼なじみなども頻繁に訪れ、宴会のような毎日が続いた。


　兄は陽樹の帰還に歓喜し、仕事が終われば父を置き去りにしてすっ飛んで帰ってくる。陽樹の帰りを喜んでくれるのは嬉しいが、夜も一緒に寝ると言い出すのには困ってしまった。


　何故なら陽樹と共に自宅に帰ってきた煌玲が、ずっと一緒にいるからだ。


「受験や就職など、頭を悩ませることもないのだぞ？　かねてより天界で共に過ごそうと言っておるだろう」


「えー、……まあ、うん。その話はまた今度」


「私の元に永久就職すればよい。陽樹よ」


　煌玲は陽樹を天界に連れて行き、神に準ずる者として、自分の側にずっと置きたいと望んでいる。


　だけど、そんな大それた役職を与えられても身に余るし、家族や今の生活から離れ、天界に行くには、それこそ死ぬほど勇気がいる話だ。


「決心がついたら、いつでも言うのだぞ。そのあかつきは、ただちにぬしを天界に連れて行き、未来永えい劫ごう二人で面白おかしく暮らそう」


　無邪気に壮大な提案を陽樹にし、「いつでも待っている」と言いながら、煌玲が陽樹の肩の上に乗ってきた。


「そんなこと言って。煌玲にはこっちで仕事があるだろう。面白おかしく暮らしている暇はないよ？」


「おお、そうか。ならば仕事をする時はぬしを連れて下界に降りればよい。これなら天界と下界を頻繁に行き来でき、ぬしも家族と会える」


「それはそうだ。けど、宴会を五年も続けるところに行くのはなあ……」


「慣れればどうということもない」


「考えとく」


　あの祓い所での一件で、記憶を取り戻した煌玲は、当初の目的であった地上での調査報告をするために、一旦は天界に戻っていったのだが、すぐさま陽樹のもとへ帰ってきた。


　人間が神を騙り、式神を悪用したことについては、他の神々も憤ったが、煌玲の説得により、ひとまず人類滅亡の危機は避けられることになった。


　また、怒りにまかせて地上にいる式神すべてを人間から取り上げてしまったことについても、あまりにも早急な処置であったとして、救済措置が講じられることとなった。


　今は正しい行いをする者のみに式神を持つことを許している。それの選別員として自ら名乗りを上げた煌玲は、活動の拠点を陽樹の地元にある惇妙寺とし、煌玲自身は陽樹の家を滞在先とした。


　惇妙寺の住職は、自分が祓おうとしたシロが秩序神だったことに仰天し、また、惇聖学園の学園長たちがやろうとしたことに、同じ使役として深く陳謝した。煌玲はこれを快く許し、そして使役を選別する責任者として、住職に新しい任務を与えた。


　そうして煌玲は天界と下界とを忙しく行き来しながら、大手を振って陽樹のもとへ訪れる。


　陽樹の自宅で、家族に知られないまま、陽樹は神との通い婚の生活を送っているのだ。


　惇聖学園に縁の深い人の中では、突然使役としての役目を奪われ、茫然自失に陥っている者、式神なしの社会生活に戻ろうと努力している者、そして式神との関わりをもう一度取り戻したいと願う者と、それぞれがそれぞれの道を模索しながら、新しい生活を営んでいる。


　煌玲の怒りに直接触れた学園長ら、式神の私物化、悪用に加担した人たちは、もちろん新しい使役選別の外に置かれ、二度と式神と関わることができないようにされ、解散させられた。風の噂では、学園長は生まれ故郷に戻り、細ほそ々ぼそとした暮らしをしているという。


「ああ、そういえば、来月、碓氷君がこっちに来るよ。惇妙寺の和尚に挨拶と、今後のことをいろいろ相談するんだって」


「そうか。となると、あの者も来るのだな」


「ああ、うん。……っていうか、それを許可してほしくて、僕のところに連絡がきたんだ。いいよね、西園寺君が来ても」


「私の許可などいらぬ。決めてしまったことに、私はとやかく言わないぞ」


「よかった。じゃあ、碓氷君に連絡をしておくね。半年振りか。会うのが楽しみだ」


　使役選別は、やはり惇聖学園の生徒が候補者の筆頭に上がる。碓氷は陽樹にとって最初にできた友人であり、陽樹贔びい屓きの煌玲は、この碓氷と吉村を、候補に入れてくれた。


　贔屓目なしにしても、碓氷と吉村なら、式神と好い関係を結べると陽樹も思っていたから、その選択に異存はなかった。


　だけど吉村は、自分は教師になりたいからと断った。あの惇聖学園での生活で、彼なりに思うことがあり、そう決めたのだと言っていた。


　そして碓氷は、西園寺にその権利を譲りたいと申し出た。


　使役としての能力は、西園寺はやはりずば抜けていて、それに彼は、自分の式神をちゃんと大切に思っているのだと、だから彼に式神を返してやってほしいと、嘆願したのだ。


　煌玲は碓氷の申し出を一蹴したのだが、碓氷は諦めずに何度も頼んできた。西園寺の陽樹に対する言動が嫉妬からきていたことを、陽樹もなんとなく分かっていたから、碓氷と一緒になって煌玲にお願いし、やはり陽樹贔屓の煌玲の特別な取り計らいにより、ようやく許しをもらったという経緯がある。


　西園寺は今、生まれ故郷の神社に戻り、後を継ぐ者として精進を続けている。これからは惇妙寺と密な連携を取り、未来の使役を育てることに尽力していくことだろう。そして碓氷はそんな西園寺の力になろうと、彼と一緒にいるのだ。


　大昔に交わした神との誓約通り、使役と式神とが手を取り合い、人の助けとなる世の中に戻ってくれたらいいと、陽樹は願っている。


「陽樹、アイスを食べようか。母上がスーパーで大量に求めてきたぞ。四割引だったそうじゃ。お得よのう」


　オコジョの姿をした神様が、陽樹の肩の上に乗ったまま、妙に所帯じみたことを言い、アイスを所望している。


「何味があるかの」


「バニラと抹茶はあると思うよ。どっち？」


「抹茶！」


　煌玲が陽樹の肩の上で跳ねた。


　台所に行き、冷凍庫を開けると、大量のアイスが詰まっており、それを見た煌玲が「絶景じゃ」と言ったので笑ってしまった。


　アイスは抹茶とバニラの他にチョコとストロベリーもあったので、どれにするかと二人で悩み、結局煌玲は抹茶で、陽樹はチョコを選ぶことにした。煌玲が抹茶とチョコとで悩むので、じゃあ半分こで食べようということになったのだ。


　もう一度部屋に戻り、ベッドの脇にある机に二つのアイスを置くと、ふわ、っと空気が動き、背中に何かが圧おし掛かってきた。


　肩の上にいた煌玲が、オコジョから本来の姿に変わり、陽樹に抱きついている。


「早く食べよう」


　ワクワクした声で、陽樹の後ろから腕を伸ばし、煌玲がアイスのカップの蓋ふたを開ける。


「アイス、本当に好きだな」


「ああ、好きだ。陽樹と共に食すと、甘さが増して、格別の味になる」


　カップから一ひと匙さじアイスをすくい、陽樹の口元へ持ってきた。口を開け、アイスを頬張る。冷たくて甘い、抹茶味だ。


「甘いか？」


　低く優しい声が耳元でする。


　陽樹はうん、と頷き、今度は自分が煌玲に食べさせようと、チョコ味のカップにスプーンを入れた。








寝ても覚めても







　いつもの場所で、煌こう玲れいは陽はる樹きを待っていた。


　訪れるたびに辺りを覆っていた霧も今はなく、どの景色も眩まぶしいほどに鮮明だ。池の水は澄んでおり、対岸へと渡る橋の朱も鮮やかで、煌玲は己の心が晴れ渡っていることを知った。


「煌玲……！」


　軽やかな声と共に、愛しき人が姿を現した。毎日のように現うつつで顔を合わせているが、それでも会うたびに胸が躍る。両腕を広げたまま待つと、陽樹が胸に飛び込んできた。見上げてくる顔が笑っている。なんと愛ういことよ。


「時間掛かっちゃった？」


「いいや。目を閉じてから、ほんの数分だったぞ。ぬしは寝付きがよいのでな」


「そう。ならよかった」


　惇じゅん聖せい学がく園えんを去り、共に陽樹の実家に戻ってきて以来、こうして時々は陽樹の夢殿で逢あい引きをしている。


　心を通わせた者同士、煌玲としてはいつでも何ど処こでもいちゃいちゃとしたいのだが、なかなかそうもいかないのだ。


　陽樹の部屋におれば、しょっちゅう陽樹の兄上がやってきては二人の邪魔をし、皆が寝静まってからいざと思えば、やはり家族が気になってそぞろになると言う。それならば結界を張ろうと申し出たが、それもなんだか気が咎とがめるのだと言われてしまった。


　二人で外へ出掛けても、デートという感じがしないと陽樹が嘆いた。煌玲は姿を隠すことができるのだが、それだと陽樹一人が空に向けて話しているようであり、姿を現せば、あれは誰だと問題になる。また煌玲が戯れに抱きついたり、撫なで回したりする行為に戸惑い、恥ずかしいからやめてと言われてしまうのだ。これには大変ショックを受けた。


「だって、道を歩いてて急にキスとかされて、変な声が出ちゃったりしたら、やだもん」


「変な声などではないぞ。ぬしの声は、それはそれは良き声だ」


「そんなの……。とにかく、人に聞かれたら嫌だから」


「うむ。それもそうだな。私以外の者に陽樹の良い声を聞かせるのは業腹だ」


　そんなわけで、いつでも陽樹に触れていたい煌玲は、陽樹と表を歩く時はオコジョの姿になり、陽樹の肩に乗ることにしたのだが、やはりそれだけでは物足りない。煌玲とて、己のありのままの姿で陽樹とデートをしたいのである。


　それでこうして陽樹の夢殿で待ち合わせをし、恋人同士の時間を持つことにした。ここならば誰の目も気にせずに手を繋つなげるし、口づけもたやすい。


　陽樹の夢殿は彼の心に似て清さやかで温かく、居心地の好よい場所である。


　二人で手を取り合い、朱色の橋を渡った。


「初めてここに来た時にね、あの花はなんだろうって見に行こうとして、そしたらここに煌玲がいたんだよ。凄すごく綺き麗れいな人がいて、花のことなんかすっかり忘れちゃった」


　初めて二人が出会った時のことを、陽樹が楽しそうに語る。


「ああ。私もぬしを一目見て、なんと可か愛わいらしき人の子かと思うたものだ」


　落としてしまった記憶を探して彷徨さまよっていた煌玲の前に、突然陽樹が現れた。クリクリとした大きな目で顔を覗のぞいてくる姿が愛くるしく、まるで小動物のようで心和んだ。もっとも、その頃現では、己が小動物の姿になっていたのだが。


　手を繋いで二人で橋を渡り、向こう岸にたどり着いた。柔らかい薄桃色の花々が池の縁を彩り、そよそよと風に撫でられ揺れている。


「この花、なんだろうね。雲間草に似ているけど、花弁がもっと大きいし、アネモネっぽいけど、それとも違う。天界にある花かな」


「さて。上にも様々な花があるが。それのどれかかの。ようは分からんのだ」


「ふうん。神様でも知らないことがあるんだね」


　無邪気な顔で陽樹が言い、足あし下もとに咲く花を眺めている。繋いでいた手を引き寄せ、自分の胸の中に取り込んだ。一瞬見開いた陽樹の目はすぐに和み、素直に身体からだを預けてくる。


　白い顎に指を当て、そっと上向かせる。大きな瞳が嬉うれしそうに細まり、近づいてくる煌玲を待ち受ける姿が可愛らしい。


「……ん」


　唇が触れ、その柔らかさを堪能しながら、陽樹の口内へと入り込んだ。温かく、湿ったそれは甘い味がする。


「ん、ん……ぅ、あ……ふ」


　細やかな声と溜ため息いきを漏らしながら、陽樹が縋すがり付いてくる。細腰を引き寄せ、舌を絡ませながら強く啜すすると、陽樹の背が撓しなった。頭の後ろを手で支えてやると、陽樹の腕が煌玲の首に回ってきた。奪われながら、陽樹のほうからも与えてくる。


　健けな気げで、それでいて貪欲な様が愛しくてたまらない。


「ぅ、……ん、煌玲……」


　ああ、可愛らしい。可愛らしい。可愛らしい。


「あ、……ふ」


　夢中になって陽樹の唇を味わい尽くしているうちに、陽樹の背中がどんどん反っていく。被かぶさるように迫っていく煌玲に、陽樹が瞑つぶっていた目を開け、「落ちる」と言った。


「かまわぬ。長いこと辛抱していたのだ。もっとぬしを味わわせてくれ」


「長いことって、昨夜もここに来たじゃないか……、っ、んぅ」


　慌てて体勢を立て直そうとする陽樹に尚なおも押し迫る。


「二十四時間も辛抱した。ぬしが寝入るのがどれほど待ち遠しかったか」


「そんな。宴会を三年も五年も続けるのに、二十四時間ぐらい……」


「我慢ならぬ」


　ぐいぐいと迫る煌玲に圧され、陽樹がとうとう倒れた。ぽふん、と花の上に身体を横たえている。


　花がクッションとなり、なんの衝撃もなかったことに、一瞬驚いて目を見開いた陽樹の瞳が、ふっと綻ほころんだ。


「花が……」


　池の周りを縁取るだけだった花々は、みっしりと隙間なく地面を埋め尽くしていた。


「花のお布団だ」


　陽樹が屈託なく笑い、すぐ横に咲いている花に顔を寄せ、すん、と花の香りを嗅いでいる。


「いい匂い。甘い……。やっぱり地上にはない花みたいだ。綺麗」


　花を愛でている陽樹の頬に手を当て、こちらに向けた。


「陽樹、私といる時に、心を他よ所そに移すな」


　煌玲の憮ぶ然ぜんとした声に陽樹が笑った、


「まったく。焼きもちやきの神様だなあ」


　呆あきれたような陽樹の顔に、途端に不安になる。


「このような私は駄目か？　不ふ甲が斐いない神はお呼びでないか……？」


　窺うかがうように目を覗くと、陽樹がぷ、っと吹き出した。


「どうした、陽樹。正直に言うがいいぞ。ぬしがそう思うのであれば、私はこれより己の心をより平静に保つ努力をしよう」


　陽樹の望むとおりにするのが煌玲の望みである。陽樹が煌玲の悋りん気きを好まないのであれば、それを取り去るよう……、いや、悟られぬように精進しようと誓った。


「そんなことないよ。焼きもちやきの煌玲も好き」


「そうか」


　陽樹の言葉を聞き、一瞬で花畑がぶわりと広がる。花の褥しとねは面積を増し、今は絨じゅう毯たんとなり、朱の橋にも咲き誇る。


　ぽ、ぽ、ぽ、ぽ、と、音を立てて咲いていくピンクの花の行方を追い、陽樹が艶あでやかに笑った。


「僕の神様は、本当に可愛い」


　大好き……という声と共に、伸びてきた腕で首を抱かれた。


　求めてくる唇に応えながら、ああ、極楽と、心で唱える。


　朱の橋を越えた花々は対岸にもそれを咲かせ、陽樹の夢殿が花で埋め尽くされていった。








夏の祭と花の褥【電子限定おまけ】







「こっちが上でいいんだよね？」


　浴衣の前を合わせながら、陽樹が言った。紺地の布に麻の葉の文様が可愛らしい。袖口からすらりと伸びる腕は瑞々しく、襟足からうなじにかけての流線の、なんとなまめかしいことよ。


　着慣れない着物の着付けに四苦八苦している陽樹の様子を眺め、「よきかな、よきかな」と頷いている煌玲である。


「どれ、帯は私が結んであげようか」


　花葉色の半帯は色鮮やかで、これも陽樹に似合っている。シュルシュルと陽樹の柳腰に帯を巻きつけ、締めてやった。


「神様に浴衣を着付けてもらうなんて、恐れ多いというか、僕、滅茶苦茶贅沢だよね」


「なんの。私のほうこそこんなに楽しい催しができるとは、ここは極楽かと思うぞ」


　煌玲の言葉に、陽樹が「大袈裟」と言って大輪の花のように笑う。その笑顔が素晴らし過ぎて、今締めてやった帯をすぐさま解きたい衝動に駆られる煌玲だ。


　今日は陽樹と煌玲の住む街のはずれにある稲荷神社で祭りがある。多くの屋台も出るというので、二人で出掛けようということになった。近隣の街からも人が大勢集まる大規模な祭りで、煌玲も人の姿で人混みに紛れ、二人で祭りを楽しむのだ。


「兄上は、まだいじけておるのか？」


「うん。僕は無理だから、友だちを誘ったら？　って言ったんだけど……」


　陽樹の兄上が、祭りに行くなら自分と一緒にと、かなり食い下がっていたが、陽樹が惇聖学園で世話になった人を案内するからと断られ、この世の終わりのように嘆いていた。


「今日は庭の物置の修理をするって言ってた。一歩も外に出ないんだって」


「そうか。では、兄上には物置の修理に精進してもらおうかの」


　人のデートの邪魔をするのは無粋の極みであるから仕方のないことだ。


「現に姿を現すのは、どれくらい振りか。粗相のないようにせねば」


「神様が粗相をしても、誰も文句は言わないと思うよ」


「いやしかし、ぬしに恥をかかせるようなことがあってはならぬのでな」


　陽樹の装いに合わせ、自分も人の世の浴衣姿になり、今日のデートに臨む。白地に鳳凰を描いた召し物に、長い髪を高いところで括った煌玲を見上げ、陽樹が、ほう、と溜息を吐いている。


「どうした？　陽樹。私の装いに何処かおかしなところはあるか？」


　久方振りの人間を模した恰好に自信がなく、恐る恐る煌玲が聞くと、陽樹は急いで首を横に振り、「……凄く恰好いい」と言ってくれた。


「そうか。それならよかった」


　ホッとして笑顔になると、陽樹も頬を綻ばせる。可愛らしいその笑顔に、祭りに行くのを取りやめにして、今すぐ陽樹の夢殿に招いてもらってもよいと思う。


「煌玲と二人でお祭りに出掛けられるなんて。凄く楽しみ」


　花のような笑顔に、夢殿に行くのは祭りから帰ってからにしようとすぐさま心を翻した。


「ああ。では出掛けようか」


　夏の宵。数千年振りに現の世に降り立った神と、最愛の恋人とのデートが始まる。








　アンズ飴にタコ焼きに綿菓子と、目に留まるものをすべて買い求め、それらを味わいながら、屋台の並ぶ道を陽樹と歩いた。


　賑やかな人の声と、遠くからはお囃子も流れてくる。


　神社の境内から参道、そして商店街へと提灯が並び、夜空を明るく照らしていた。細い道には人が溢れ、浴衣姿の参拝客が多く行き来している。


「祭りの風景は今も昔もあまり変わらないな。皆笑顔だ」


　頭に面をつけた子どもや、うちわを片手に焼きトウモロコシにかぶりつく若者など、どれもが満足そうな顔をしてゆっくりと闊歩している。煌玲の隣を歩く陽樹も同じように楽しそうな笑みを浮かべていた。煌玲もきっと、まったく同じ顔をしていると思う。


「陽樹、カキ氷が食べたい。あれを買ってくれ」


　前方にある屋台を指さし煌玲がねだると、陽樹が「いいよ」と、財布を懐から出した。


「どんな姿の時でも食べるのが好きなのは変わらないんだね」


「ああ、変わらぬよ。美味しそうなものを見れば、胸が躍る」


　早く買ってくれと、陽樹の手を取り先を急ぐ煌玲に、陽樹が笑いながらついてくる。


　屋台の前に立ち、煌玲は抹茶にアイスが載ったものを、陽樹はいちごのカキ氷を買い求め、二人で交換しながら食べた。冷たく甘い氷が口の中で解け、喉を通っていく。


「ねえ、赤くなってる？」


「ん？　なんだろう」


　顔を向けると、陽樹がイチゴシロップの染料のついた舌を煌玲の前に差し出してきた。煌玲は身体を屈め、色づいた舌を吸おうと顔を近づけたら陽樹がびっくりした顔をして、後ろに飛び退っていった。


「どうした？」


「いや。それはこっちの台詞。今、何しようとした？」


　驚愕の表情のまま聞かれ、「食べようとした」と素直に答えたら、何故か睨まれてしまった。


「駄目だよ。……こんなところで」


「ぬしが美味そうなものを差し出すから。食べてくれという意味かと思うた」


「見てって言ったの。食べてって言ってない」


「しかしその赤い舌はとても美味しそうだ。よいではないか。陽樹、ほんの少しだけ……」


　そのような美味しそうなものを差しだされたら、食らわずにはいられないではないか。


　再び近づく煌玲の顎を、ぐいと押し上げ、陽樹が「とにかく駄目」と言う。


「そういうのはしちゃいけないの。とにかく駄目。周りの人がびっくりするよ。僕だって驚いた」


　シロップと同じような頬の色になった陽樹に叱られ、しゅんとなって謝る。


「はしゃぎ過ぎてしもうたかな……」


「煌玲。……いいんだけど。いや、よくないんだけど。……そうだよね。慣れてないもんね。僕もきつく言い過ぎた」


　しょげた煌玲に、陽樹が今度は優しい声を出し、慰めてくる。


「今度から気を付ければいいよ。カキ氷、食べよう？　ほら、溶けちゃう」


　陽樹にそう言われ、「うん」と、氷にスプーンを入れた途端に、氷の上に載っていたアイスがボトリと落ちた。


「ああっ！　アイスが落ちた。最後に食べようと楽しみに取って置いたのに。おお、私のアイスが……なんということだ」


　嘆き悲しむ煌玲に、屋台の店主が「兄ちゃん、おまけだ」と言って、煌玲のカキ氷の上に、もう一つアイスを載せてくれた。


「今度は落とすなよ。綺麗な兄ちゃん」


　ありがとうと礼を言い、親切な店主に頭を下げる。この優しき人間にどうか多幸が降るようにと祈りを捧げた。


「よかったね。溶けないうちに食べよう」


「ふむ。そうだな」


　陽樹の忠告通りに、新しく載せてもらったアイスをスプーンで掬い、今度は落とさぬようにと用心して口に運んだ。


　時間が経つにつれ、狭い道には人がどんどん溢れ、ごったがえしてくる。露店の呼び声もかん高く大きくなり、いちだんと賑やかさが増していった。


　人々の放つ熱気が煌玲の周りを包み、その熱が心地好い。道行く人は笑顔で行き交い、それぞれの楽しみを探し、堪能している。


　金魚すくいの屋台を見つけた陽樹がやりたいと言うからついていった。ポイという紙の張られた杓子を水に潜らせ、陽樹が金魚を追っている。


「ああ、破けちゃった。ぜんぜん捕まえられない」


　金魚は元気がよく、ポイに載せられてもビチビチと撥ね、再び水槽に逃げ込んでしまう。


「煌玲もやってみる？　捕れたら持って帰ってうちで飼おうか。確か物置に水槽が仕舞ってあったはずだから。兄ちゃんに言って出してもらおう」


　小学生の頃にザリガニを飼っていた水槽があるからと言い、陽樹が期待を込めた声で声援を送ってきた。


「うむ。では張り切るかな」


「頑張って。この大きくて赤いの。これ捕って、煌玲」


「これか？　よし」


　新しいポイを受け取り、気合いを入れた煌玲が水槽に手を翳すと、目当ての金魚以外にも、わらわらと集まってきて、ポイの上に乗ろうとしてきた。


「おお。これはたやすい。入れ食いとはこのようなことを言うのだな。ほら、ぬしの目当ての金魚もいるぞ。おお、おお、どんどん入ってくる」


　掬うまでもなく、左手に持った椀の中に自ら飛び込んでくる金魚たちを笑って眺めていると、陽樹に腕を引かれた。


「煌玲、もういいかも……」


「陽樹。いくらでも金魚が捕れるぞ」


　椀に山盛りになった金魚を陽樹に見せると、陽樹が「うちの水槽、こんなに入んない」と言って困った顔をし、笑った。








　祭りのあと、現でのデートを終えた二人は、今度は夢殿で待ち合わせをしていた。


　橋の架かった池の中では、赤や白の金魚たちが元気に泳いでいる。


「ふむ。ここに住まわせるなら、もっと捕ってきてもよかったな」


　池は広く、祭りの屋台にいた金魚をすべて放っても、まだまだ余裕があった。陽樹が喜ぶのなら、もっと張り切って捕まえればよかったと思いながら、池で泳ぐ金魚たちを眺めていると、「煌玲」と、自分を呼ぶ声が聞こえた。


　もう霧の発生しなくなった景色の中に、浴衣姿の陽樹が立っていた。いつものように両腕を広げて待つと、軽やかに掛けてきて、陽樹が煌玲の胸に飛び込んでくる。


　浴衣姿の陽樹は、今宵も美しい。


　楽しいデートの後に再び会えたことが嬉しく、恋人を優しく抱きしめていると、池に泳ぐ金魚を見つけた陽樹が笑顔で見上げてきた。


「元気に泳いでる」


「ああ。もっと連れてきてやればよかったと思っていたところだ」


　二人で池のほとりに佇み、泳ぎ回る金魚たちを眺めた。


「今日は大変楽しかった」


　現での祭りの宵を反芻し、煌玲が言うと、陽樹も「うん。僕も」と笑顔で頷いた。


「煌玲の姿の煌玲と、ああやって外を歩けるの、凄く楽しかった」


「そうか。私もだ」


「シロの姿の煌玲も可愛いけど」


「ああ、ぬしの肩の上にいるのも心地好いぞ」


　どんな姿でも、どんな時でも、どのような場所でも、陽樹と一緒にいられるそこが煌玲にとっての極楽浄土だ。


　煌玲のいつもの言葉に、「うん……僕も」などとはにかむような笑みを浮かべる陽樹が愛しくて溜まらない。


　いつまでも金魚を眺めている陽樹の腕を取り、煌玲は宮殿の中へと誘った。


　庭から廊下に上がり、奥の間へ進む。仕切りのない開放的な造りの屋敷は、陽樹の心の有り様そのものだ。だけど煌玲とこの夢殿で頻繁に過ごすうちに、奥まった部屋が一つ増えたのだった。


　一部屋だけ扉がついたその部屋は、陽樹と煌玲が夜をしっとりと過ごすための褥が用意されていた。


　この部屋を見つけた時、煌玲は喜び、陽樹はどういうわけか恥ずかしがった。


「だって、こんなあからさまな部屋……。僕がまるでエッチなことを望んで具現化したみたいなんだもの……」


　頬を赤らめて陽樹が言ったことはまさにその通りなのだが、本人が認めたがらないので、これは煌玲が望んだ部屋だと言って、陽樹を納得させたものである。


　私がぬしと愛し合いとうて作り上げた部屋だと言えば、悩ましい顔をして睨まれたものだが、なにほどのこともない。


　人とは繊細で可愛らしく、なんと愛しい生き物なのだろう。


　いそいそと手を繋ぎ、奥の間に二人で入る。慣れ親しんでいるはずの二人の行為も、誘うたびに頬を赤らめ、恥ずかしそうにする陽樹が可愛らしい。そして、そんな清楚な様子で煌玲の劣情を煽り、そのうち火のように燃え上がり、ますます煌玲を溺れさせるのだから、この者は悪魔か女神か、神かと思う。


「陽樹……」


　煌玲に手を引かれ、静々と褥に座った陽樹を見下ろす。自分も膝をつき、ふっくらとした唇を吸ったら、仄かにイチゴシロップの味がした。


　浴衣の合わせに手を掛け、そっと引き下ろす。


「あ……」


　帯を締めたままそこだけ露わにされた胸先に唇を這わせると、あえかな声と共に、甘い溜息が降ってきた。


「ああ……」


　つぶらな突起を舌で転がしながら、煌玲の口からも甘い声が出る。自分の唾液で濡らされ、光り輝くそれは、宝石のようだと思った。


　チュクチュクと音を立てて吸い上げると、健気に立ち上がった胸芽がツンと上を向く。


「ん、……ん」


　我慢するような声に煽られ、キュウ……、と強く吸ってやると、「あ、……ん」と、可愛らしい声が聞こえた。


　胸を可愛がりながら、浴衣の裾を割り、掌を這わせていく。小さな膝小僧を撫で、太腿を辿り、奥まった場所へと指を進める。胸への刺激に夢中になっている陽樹の身体は、自分でも意識をしないうちに煌玲を招き、自然に開いていく。


　容易に辿り着いた密孔に指を添わせたら、そこで初めて気が付いたように陽樹が足を閉じようとしたので、すかさず胸先に吸い付き、すでに勃ち上がりかけている若茎に手を這わせ、そっと握った。


「あ、……あ、ぁ、……ぁ、んん、ぅー」


　逃げる間もなく捕らえられ、陽樹が切ない声を上げる。


　胸先を唇で、下半身を両の手で弄ばれた陽樹は、足を閉じることも許されず、いやいやと首を振りながらも快感に流されていく。


「陽樹……、心地好いのか……？」


　煌玲の問いに言葉では答えられず、代わりに「ぁーん」と、幼気な小動物のような鳴き声を上げる。


「そうか。良いのか」


　陽樹の甘い声に満足し、煌玲は期待に膨らんでいる陽樹の胸先を舐め、手を動かした。


　陽樹の身体は完全に褥に沈み、煌玲の手の動きに合わせて揺らめいている。開かされた足は閉じることを忘れ、もっと欲しいと煌玲を招く。


　指を進め、隘路を辿り、押し広げていく。陽樹の若茎の先端から零れ出る愛液のぬめりを借り、奥へ、奥へと指を進めた。


「あ、煌玲、……あ、あ、煌玲……」


　陽樹が煌玲の名を呼びながら、頭をかき抱いてくる。縋ってくる陽樹の身体を優しく撫で、口づけを与えた。


「あ……ふ」


　溜息を吐きながら、陽樹が煌玲の舌を招き入れる。お互いに絡め合い、大きく合わさりながら、押しつけるように蠢いている陽樹の腰を抱き、片足を高く持ち上げた。


「あ……」


　煌玲とキスを交わしながら、陽樹が目を開ける。期待に濡れた陽樹の瞳をじっと見据えながら、煌玲は自らの劣情を陽樹の隘路へと押し込んだ。


「……っ、は、ぁああ」


　ひときわ高く甘い声を発し、陽樹が仰け反る。


「ああ……」


　煌玲の口からもなまめかしい声が漏れた。ゆっくりと、力強く律動を始める煌玲に、陽樹の身体がしなやかについてくる。やわやわと中を締め付けながら、招き入れるような動きに先導され、グイ、と強く穿つと、陽樹の腰が浮き上がった。


「ああ、ああ、あ、あ……っ、あぁ」


　腰を送るたびに陽樹が鳴く。それに合わせ、煌玲も声を上げた。


「ああ、陽樹……、陽樹……、っ、は、は……」


　陽樹の体内は温かく、心地好い。


「ん……っ、んんんぅ、っ、ぁん、ああ、ん、……こうれ……ぃ、ぁああ、ん」


　むずかるような声を発し、陽樹がいやいやと首を振りながら、更に腰を押しつけてきた。絶頂の兆しがやってきたことを告げ、いやらしい動きで煌玲を誘ってくる。


「陽樹……っ、ああ、陽樹……」


　名を呼ぶと、陽樹が嬉しそうに口元を綻ばせ、それからまた、甘い声を上げた。


「ぁ、ぁああ、っ、もぅ、……イ……ッ、ああ、あああ」


　背中を浮かせ、陽樹の腕が彷徨う。煌玲は自分の身体を差しだした。陽樹に抱かれながら、強く、緩く、陽樹の奥を穿ち続ける。


「ああ、陽樹、……陽樹」


　くぅ……ん、と子犬のような声を上げ、次の刹那、陽樹の媚肉がきゅぅぅ、と締まった。


「ああっ」


　急激な快楽の波に襲われ、煌玲は我を忘れて身体を揺らし、強く激しく突き入れた。


　神である自分の身の内に、これほど激しい情動が起こることが不思議だ。


　ぬしはいったい何者なのだと、自分の下で揺れている愛しき者の姿を見つめる。


　天上と地上と、何千年もの間、ずっと保ち続けていた平静が、この者と共にいると保てない。恐ろしいほどの激情と、この世に存在して以来感じたことのない情愛が同時に生まれるのだ。


「陽樹、ああ、陽樹、ああ、ああ……」


　視界が霞み、だが、目の前にある陽樹の顔だけがくっきりと浮かび上がる。


　ふくよかな唇、吸い込む瞳、輝く肌、柔らかい髪……。天上天下、何処を探してもこれほど美しい姿は目にしたことがない。


　愛しくて溜まらない者が目の前で煌玲の名を呼び、煌玲に浸っている。


　目の前が薄い桃色に包まれていく。


　甘い香りは陽樹の身体から、それを褥の周りに咲き誇る花々の匂いだ。


「はぁ、……んん、あ──っ」


　絶叫に近い声を上げ、陽樹の身体が硬直した。同時に強く中を締め付けられ、煌玲は喉を鳴らす。


　陽樹の白い肌の上に蜜液が飛び散っていく。それを眺めながら、己の劣情も爆発した。


「あ……っ、陽樹、は、ぁ、はあ、……っ、く」


　深く突き入れ、そこで止まる。自分の下にいる陽樹は、大きく胸を上下させ、恍惚の表情をしたまま煌玲を見上げていた。


「……美しいな」


　思わず漏らした煌玲の言葉に、陽樹がふわりと笑う。


　美しくて、愛しい。


　余韻を楽しみながら、煌玲は陽樹の夢殿で、夢よりも幸せなひとときを味わっていた。


「花畑になってる」


　目を開けた陽樹が笑い、くん、と鼻を蠢かす。


　奥の間の二人の褥には、煌玲が咲かせた幸福の花々が、二人を囲むように咲き乱れていた。







　あとがき





　こんにちは。もしくははじめまして。野原滋です。


　前回は魔王を書かせていただきましたが、今回は神様でございます。そしてオコジョ！


　オコジョは昔アニメで観まして、内容はほとんど覚えていないのですが、あの頃からオコジョが好きだったんですよね。ぬいぐるみも持ってたりして。なので、何か動物のキャラを……と考えた時、すんなりと出てきたんですよ。そしてオコジョなら書ける！　と、謎の自信。どうかしていました（笑）


　今回イラストを担当くださった緒田涼歌先生。可愛くて色っぽいイラストをありがとうございました。煌玲の流し目がとっても素敵です。陽樹も可愛くて何度もラフを開いてはニヤニヤしました。


　そして今回も担当様にはご苦労をお掛けしました。いつになったら恋愛を書けるようになるんでしょうか。いや、次こそは！　頑張ります！


　そして最後に、ここまでお付き合いくださった読者様にも厚く御礼申し上げます。


　神様で式神でオコジョで学園カーストの、トンチキ満載のお話ですが、どうか煌玲の一途な思いと、陽樹の頑張りと、シロの求愛を、応援してください。




野原滋　　











野原　滋　Nohara Sigeru




　４月15日生まれ。牡羊座。Ｂ型。


　お取り寄せのスイーツにはまっています。


　チーズケーキにうるさくなりました。スフレが好きです。今日も原稿をしながら、ネットでお買い物が止められません。誰か叱って……。
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